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＜巻頭言＞

地の果てのよさこい

北條 正司＊

よさこい祭りは，夏の裔知の風物詩である。両手に嗚子を持ち， よさこいの地歌に合わせ踊り歩く。しかし，それは昔の

土佐をほとんど思い起こさせない程にまで嗜好を凝らした激しい踊りである。近年， よさこいは全国に広まり ，札幌の 「 よ

さこいソーラ ン」は本場の高知をはるかにしのぐ規模になっていると言う。 2007 年には， プラジル・サンパウロ近郊の町で

も，地元民を含めた踊り子によって披露された。

2004 年はアテネでのオリンピックの年であったが， 7 月下旬， ポルトガル北部の古都ポルト近郊の町アベイロに行くこと

になった。この町の大学で開催される「溶液に関する国際会謡 l に出席するためである。地元喬知の酒造会社と縁ができ ，

その会社の研究員を大学に受け入れていた。 どのような水を使えば，おいしい日本酒が造れるかを調べることが研究の目的

であったのだが，いつの間にか酒の熟成の謎を探る問題に関わるようになっていた。本場のポルトワインの熟成度をじかに

「研究」したいとの好奇心も追い風となり，はるばるとヨーロッパの最西端に位骰するポルトガルにやってくることになっ

たのである。

成田からパ リを経由すると ， 機内サービスの軽食の飲み物はワインに変わった。渋めの赤ワインを飲み，フランスパンを

かじりながら，いったい，最終到府地のポルト空港では，改めて入国審査が受けられるのか， 期待と不安が交錯していた。

EU域内の入国審査は極端に簡素化されているようで，先ほどのパリ空港では， 私のパスポートには，入国の検印が押され

なかったからである。 ポルト空港からのリムジンパスの終点にほど近い，石だたみの坂道を登りつめた丘の上にホテルがあ

った。

翌日 ，サン ・ ベント駅から快速列車に乗ってアベイロに向かった。車窓からはドロウ川の流れが見えた。この川の上流で

ポルトワインが生産されているのである。首都リスボンの方向に向け南下していると，海水浴を楽しむように大勢の人々が

海岸に出ていた。大西洋の海の色は， 麻知から見る海とは違って見えた。車内放送による と，現在の気温は 26℃とのこと，

なるほど，ほとんど誰も海には入っていないわけである。

国際会鏃場となったアベイロ大学は近代的で大規模な大学であった。その大学のキャンパス内で思いがけない植物を発見

した。 7 月の下旬なのに，しかもカラカラに乾き切った中に，アジサイの花が咲き誇っていたのである。梅雨空の下に咲くと

しか念頭になかった私には，大きな疑問となった。 アベイロは雨が少なく，塩田による製塩が盛んな町である。 海岸より内

側に入り組んだ潟（ラグーン）の近まで行くと，でき上がった塩が，あちこちにうずたかく租まれ，まるで小さな麻士山の

ように見えた。

7 月 29 日，アベイロでの用務を全て終え， 再び， ポルトに戻ってくると夕刻になっていた。 飛行機の出発便は午後である

ことを確認し，翌日は朝早くから，見残した名所を急ぎ見て回ることにした。 サン ・ フランシス コ教会のすぐ近くにポルサ

宮があった。案内係の若い黒髪の女性は， 私が日本人であることを知ると ， ツアーの開始予定の時刻を 30 分も繰り上げて，

私一人のための案内をかってでてくれた。ボルサ宮の 「アラプの間」という大きな広間のドアを閉めると ， そこは二人の世

界となった。彼女は流暢な英語で説明を始めた。難しい内容に，私がついていけなくなったのを察するや， 日本語の単語を

交えて補ってくれた。

「日本からお越しになったナルヒトはこのアラプの間を一番お気に召された。」 と聞こえたのは幻想だったのか。 つかの間

の二人のツアーが終わり，握手を求めたとき ， 彼女は，私の両頬に唇を当てた。 私のポルトガル語の「オプリガード」は，

彼女には「アリガトウ」と聞こえただろうか。

ユーラシア大陸の束の果ては極束と呼ばれる。大陸の西の端に位骰するポルトガルにおいて，私は一人だけの 「よさ こい」

を歌い，踊った。 それは国際会諮に参加した日本人仲間には決して好意的に受け入れられたものではなかったが ・・ ・ 。

翌年 4 月中旬，北海追に旅をした。札幌では 7 月にアジサイが咲き ， それが自然に乾燥していき， ドライ フ ラワーのよう

＊麻知大学理学部 〒780·8520 莉知市略町 2·5·1
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になることを知った。旭川 よりさらに北方の美深（ピフカ）の山里は全くの雪の中にあった。 シラカパの木の根元から溢れ

出る樹液の恵みに感謝する「樹液祭り」と，その利用に関する 「国際樹液サミット」に参加した。 この地においても，私は，

土佐の「よさこい」 を歌い，踊る熱情を押さえることができなかった。
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＜招待講演要旨＞四万十・流域堕学会第 8 回学術研究発表会 （平成 20 年 5 月 31 日 ） 忘知県森林総合センタ ー ・情報交流館

地球環境時代の森林の保全 ・ 再生

末田 達彦＊

1 . はじめに

森林の減少など地球の環悦に関わる諸問題は、既に

1970 年代から専門家の間では懸念されていたが、これ

らが『地球環坑問題』として人口に胎炎するのは 1992

年リオデジャネイロで開催された国連環悦開発会諮

(United Nations Conference on Environment and 

Deve I opmen t: LINCED) 、いわゆる 『リオの地球サミット』

以降のことである。このサミットで取上げられた問題は

l) オゾン囲の破壊、 2)酸性雨、 3)海洋汚染、 4) 有害廃棄

物の越境汚染 、 5)発展途上国の公害、 6) 熱帯林の激少、

7) 野生生物種の減少、 8)砂涙化、 9)地球温暖化の 9 件で

あるが 、 つまるところ 1 ) ~5) はいわゆる公書、 6)~8)

は世界的な森林のi咸少に起因する問迎であり、両者の相

屎作用として地球温暖化が起こっている。 温暖化が今世

紀最大の問題と言われる所以である。 本稿では温暖化へ

のかかわりと い う観点から世界の森林間姐を概観した
し、

2 地球温暖化の二大要因

化石燃料の大拭消我による大気二酸化炭素の増大が

湿暖化の主因たることは周知の通りだが、森林破壊もこ

れに勝るとも劣らぬ二酸化炭素の発生源である。 伐期の

森林には 500 而／ha 程度の立木苦栢があるが、これをバ

イオマス（乾重低）に換算すれば 185~2115 t/ha になり 、

二酸化炭素や炭素に換箕すればそれぞれ400 t/ha と 11 0

t/ha 程度となる。以上では幹の批しか考えていないが、

枝 ・ 莱 ・ 根には幹の 0. 7~0. 8 倍のバイオマスがあるの

で、樹体全体では 200 t/ha 弱の炭素が苦租されている。

さらに森林土坑中には地上部とほぽ同枇の有機物が含

まれているが、 林地を牒地化して起耕すると有機物が好

気分解し、 結局のところ森林全体から 400 t/ha ほどの

炭素が二酸化炭素として放出され温暖化を促すことに

なる。 Houghton らによれば、現在でこそ森林破壊によ

る CO2の排出拭は人為起源の年間総排出虻の 30％弱に過

ぎないが！ ）、図 1 に示したように化石燃料起源の CO2排

出が森林起源の排出を上回ったのは第二次世界大戦以

降のことに過ぎないし、累租排出凪で見るなら現在でも

温暖化の主因は森林破壊と云える 210

森林破壊は往々にして森林伐採と混同される。 伐採後

の林地を他の目的に転用すれば森林破壊、そのまま林地

として残せば単なる森林伐採だが、特に温暖化の観点か

らすれば両者は決定的に異なる。 というのは伐採された

木材は早晩腐るなり燃されるなりして CO2 として大気中

に還流するが、林地が残されている楊合にはそれがまた

次世代の森林に吸収され、結局のところ排出にはならな

い。 他方、林地が他の目的に転用された楊合には、行く

先を失った CO2 は大気中に残招し半永久的に温暖化に関

わる。

林地の転用先としては、現状でも歴史的にも燐地が圧

倒的に多いが、牒地化による温室効果ガスの発生は伐採

時の二酸化炭素の発生にとどまらない。 まず火入れによ

る伐採残滓の焼却時に亜酸化窒素が発生するほか、 蔑業

生産が定常化しても放牧地のウシの反蜀や水田耕作か

らはメタンが、窒素肥料の施肥により亜酸化窒素が発生

する。 前者は二酸化炭素の 2 1 倍 、 後者は 290 倍ほど弥

力な温室効果ガスである。

co2 1界出li1.(Gu炉

人為起源の CO2 捨出量

化石燃料消費 CO2 170 Gt 

森林破壊 CO. 265 Gt 
5 ト
合計 435Gt 

3
 

2 
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゜
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3. 器地化の罪と効用

地球の温暖化が現実味を幣ぴるようになって殷地の

開拓や牒業が急速『悪』となったが、森林の破壊による

牒地開発と 1謀業生産性の向上が人口の増加を通じて人

類社会の発展を促してき たことも厳然たる事実である。

Emanuelsson （私信）によれば、北欧では自然だけに依

存した狩猟採取段階の人口扶簑力が単位面租 ( 1 kmりあ

たり 1 人に過ぎなかったのに対し、焼畑の森入で 20 人

に、家畜の飼育により 50 人に、その屋内飼育で 200 人

＊香川大学股学部：〒761-0795 香川県木III 郡三木町池戸 2393
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に増え、人工肥料と I謀薬と化石燃料を多用した現在のI煤

業では 3000 人／k而の扶焚力がある。 家畜を使った西洋

の三圃式I災業に対し、家畜に拠らず木灰と人の党尿で地

カの維持を計ったわが国では、 中近世のI災地の扶蓑力は

もう少し麻く 1000 人／k而程度と推測されるが 、 現在で

は反収 6t/ha とすれば北欧と同じ 3000 人／kIn2 となる。

しかし皮肉なことにはこうした麻いI謀業生施性に支え

られた世界人 nの咽大が温暖化という逆度を招く こ と

になった。

現在の先進諸国で森林破壊による I謀地の間拓が著し

かったのは、 機械力の利用が可能になった産業革命以降

今日までのほぽ 200 年間で、 この間にマルサスの懸念を

招くほど人口も爆発的に増えたが 、 今日では先進国人口

が翡位安定を保っていることは周知の通りである。 幸か

不幸か、今日の先進諸国が森林を沿し人n を増やしてい

る間には温暖化は発現しなかった地球全体から見れば

破壊面苗も人口 b ま だ少なかったし、温暖化の原因と発

現の間にタイムラグもあったからであるまた仮に発現

していたとしてもそれを検出できるだけの科学技術も

確立していなかった。

他方、 発展途上国の人口は今なお州）J［1 中で燐地の開拓

のため森林破壊が進んでいる。 途上国の森林破壊に京都

議定芯の温室効果ガス排出削減義務がかかっていない

のは、 先進国の側にも同じ前歴があるという側而もある。

実際、牒地の開発も食椅の供給も目前の生仔にかかわる

こ とゆえ、 人口の削加に見合った燐地の間拓はやむを得

ないが、 稚拙な牒地開発や失策による森林破壊に対して

は相応の也止めが必要である。 一例としてインドネシア

のメガライス計両を挙げる。 これは米の自給を目指すイ

ンドネシアが 1990 年代後半に JOO 万 ha に及ぶ水田開発

を目的にカリマンタンの泥炭湿地林を伐採し延ぺ 4000

キロに及ぷ排水路を開削した事業だが 、 泥炭湿地の硫酸

酸性土壌による不作とスハルト政権の瓦解で開発計画

は頓挫し、 跡に広大な荒廃地が残された。 1 997 年のエ

ルニーニョでこれらの荒廃湿地に大火災起こり 、 炭索換

箕で0. 80~2 . 57Gt におよぶ二酸化炭素が大気に還流し

た 3)。この爪は、世界の年間化石燃料消府の ! 3~110% 、

京都議定古に よる 日本の二酸化炭素削減義務砧の 50~

1 50 年分にも及ぶ。 熱梢の泥炭湿地は大河川下流部の広

大な沖租平野を形成しており 、 見た目燐地化には最適な

地理条件を備えているため、今後もこうした安易な開発

が行われる可能性がある上、｝品地化が成功するにせよ失

敗するにせよその下に控えた厚さ数米～十数米の泥炭

が好気分解する可能性を秘めているので、 今後の開発に

は慎重な取り扱いが必要であるっ ちなみにインドネシア

一国でも泥炭湿地林の而栢は 1 350~2650 万 ha と言われ

ており 、 炭素苦積は 300 Gt 前後と推定されるので、こ

れが全て分解したあかつきには世界の化石燃料消代の

40 年分が大気に戻ることになる。

4. 高緯度泥炭分解の可能性

泥炭の好気分解による二酸化炭素の発生については、

熱帯をはるかに凌ぐ密栢を持つ寒帯 ・ 亜寒帯域が危惧さ

れている。 麻山を含む世界の寒冷地帯には 3000~4000

Gt の泥炭蓄租があると推測されているが、温暖化に伴

う永久凍土の脱解で今後 100 年間に 273 Cl が好気分

解し二酸化炭素として放出されると見込まれている叫

これは現在進行中の温暖化の帰結であり森林破壊では

ないが、麻緯度地方の泥炭は、 シペリアでは過去百万年、

北米 ・ 北欧では過去数万年の森林植生迫体の菩租であり、

森林起源の温室効果ガスの発生源と言える。 永久凍土の

脱解によりこれが二酸化炭素の発生源に転じた場合に

は、今後ますます強化されるであろう化石燃料の消投削

i政努力とあいまって、森林起源の温室効果ガスが化石燃

料起源の発生拭を再び上回る可能性が無いわけでもな

し ‘o

5. 地球温暖化の意味するところ

図 2"に過去 1 00 年問の大気二酸化炭素浜度の推移と

今後 1 00 年間の予測を示した。 最近の予測は場合分けが

多岐にわたり複雑なのでここに引いたのは初期の IPCC

の単純なものだが 、 事の本例は同じで、産業革命前に

280 ppm に過ぎなかった二酸化炭素淡度が現在 360 ppm 

に達しており、このまま手を供いていれば来世紀初頭に

は 1 000 ppm を超える。大気の二酸化炭素澄度は地球の

誕生以来ほぽ一貫して下がってきているが、それが 1000

ppm という祁涙度に戻るのは 5000 万年前の第三紀初頭

以降初めてのことである。 往時は瓦濃度の二酸化炭素の

温室効果により地球はきわめて温暖で 5)、北緯 80 度の

北極海諸品にも大森林が繁茂していた（図 3) 。

Forcing 
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280 
1900 1950 2000 2050 2100 

図 2.IPCC Projection o「AtmosphericCO2 

図 3. 北極海祁品の化石林

大気組成の変化に対する気候の追従にも、気候変化に

対する植生の追従にも相応の時間差があるので、 100 年

後に北極海諸島に森林が戻るわけではないが、現在の森

林の破壊と化石燃料の大批消巽による二酸化炭素の増

大はそれほど哀坑を激変させる可能性を秘めている ら）。
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北極海諸島への森林の再現は地球上のI謀耕可能な而

租が大々的に増えるということで、 それ自体はめでたい

ことと言えるが、問題は、 5000 万年をも要した自然の

変化を人類がわずか数百年で起こ してしまうという変

化の早さである 。 果たして自然界も人類社会もこれに追

従できるかが温暖化間迎の焦点であり 、 種々の対策が求

められている由緑である ',

6. 今後の対策

人為起源の温室効果ガスの発生祉からして、現在の温

暖化対策の主眼が化石燃料消費の削減に誼点が府かれ

ているのはもっともなことだが 、 上述のように歴史的な

累籾値としては森林起源の温室効果ガスの方が多いし、

氷久凍土の磁解による今後の再増加も視野にあるので、

森林関連の排出削敵についてもそれなりの対策が必要

である。

もっとも手近な方法は木材の長期利用である。木材は

早晩腐るなり燃されるなりして二酸化炭素に戻るが、木

材として利用し続ける限り二酸化炭素の温室効果を保

利させる。 この点に関するわが国の問題は住宅の寿命の

短さである。 ヨーロッパの木造住宅の寿命が百数十年、

北米が 60 年と言われているのに対しわが国は 30年そこ

そこでしかない。わが国の木造住宅の寿命が短いのには、

体租のわりに表面和の大きい 、 すなわち劣化し劫い小径

木の多用が少なからず効いているつ例えば築後 1!00 年の

歴史を経て今なお威風営々たる二条城などを引き合い

に出すまでも無く、大径材の利用が木造建築の延命に大

きく効いていることは明らかだが、 これは使用砧と寿命

という二面で木材中の二酸化炭素の固定虻を削すので

今後の住宅建築では極めて重要である。

当然のこ とながら植林も極めて重要だが、それは森林

の劣化と減少の激しい熱幣 ・ 亜熱帯の途上国であり、こ

と二酸化炭素の吸収という観点からはわが国での植林

は不要である。途上国での植林が重要なのは、人口増に

伴う／災地への転用に加え、木材は薪や炭として 、 枝姻は

肥料や家畜の飼料として繰り返し収蒋されているがゆ

え地力の衰えが莉しく 、 森林の回復には人為的な手助け

が必要だったり、自然の種多様性が高い一方で民生に必

要な樹種が限られており樹種選別や増殖に人為の介入

が必要だからである。他方、わが国は安価な外材の軸入

や花粉症などの問題もあり国民の嗜好は広痰樹に傾い

ていると こ ろにもって、広雖樹は放っておいても生える

ので、 二酸化炭素の固定が目的ならば手間隙かけて植林

の必要は無い。 古くからの人問活動の歴史と第二次大戦

後の産業梢造の変化を反映して愛媛県には放棄J謀地が

多いが、放侶された古い煤地は例外なく広築樹林化して

いる。わが国における植林で意味あるのは、 途上国にお

ける植林支援の訓紬の楊としてであろう。

今日の人類の繁栄が森林の破壊による J媒地の開拓と

牒業生産性の向上によることはすでに述べたが、それが

正義たりえたのは世界の人口も人間の破埃力も限られ

ていた時代のことである。削えすぎた人口が森林破壊を

加速し、温暖化や生物植多様性の減少という形で人類社

会の存続を手々かしているのが現状である。もし人約の介

入が無いなら南極大陸やグリーンランドまで含めた地

球の陸地面租 1 50 ｛意 ha の 60% 、 90 佑 ha が森 i中に骰わ

れているはずである 匹 ところが現在の地球に残された

森林は潜在面枡の半数を割込み、 40 {{J ha に過ぎない。

森林など無くても 1媒地と食物さえあれば可という極論

もあろうが、温暖化ひとつとっても 、 そのような地球で

人類が永続的に繁栄しうるとは考えられない。わが国に

ついていうなら、化石燃料に頼ることも無く 、循環可能

な生物毀源だけで成り立っていた徳川末期の 3000 万人

というのが持続可能な適正人口の目安になる。それでも

江戸時代は、熊沢器山をして『国中の山、十に八尽き』

と言わしめたように林地も牒地も疲弊していたが 、 今日

の近代科学技術を用いれば、 もう少し余裕があってかつ

持続可能な社会の構築が可能ではないかと思われる。特

殊合計出生率が I. 3 を割り込み世界に先んじて人口減

少フェーズに入った 日本の現状に対して悲観論が強し、

が 、 さしたる努力もなく自然体で人口 i咸少に向かうわが

国の現状はさほど憂うべきものではない。
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［四万十 ・ 流域圏学会誌 第 7 巻 第 2 号 7- 11 2008] 

く特別寄稿＞

四万十川流域の文化的景観選定に向けて

溝渕博彦＊

1 . は じめに

私たちの祖先は自然と共生する中で原風屎ともいえる郷

土に根ざした呆観を育んできました。人々の生活と生業の在
り方を表現した梨観地を文化的屎観といいます。 このような
漿観を文化財保護法において文化財として位骰付けること

で、 保存活用を図る動きが全国で進行しています。
文化的娯観の定義として 「地域における人々の生活または

生業及び当該地域の風土により形成された最観地で我が国
民の生活または生業の理解のため欠くことのできないもの
もの」 （文化財保渡法第 2 条第 1 項第 5 号） 。 このことは地域
住民が 日 常生活や日々の生業において地域独自の気候や土
地の状應を利用して作りだされてきた娯観地のうち、我が国
民がどのような生活または生業を営んできたのかを理解す
るため不可欠なものを指しています。

かつてのふるさとの風尿が、 いつの間にか失われていたと
いうことがあります。身近な飛観で日頃からその良さに気が
つかないことがあります。文化的尿観保護制度は地域の生活

や生業に恨ざした飛観に対して、その文化的な価値を評価し
て、 地域で浪り次世代へと継承していく制度です。 保護維承
されることにより 、 文化的屎観に対する理解の促進と活力あ
る地域づくりの推進と地域の活性化が期待されます。
国は都道府県または市町村の申出に基づき 、 屎観法に定め
る殻観計両または鼠観地区にある文化的依観のうち、文化財
としての価値を調査し 、 重要なものを「重要文化呆践J とし
て選定します。 文化庁では都道府県または市町村が行う文化
的尿親の保存調究（構成要素や範囲等の調査）、文化的尿観
保存計画の策定、文化的景観の修理、 修尿、 復 1n、防災の事
業に係る経喪の一部が補助されます。

出要文化的殻観選定基準は以下の内容です。
( I ) 地域における人々の生活または生業及び当該地域の風
土により形成された次に掲げる最観地のうち、我が国民の基
礎的な生活または生業の特色を示すもので、典型的なものま

たは独特のもの。

l) 水田、畑地などのI謀耕に関する屎観地
2) 茅野、牧野などの採草、放牧に関する屎観地
3) 用材林、防災林などの森林の利用に朕lする尿観地
4) 蓑殖筏、 海苔ひびなどの漁拐に関する屎観地
5) 溜池、水路、 港などの水の利用に関ナる尿観地

6) 鉱山、砕石垢、エ垢群などの採掘 、 製造に関する屈観地
7) 道、 広楊などの流通に関する最観地

8) 垣根、屋敷林などの居住に関する尿観地
2． 前項各号に掲げるものが複合した屎観地のうち 、我が国民

(/）晶礎的な生活または生業の特色を示すも(/)で典型的なも

のまたは独特のもの。

2 . 四万十川流域文化的景観調査

四万十川流域を形成する 5 市町は平成 1 8 年度から文化的骰
観謁査を舜入して選定に向けて内容整理を進行中です。
四万十川はその流路 l96km 、 流域而栢 2. 270 対の大河です。

この流路の長さは四国では第1 位、全国では第 27 位であり 、 流
域而梢では吉野川に次ぐ四国第 2 位となっています。 支流の数
は流路 30km以上のもの 6河川、 30kmに満たない長さの小支流
は 3 1 9 余を数えます。狭茂の四万十川は梼原川との合流点から
下田初崎(/)河nまでを指し 、 広義の四万十川本流は不人山の

水源から通称松船川と呼ばれる大野見窪川筋を含むといわれ

ています。
本流大野見 •印I I筋と支流梼原川筋は同じ四万卜川水系に

屈しますが河床や河岸(/)形態や相貌が対照的です。 四万十川
本流は平地を流れる形状部分が多く 、 梼原川筋は贔山から流
出る支流は河岸に迫る山地を持っため、山地渓流型・ 中間渓流
型に屈する部分が多いといえます。 梼原川でダムや堰が集中す
る区間は渓流であり、 峡谷となっています。 梼原川にダムが多い
のは本来峡谷でなければ建造効率が良くないためと思われます。
一方、中上佐町大野見 • 四万卜町の四万十川本流域などでは
両作の山も 400~600m級で両河岸には水田が間かれて閉塞感
が少なく、それに対し梼原川筋は四万十町の下道ダムから梼原
町川井あたりまで両岸に 700m以上の山々が迫り1王迫感がありま
すこのような地形の均所には平地が少なくもとより水田は希少
です＇ 中上佐町大野見 • 四万十町(/)l)L1万十川本中流域では河
川屎観も緩やかで稲作中心の1塁業が古くから行われ、 梼原川の
流域は厳しく絵しい地域屎税で畑作中心に1災業が行われてきま

した＇
四万十川は上流から筏や川船により木材や木炭 、 紙や蕨粉、

シズラ、 製紙材料等の移出の川の街道でもありました四万十川
は 196kmを流れる間に、流域の形態により様々な影苦を流域に
与え 、 大いなる川の忠みとあらぶる自然との共生ぱ人々の{'f.らし

に様々な恩恵と牝威に対抗する工夫と知忠を与え、それぞれの
四万十川流域地域の只！境は風尿の印象の差異をもたらすだけ
でなく 、 生業やその樅成要素にも差異をもたらせています，
(l)梼原町の文化的屎観
梼原町は莉知県中西部に位附し、北側に四国カルスト閥原を、

その町域の北側と西側を愛媛県に、 II[ {II・りはtlt野町 、 東側から西
側にかけて四万卜町と接していま九地域は四国(/)チベ外とも

屯知県教脊委員会事務局文化財課 〒 780-8!i70 iHi知市丸ノ内 1 「 Fl 7-:i2 
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いわれる店山にあり、役場周辺で標麻 410m、県税の四国カル

スト自然公園で 1000mを越える裔山が連なっています。 町域を

通る国道は 197 号線、 439 号線、 440 号線であり 、 主要地方道城

川 ・梼原線、 及び中村 ・梼原線で愛媛県や四万十町などの町外

に通行できます。 地形は急峻な四国山地に抱かれ、傾斜地が多

く 、町を二分するように南下する四万十川の支流梼原川沿いに

集落が点在し、山裾に見られる棚田や畑は商山、狭小の地形で

営まれた梼原のI謀業を象徴している屎観といえます。

梼原町は、延喜］3 年 (913 年）沖野経麻公が伊予より梼原に

入り 、 開拓によって津野荘を築いて以来 687 年間津野氏の所領

となっていました。津野氏はこの梼原を拠点に店岡郡下にその

勢力を延ばし、広大な領域を持つことになります。梼原の名の由

来は津野山郷の開祖津野経高による 「梼の木の多い地」から名

付けられたといわれています。

梼原町は四国カルストや四万十川にみられるような豊かな自

然に恵まれるとともに、中世からの津野山文化や津野山神楽を

現在に伝え、町内には現在も 13 棟の茶歯や牒村歌舞伎の舞台

が残り、坂本龍馬や本町出身の吉村虎太郎たちが脱藩した道

が、 昔の趣のまま、 維新の道・脱藩の道として残っています。

l)河川

梼原町を南流する梼原川は四万十川第一の支流で、流路は

約 73km 、 四国カルスト五段上その源を発し、北部で永野川や

田野々川を合流し、さらに四万川や南部で北川川を合流して四

万十町大正で四万十川と合流します。 梼原川には町域の流路

に梼原第一発電所 ・梼原第二発電所 ・梼原第三発屯所・初瀬ダ

ムなどがあり、四万十町で津賀ダムを通過します。梼原地域での

河川は急峻な山間を縫って流れる河川で、堰が集中する区間

は渓流型であり 、 V字峡谷の地形を梢成する場所に構築されて

います。 梼原川筋は下道ダムから梼原町川井あたりまで両岸に

700m以上の山々が迫り 、 圧迫感があります。

梼原町の川には現在 、 近代の抜水橋や昭和期の沈下橋が架

かっています。 現存する沈下橋は、 石薮沈下橋、 中古屋沈下橋、

宮野々沈下橋 、 成薮沈下橋 、 仲間沈下橋 、 新道沈下橋、仲久

保沈下橋、中平沈下橋の 8 橋です。

2) 棚田

町域の本流 ・支流域にはその急峻な地形を余すことなく耕し、

無数の棚田や段々畑が梢築され、 丹念に租まれた石垣で守ら

れています。 梼原では急峻な地形から棚田や段々畑が多く、そ

の棚田の代表的なものに神在居の棚田（千枚田）があります。山

林が 84％を占める高知県では急傾斜の地形のため、山と海が

近く 、 山間で降った雨が海に到達するのに多くの時問を必要と

せず 、 台風の常製、 萩雨 、 急傾斜の地形を持つ地域の先人は

自然と共生するために様々な知恵を働かせました。 棚田も人智

が作り上げた工夫のひとつです。 棚田は過去の地江によって造

り出された水を貯えやすい緩傾斜地を選んで開拓され生み出さ

れたものです。 棚状の水田は水を溜める溜池としての機能を持

ち、この機能により 、 降った雨は緩やかに土に没透して、川から

海に流れます。 棚田の良好な耕作は自然のダムとなり砂防の堤

となって山問部の傾斜地の崩壊を防ぎ、洪水の緩和につながり

下流域の自然を守ることになります。 古くから開墾された棚田に

は保全と生産の要素が持たされていました。 さらに先人たちは水

を横に導く工夫で水路を造り水辺から遠い場所での泄漑が可能

になり生産力を増しました。棚田は良好な状況に保っために生

産と管理に人の知忠と労力が加わり、補修活動が繰り返されるこ

とによって維持されています。 神在居の棚田はその代表的な尿

観を有し、 オーナー制度を取り入れ、 J災業体験を生かした町の

活性に一役買っています。

3)森林

梼原町では豊かで希望のある『森林と水の文化の町』を実現

するため『森林と水の文化梢想』を進めながら、 よりどころを森林

と水に求めて、牒林業を活性化し、豊かな生活や新しい文化を

形成するよう取り組んでいます。 町の而租の 9 1 ％を森林が占め

ているため、四万十消流保全林の購入や鎖守の森づくり条例を

制定するなど、］00 年～200 年先まで見越し保水能力の俊れた

森林づくりが進められています。梼原町にも多くの御留山が存在

し、これらの山々は明治維新後に国有林として管理されて来まし

た。

※鹿取山植物群落保護林

面租 87.97ha のJ鹿取山植物群落保護林は莉岡郡梼原町にあ

る俊良老齢天然木林です， 昭和 48 年に祁知油林局（現在の四

国森林管理局）によって学術参考保獲林として設定され、 平成 2

年に植物群落保護林に指定されました（四万十源流の森）。鹿

取山保護林の科木陪はモミが最も優先し、桧、栂などの針築樹

に混じって、落蔀広築枯1のアサダ、ホウノキ、常緑広策樹のシキ

ミ、カゴノキなどが生育し、亜莉木防と低木彫にはサカキソパプ

タ、ヤプニッケイなどの常緑広築樹が多く生育していますっ

※ゆすはら郷土の森

隅取山植物群落保護林に隣接する 7.29ha の森林が「ゆすは

ら郷土の森」として ］ 994 年に梼原町と麻知営林局（現在の四国

森林管理局）との間で保存協定が締結さました。 この森は昭和

48 年に翡知営林局から学術参考保護林に指定され、 また町制

20 周年を記念して「四万十源流の森」と梼原町が命名した麿取

山植物群落保護林に隣接しています。緑の空間を活かした来訪

者との交流促進、保健・ 文化 ・教育活動の楊としての利用を通じ、

地域の活性化と振典に貸することとしています。

※久保谷山風尿林

面租 124 . 5 lha の久保谷山風染林はレクレーションの森として

位骰づけられています。 当風尿林は、森ヶ内風最林の上部 、 旧

窪川（四万十町） 、 梼原両町の行政界周辺に位屈し、標邸は

400mから 831mに及ぶ区域です。 林相は旧窪川町側をスギ ・ ヒ

ノキの人工林と天然生針広混交林、 梼原町側は 92~217 年生

のモミ、ツガ、 ヒノキに広策樹を交えた天然針広混交林からなっ

ています。

(2) 沖野町の文化的倣観

四万十川上流部律野町における四万十川の水系は四万十

川本流と北川川があります。 本流は支流を集めて桑ヶ市を経て

中土佐町へ流れ、北川川はやはりその支流を集めて梼原町へ

流れて梼原川と合流しさらに四万十町大正で四万十川に注ぎま

す。 最上流にあたる津野町では度重なる造山運動による険しい

山地がほとんどを占め、律野町では地殻変動によって引き裂か

れた巨大な地割れ「大引割 ・小引内11 」 （国指定天然記念物） 「長

沢の滝」 （県指定名勝記念物）、砂が堆和する前に生まれるソー

ルマークが流痕と荷重痕によって石垣のように見える「弘法の石

垣」などがあります。
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1)森林

津野町には保護対象となっている森林が2カ所あります。 ひと

つは不入山にある「小筋畝山林木追伝資源保存林」で日本スギ

科植物コウヤマキの典型的な群生地として保護されています。

いまひとつは 「四万十源流の森」で不入山周辺の森を地域の自

然、文化のシンボルとして保存すべき 「郷士の森」 に選定し保設

管理しています。

2)集落

津野町では縄文早期の船戸遺跡や北川造跡があり 、 早くから

人が住んだ痕跡を残し、中世には約 700 年にわたって津野氏が

統治し津野山郷として開発が進められました。 この頃三嶋神社

をはじめとする多くの神社が建築され、 神楽や花取り踊りなど現

在に受け継がれる津野山文化の基礎が作られ、都風の文化を

地域に根付かせています。室町時代には五山文学の双璧とい

われる義蛍と絶海を蔀出した土地でもあります。

大古味、北川 、 宮谷 、 高野、 新田 、 芳生野 、 口目ケ市、船戸な

どの集落は山間や河川の流域に林業や農業を主要産業にして

展開し、棚田や茶畑などの最観や、山や川の自然と人が密接に

関わって育んだ歴史を伝えています。

(3) 中土佐町の文化的最観

中土佐町は科知県中西部に位置する、情流四万十川と盟か

な山野、黒潮寄せる海、リアス式の海岸線と、 広く豊かな自然に

恵まれた町です。 平成 18 年 1 月 1 日にそれまでの中土佐町と

大野見村が合併し新しい町となりました。 中土佐町は漁業と鰹の

一本釣りの基地である海岸部（旧中土佐町地域）と四万十川源

流域の台地部で構成されます。

旧大野見村域は四万十川上流に開けた台地であり、地区内

を蛇行する四万十川の両岸に耕地が開け集落が点在していま

す。 大野見地区（旧大野見村）は四万十川上流域の流れと沈下

橋、古くより開拓泄漑された本流 ・支流域の水田や畑と、主に1災

業 ・林業を生業とする集落で形成され、 里山の原風尿ともいえる

景観を呈しています。

平成 4 年、 翡知県教育委員会によって実施された追跡分析

調査により大野見で縄文後期 ・弥生時代の土器片が発掘されま

した。 荒瀬の折野々（おりのの）で縄文後期、奈路の宮野々で弥

生時代の土器片が発掘され、これにより 3000 年～4000 年前の

中世以前にこの地で先人の生活が裳まれていたことが証明され

ました。

大野見の歴史は人々が深山や四万十川による大自然の営み

と深く関わり、共存しながら育んだ大地の文化を伝えています。

その長い時空の中で大野見の先人たちは人智を駆使し、自然と

向き合い、 恵みを享受しながら、時勢に顛応し、 辛苗の汗を流し 、

開拓と泄漑を繰り返して今 日に至っています。 中世から梢築され

た堰や水路、耕地は、その時代時代により人々の知恵でより有

効な形に修復されています。 大野見の股業は間拓と泄漑の歴史

であり、それはまた幾多の困難な状況の中にあっても勤勉な努

力と、郷士を守る進歩的な理想を持ち、相互扶助の森い志で育

み続けた大野見の人々の歴史と文化の跡といえます。

中世に仁井田川ノ内の百姓、長左衛門によりこの邸原の大地

が発見され、数人の若者と共に探検の末、未開の大地の開墾が

始まりました。 大野見の名の由来は 、 長左衛門が平原を発見し

た喜びのまま、 この地の名を大野見と名付けたと伝えられていま

す。

昭和 30 年代所得倍増商度経済成長の国策は大野見の殷業

に大きな変化を与え、 困難な典業経営の時代を乗り越えるため、

大野見では経営規模の拡大、立地条件を活かした経営の改善、

茶養蚕などの導入による換金牒業への転換、 園芸作物生姜 ・

花木の栽培などのI器業振陳が進められました。 品種改良や殷機

具の急速な進歩は機械化J農業による省カ ・合理化へ大きく前進

し 、 労働生産性を麻めるに至り 、 さらに協業化が促進され、長野

や槙野々久万秋や奈路 、 三ツ又などの地域は収益性の森い営

J器団地へ様相を変えています。

総面稼の 90％余を山地が占め、耕地は 10％足らずという大

野見のI謀業はJ設 ・林の複合経

裳に活路を求め、海抜300mの翡原地帯に屈する大野見地域を

縦断する四万十川河畔の河岸段丘 ・扇状台地は勤勉な先人た

ちの努力によってきめ細かく開墾され耕田の大半が水田となっ

ています。 水田では高原地特有の冷涼的気候と風土により良例

米が産出され米の単作地帯を形成し大野見での牒業は米作り

を主に発展してきました。

l)河川

中士佐町での四万十川は津野町桑が市を経て中土佐町大

野見に入り高樋 、 大股を東流し、萩中川を合流した下川、程落

) I |や島の川を合流して南下、喜田周辺で吉野川、跡川 、 伊勢川 、

竹原川を合流し野老野を度に四万十町へ流入します。 川の形

態は緩やかで、流域の集落では穏やかな里山の原風殻が維持

されています。 流域では中世から四万十川本流や支流では荒

野を開拓し、水田化するために中世から様々な工夫で堰を造り

水路を開き、それぞれの地区の泄漑用水に充てています。

大野見地域邸樋地区の翡樋沈下橋は四万十川最上流の沈

下橋であり、久万秋橋 、 長野沈下橋と下流に続きます。 沈下橋

は対岸との通行を盛んにし、流域での牒業を助け、久万秋や奈

路、宮野々 、 三ツ又 、 長野周辺には広大な牒地が開かれていま

す。 また、四万十川沿いの芹田集落の黒瀬泄から泄漑と四万十

町松顛川電力供給用の水として供給されています。

2)森林

大野見は深山に囲まれ、藩政期に伐採を禁じられたお留山に

囲まれていました。 島の） 1 | 国有林は器富な良材の宝廊として知

られています。 かつては盟かな天然林が広がっていた四万十川

源流域も昭和期に行われた人口造林のため、村内の森林の

78％が人口林で占められています。 周辺の山々は芹川山や鈴

ヶ森など標高 500mから 840mの低山が連なり 、 四万十川に注ぐ

支流が織り成す多様な生育探境により植生帯は温暖帯上部か

ら冷温暖幣下部の範囲にあります。 大野見の原植生をとどめた

原生林はほとんど失われ、国有林の轟山谷風禁林に樅 ・栂を保

先種とするコガクウツギ ・ モミ群集の残存林があるほか橋谷社寺

林にイスノキ・ウラジロガシ群集が断片的に残ります。 南に流れる

四十川は津野町不入山に源を発し、 旧大野見村内で下ル川 ・

中津川 ・桑の又川 ・程浴川 •島ノ川 ・ 橋谷川 • 吉野川 ・跡川 ・ 伊勢

川 ・川奥川・栂（つが）ノ川などの支流を併せ四万十町へ流れま

す。 四万十川本流 ・支流沿いに点在する河岸段丘や扇上台地

は余すところ無く開拓されて、豊かな水賓源と昼夜の温度差で

良牲大野見米を涯出しています。

(4) 四万十町の文化的飛観

四万十町は四万十川中流域に屈します。 かつての窪川町と大

正町、十和村が平成 18 年に合併して誕生した町です。 南流す
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る四万十川は商南台地に行く手を阻まれ西流し、 四万十町大正

で梼原川と合流します。 梼原川との合流により水景を増した四万

十川は徐々に大河の様相を呈して流れ、明治・大正 ・ 昭和初期

には水運により筏や舟で木材や製紙原料、蕨粉、シズラなどを

四万十市下田の河口港まで移出する水速で栄えました。 四万十

町に入ってからの梼原川は中津川川や多くの小2次支流を集め

て本流に注ぎます。 背屎には良材を育んだ森林があり、多くの

御留山が存在していました。明治維新後国有林となったこれら

の山々では伐採事業が盛んに行われ、それに伴う雁用、経済、

物賓の交流が盛んな時期がありまた） 昭和 19 年敷設の森林軌

道跡や軌道橋跡はその繁栄の面影をよく残すものです。

1 )梼原川流域の森林とそれを守り育ててきた山村集落（大正中

津）11)

四万十川流域は、昔から林業が盛んな地域で、平均気温］6℃

の温暖多雨の裔知県にあって、四万十川流域の山間部幡多地

域は特に雨岳が多、年間降水品は 3000mmにも達します。 県東

部魚梁瀬地区とともに降雨地域として知られ、この気候条件が、

四万十川流域の豊かな森林を育み、長宗我部の時代から土佐

の木材は良材として知られるようになり、四万十町奥山の多くの

山を藩の留山とし、住民の賦役によって管理され木材が搬出さ

れました。

①久木の森山風級林

元国有林の久木の森山風漿林は、中津川川の渓谷沿いに約

]6 万対の而租を有し、良材の宝血で知られた地域を伝える多様

な天然木に樅成された酋重な森林域で、平成 13 年に旧大正町

がこの森林を「2001 年の森Jとして購入、自然探境の保全、水賓

源の涵姜など森林のもつ公益機能の啓発を図る人々の憩いの

楊として位骰づけました。

②日本最古の複翔林

藩制時代の文化8年(J 811)に杉 ・桧が植えられた日本最古の

人工林の一つで、昭和8年(I 933)、この森を抜き切りし、翌昭和 9

年に杉・桧各 500 本を植栽しています。 今日では滞政時代の上

附林と昭和時代の下囲林が立体的な棉造をなす「複Wi林」となり、

輪伐法という林業経営法を伝える貸重な存在です。

③国指定重要文化財・旧竹内家住宅

国重要文化財 ・ 旧竹内家住宅（稲政末期）はこの地にありまし

たが昭和 48 年に旧大正町田野々へ移築 ・保存されています。

滞政末期建築の旧竹内家住宅は、四万十山問の生活 ・建築様

式をよく残した裳重な建築物です。

2) 山村の恵みの流通と往来（三品地区）

四万十川によって、流域で伐採された材木は筏流し、あるい

は行流で河口の下田まで運ばれ、 廻船によって京 ・大阪へ移出

されました。四万十川では、センビや証瀬舟、センバといった川

舟を使った水運も発達しました。 上流域から水運により搬出され

たものは材木の他に炭、カジ・拷 ・三栢などの製紙材料や蕨粉、

仙花紙 ・ シズラ（蕨根の芯の緞維）などがあり 、 河口の下田港の

地から塩や金物などの日用品が四万十川流域、奥地山問部へ

運ばれました。 川沿いに点在する集落は、上流と下流を結ぶ休

息や宿泊の地で、 三島とその左岸の轟集落はその途中に位置

しています。 三島では水稲や野菜が耕作され、その生業が集蕗

の人々の生活を支え 、 季節ごとに彩られる景観は、そこを通行

する人々の心に感銘を与えます。 地域は川を通行する人々の信

仰の地でもあり、かつてこの場所にあった三島神社は明治 23 年

の洪水で神社を流失、 その後昭和集落旧役場横のシロトコに遷

座されました。

3) 四万十川の恵み（一斗俵地区）

一斗俵地域は勾配の少ない四万十川河岸に展開する稔やか

な田園地帯で、良残仁井田を産出する県内有数の穀介地帯で

す。 四万十川上流地域に位爵するこの地域は本流や支流に梢

築された堰や水路で豊かな水が水田に供給されています。 藩の

施作で新田開発が行われるようになると新しい水路による泄漑

の必要に迫られ、本流、支流に頭首エ（堰）が梢築された水路で

運ばれた四万十川の水は一斗俵や市生原、米奥、大井野など

の仁井田平野の生産を助けるようになりました。 周辺には人々の

開拓と泄漑への苦難の歴史を物語る法師ノ越水路トンネルが、

また、佼金難から中断した旧大野見村野老野新田への泄漑の

用水工事を発屯という人智を加えて余水利用の契約を結び、つ

いに水路を完成させ、泄漑と発電の両用を実現させた松頚川発

電所への水路があります。 周辺の河岸には石租み堤防や竹林

防堤も梢築されています。

(5) 阻万十市の文化的尿観

四万十市は高知県の西南部、 四万十川の下流に位骰します。

その地形は旧西土佐村域と、中筋川流域に東西に延びる中村

平野、四万十川と後川の河谷沿いの河岸段丘と氾濫原のわず

かな耕地と、河口付近の一部を除き、幡多山地と呼ばれる低山

がその平地を取り巻いています。四万十川は不入山（津野町）の

源を発し延々 196kmを流れ、穿入蛇行を繰り返し、渓谷を形成

し、所々で激しく 、 やがてゆったりと大きく流れて、 角崎あたりで

後川と合流した四万十川は下田港の河口までいくつかの川中

島を形成して下田港に至り太平洋に注いでいます。 下田は昭和

より大正時代に、さらに明治時代にと時代を遡るほど四万十川

の水運による四万十川流域、奥地の物資と文化の門戸として栄

え、幡多地方での歴史的に重要な楊所として位骰づけされます。

下田は古来より中村の外港として物賓 、 文化の移出入港として

重要な位骰にあり、独特の発展をしてきた場所です。

1 ) 河川による物流と下田港

下田は昭和より大正時代に、さらに明治時代にと時代を遡る

ほど四万十川の水運による四万十川流域、奥地の物査と文化の

門戸として栄え、幡多地方での歴史的に重要な場所として位骰

づけされます。 古くより四万十川河口、松野山周辺河岸では四

万十川奥地山間からの舟で運ばれた施物や筏による木材がこ

の場所で水揚げされました。 明治の頃の松野山には木炭や紙、

製紙材料などの山林毀源を保管する店廊が立ち並び、 ここより

小舟に和み替えて神の廻船まで運ぶ作業で賑わい、山林毀源

を商う商人たちは下田上町に住み、その楽商振りを競ったとい

います。 明治末期から河床の上昇から、物流の中心がi印砂品に

移ってからも四万十川奥地の産物はこの松野山に荷楊げされ、

洪水に備えた石租みの上に建つ松野山の民家の敷地配骰には

往時の面影が残っています。 下田港は古くより四万十川河口流

域の誼要な港として機能してきましたが、特に鎌介時代に入って

九条家領幡多荘が成立し、建長 2年 (1250)一条家の荘園として

受け継がれて以来幡多庄の年貢をはじめ荘内の産物の籾出港

や対明貿易の避難港として重要な役割を果たしました。 下田港

は、土佐でも屈指の移出港として大型の交易や客船などの船舶

の往来があり、それに伴う商業 、 工業が盛んになり大いに繁栄し

ています。 河床の上昇により 、 岩壁や防潮堤が構築され、新追

が通行するようになり港の様子は著しく変化して現在に至ってい
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ます。

2) 下田集浴

下田はその四万十市鍋島の南方、四万十川 i11f n左作に位置

します。 四万十川下田は広域には松野山 ・ 串江 ・和田 ・水戸 (·1r

砂品）を含む地域を指していいます。 古津賀あたりより主要地方

道中村下田港線が竹島川沿いに下田港に至り、串江の境辺り

で主要地方道中村下田口線が北上、旧道は藩政期安永年間前

後に描かれたという幡多郡下田涌の図の地割りを残し、集落を

つないでいます。 周辺には根の首山辿跡があり 、 近年、下田港

周辺は西南大規模公園として賂備されています。

3
 
文化財を活か した地域づくり

NPO 四万十 WORKS とNPO四万十 ART の括動について

四万十川流域の5市町（四万十市 ・ 四）5十町・ 中上佐町 ・津野

町 ・梼原町）では現在直要文化的批観の選定を目指して各地で

調査が進んでいます。 四万十川流域は豊瓜な自然と先人の残

した文化的資源が木々の間に見え隠れして、 今まで人知れず忘

れ去られようとしてきました。 今回の調在の中で匹l万十川に関係

する、 昭和期に架けられた沈下橋や両側の集浴、里山から奥山

の森林、近代期に機能したRC造の橋やトンネルの森林鉄道追

産など多くの近代化迫産の存在とその(1lfi値、また、それらが流

域の人々の生業に深く関辿してきたことなど、住民にとって学ぶ

ペき歴史をもつ大切なものであることが認識されました，

四万十川中流域で活動を展間している組織があります。 文化

財を調査研究し、 活用提案する糾識が四万卜WORKSです， ま

たその提案を実際に活かして企画活用を実践する組織が NPO

四万十ARTです。この二つの団体は地域に現存する布形無形

の遺産を地域づくりに活用し、町外からの観光布を禅人 、 交流

することで地域づくりに活かそうとしていますo NPO 他l )i I-ART 

の現在までの活動は旧竹内家住宅 (lTi要文化財） • 四）］卜町民

俗臼料館 ・ 旧門脇家住宅（登録有形文化財） U）四万卜町からの

管理委託により 、 ii附掃 ・ ガイド等を実施、また、 3ヶ月に一回の地

域住民を交えた「四万十川流域地域再生文化講演会」 、 年2回

の福祉会館を使っての老人向け「四万十福笑いl月）楊 」 、住民参

加の文化財見学研修の間催などを行います， 特に今年2年目の

「四万十街道ひなまつり」は四万十川流域の6ヶ所で雛人形を展

示し、 3000 人参加の地域活性化に貢献しましたン

参考文献 ・ 沢料

魅力ある I孔張を未来へ 文化的張観の保護制度、 文化庁

梼原町史 (l) (2) (3) 、梼原町史編蕪委且会

東律野村村史 (1989 年発行）、東flt野村教脊委 tl会

薬山村史 ( 1980 年発行）、薬山編蕪委且会

大野見村史（昭和 3 1 年発行）、大野見村史編蕪委n会

大野見村史 （昭和 56 年発行） 、大野見村史編苺委い会

大正町誌（昭和 •15 年発行） 、 大正町史編耳委且会

大正町誌（平成 18 年発行） 、 大正町史編語委且会

荘川町史（平成 17 年発行）、 荘川町史編再委員会

十和村史（昭和 59 年発行）、十和村

中村市史 （昭和 59 年発行） 、中村市史編苺委R会

四万十川民俗誌（平成 II 年発行）、雄山NI出版會 9f4＜空一竹：
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赤鉄橋（四万十市）

千枚田 （梼原町）

北川築落（津野町）
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く 特別寄稿＞

子ども達の未来を育む森林環境教育

斎 藤 由 貴＊

1 . はじ め に

次代を担う子ども達に森や自然に親しんでもらい、 探坑
問題への意識を高めてもらおうと 、 子ども達が自然と触れ

合う機会となる取り組みが県下各地で行われている。 活動

内容は、 学校に限らず地域住民やボランティア団体等が主

体となって 、 自分たちの硲らす身近な地域での自然体験や、

環悦の現状を観察したり、下流域と上流域との交流を図り

ながら森林づくりの大切さを学んだり 、森・ 川 ・ 海の連携

から流域一体となって再生事業に取り組む等、 様々であるっ

ここでは、子ども達を対象とした森林環境教育に関する

事業の中で当会が関わっている取り組みを中心に報告す

る。

2. 子ども達を対象とした森林環境教育

2. 1 「緑の募金」を活用 した森林環境教育支援寧業

当会は、「緑の努金による森林整備等の推進に関する法

律（平成七年法律第八十八号） 」 に基づき、揺知県知事より

指定を受け 、 「緑の券金」 に関する業務を行うことのできる

県内唯一の法人として緑の茄金活動を行っている。

高知県内で集められた「緑の募金」は、 水源林の保全や

下刈り 、問伐作業等の森林の整備、 地域の緑化計画 ・ 運動

や緑の少年団活動を支援する緑化の推進、 そして緑を通じ

た国際協力といった事業に活用されている。

ここでは、 「緑の蒻金」を活用し、森林現境教育を支援
した事業を紹介する。

2. 1. 1 四万十川の環境問題を考える若武者育成プロ ジェ

クト

高知県立四万十商等学校では、 四万十川を中心とする豊

かな自然猿災が、年々川や道路のごみや汚れが目立つよう

になっている現状を知ってもらい、森と川のつながりや環

境問題に少しでも関心をもってもらうこと、そして四万十

川の抱える屎境問題を解決する人材（若武者）になっても
らう こと を目的として 、 同校の学生が 「 ＼VZF 若武者絶対増

やす実行委員会」 を立ち上げ、四万十川の環境問題を考え

る若武者育成プロジェク トを開催している。

平成 19 年 8 月 18 日から 19 日にかけて ］ 泊 2 日の日程

で県内外から中学生とその保獲者等合計 4] 名が参加し、

同校と四万十川で環境学習及び体験活動を実施した。

まず、開会式では、 実行委員による プ レゼンテーション

により同校の取り組みと四万十川を中心とする森や緑、同

実行委只会の活動を紹介した。 0り会式の後、 河原に移動し、

参加者同士の交流を深め、四万十川河辺の植物に親しんで

もらうことを目的として 、 「探っばジャンケンj を行った。

次に、四万十川の現状をより分かりやすく理解してもら う

ために水生昆虫学習を実施し、水質の変化に伴って、棲む

ものも変わると い うことを伝えた。 また、カヌ一体験によ

り 、 四万十川周辺の緑など自然の盟かさを体感してもら い、

川の目線から森や水の透明度、魚など生き物を見てもらっ
た。 最後には、参加者との意見交換会を行い、 「若武者の

活動を学校から学校に伝え 、 交流の機会を増やすこ と」 、

「釣り人や観光客など色んな人に自分たちの活動をアヒ°

ールし 、 環境意識を高めてもらうこと 」 、 「身の回りの森を

はじめとする、川や緑などの自然の現状を知ってもらうこ

と 」 と い う意見が出された。

今回のイベントでは、 参加者の環境問題に稼極的に取り

組む姿勢や、 地域の人にも支えられ、同実行委員会のメン

バーも若武者と して新たな一歩を踏み出す活動となった

ようである。

翌

写巽ー1 水生昆虫学習 （忘岡郡四万十町）

2. 1. 2 高校生の森づくり活動等への促進寧業

四国森林管理局では、森林の中で様々な体験活動などを

通じて、人々の生活や環炭と森林の関係について学ぴ、 森

林の有する多面的重要性や森林整備、 木材利用の必要性な

どに対する理解と関心を醗成するため 、 子どもたちを対象

にした森林環境教育を年間 80 回程度実施している。

しかし、森林づくり活動や環境問題の解決のための取り

組み等の即戦力となる商校生を対象とした森林環境教育

は全体の 5％に満たないのが現状である。

その中で、商校生の森林づくり活動等への自主的な参加

を目的として平成 19 年 6 月 、 祁知県立高知1裳業邸等学校

森林総学科の学生を対象に森林猿境教育を当会との共催

事業として実施した。

まず、 1 年生は、 これから再門教科を学んでいくことか

ら 、 衛北にある黒森山国有林を見学し、林業の現場や国有

林野事業の業務や、 実際森林官が行っている仕事を学んだ。

2 年生は、 同校において、林業白出や森林 ・ 林業基本計

画 、 美しい森づくり推進国民連動など、最近の森林 ・ 林業 ・

* 社団法人高知県森と緑の会 〒782·0078 祁知県舌美市士佐山田町大平 80 而知県森林鈴合・セ ンクー内
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木材産業を取り巻く状況や四国の森林 ・ 林業の現状等につ

いて学んだ，， その中で、 当会は 「緑の蒻金」 についての趣

旨を説明し、県内で緑の蒻金を活用して森林の賂備や緑化

の推進に取 り組んでいる公邸事業団体の取り組みを紹介

した，

3 年生は、これまで習った各分野を直接見聞きするため、

治山事業コース 、 林道事業コース、木材販売コースの 3 コ

ースに分かれ、韻北 ・ 底知中部 ・ 安芸の各国有林で施工中

の治山 ・ 林道 ・ 生産現楊や、 民間の木材市楊、加工施設等

で学習した。

同局では、 今後とも地域や教育機関と連携し、ニーズを

反映した多様な取り組みを展開していく ここ と している。

写真ー2 木材市場の見学 （忘知市仁井田 ）

2. 2 「森林環境税」を活用 した寧業

商知県は、 全国に先駆けて平成 ］5 年から 「森林環度税」

を禅入し、 「豊かな森林の恵みに感謝し、 森林や山を守る

こ との重要性に対する理解と 1月心を深め、 県民一人ひとり

が森林を守る活動に参加し、 また自ら行動することによっ

て山を守り育て次代へと引き維いでいく 」 という趣旨で、

「こう ち山の日 」 (11 月 11 日）を制定。 この趣旨に基づ

き 、次世代を担う子ども逹などを対象に、山に対する関心

を深め、森林や林業に対する理解を深めるため、地域の学

校等からの要請に応じて山の一 日 先生を派述して森林環

悦学習等を実施している。

当会では、 平成 1 9 年度に麻知県から森林環坑税を活用

した公蒻事業を実施する団体へ交付するための補助金を

受け、 こうち山の口推進事業や山の一 日先生派逍事業を実

施する団体の公蒻を行った。

2. 2. 1 こうち山の日推進寧業

「 こう ち山の日」制定趣旨に即した先苺的な提案を求め 、

①森林保全活動等に関するもの（森林保全活動、 林業作契

体験等）、 ②森林環境学習等に1岳lする もの 、 ③都市と 山村

の交流促進等に関するもの（普及啓発 ・ 交流を促進する活
動等）、④木と親しむ取り組みと い う活動内容で実施する

団体を務集し、計 20 団体が実施、 合計 1 ,962 名が参加し

た。 その中で、 小中学生を対象に森林環殷学習等に取り組

んだ 5 団体を紹介する。

( 1 ) 森林通りを作ろう ！ （寧業実施団体：高知市立朝倉

中学校 P T A) 

豊かな森林の恵みに感謝し 、 森林や山を守ることの重要

性に対する理解と関心を深め、市民 • 生徒ひとりひとりが

森林や山を守る活動を今まで以上に推進していくため、 森

林環悦学習等の教材として研知市立朝介中学校の校内に

森林通りを作成した。
平成 1 9 年 8 月から U 月 ］ 1 日の 「 こうち山の日 」 に向

け 、 祁知大学教育学部日本画担当教授である別府道雄先生

の指蒋のもと 、麻知大学の学生 5 名が 、 実際に安芸郡馬路

村に行き、写生してきたものを元に、邸知県の県木である

ヤナセスギをメインとして万緑が生き生きと生命感にあ

ふれる姿を描きあげた 、 「緑燃ゆ（みどりもゆ） 」 が学校校

舎壁面に完成， また 、 反対側の壁而には、 裔知大学の学生

たちの指森を受けながら 、 生徒たちが 、 「 こうち山の日 」

のキャラククーを中心に森林に関わる絵を描きあげた。 更

に、自分達の住んでいる所を少しでも知ってもらおうと、

県の、島 ・ 花 ・ 魚なども描かれた。 併せて説明文も掲示する

などし、 学校の廊下という身近な楊所に作られた 「森林通

り 」 で、 日頃から意識を持ってもらえるような環境づく り

を行った。
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写真ー3 校舎壁面に絵を描く大学生 （高知市朝合）

(2) おやこふれあい林問学校＆山の生活体験 （寧業実施

団体；十津小学校区音少年育成協語会）

平成 l9 年 8 月 4 日から 5 日の一泊二日の日程で、祁知

市立十津小学校の児詔とその保護者、卒柴生と広く市民に

も呼びかけて参加を葬り 、 スタッフも含めて 52 名が参加

し 、 艮岡郡大豊町立立川小学校（休校中）にて体験学習が

実施された。
1 日 目は、地元の立川体験交流の会の指希．のもと 、山の

索材を使って山の料理教室、地元の人に教えてもらってま

き割り 、山に自生している茶痰を摘んできて策をちぎり火

であぶっての即席のお茶作り 、 わらじ作り等に挑戦。 更に、

昼と夜の虫捕りや自分達で切った薪で沸かしたお風呂に

入った。

2 日 目は、竹の飯ごうを使っての朝食づくりからはじま

り 、 その後、動植物の観察をして、 山内の殿様も泊まった

立川御殿の中へ入り、地元の人の説明を問 く 。 昼食は、 立

川小学校校庭にて地元で採れた野菜も流れてくるそうめ

ん流しの後片づけをして 、 2 日 間の山の生活体験を終了し

た。

参加者からは、 「腔段の生活では体験できない薪割り 、

外でのお風呂など自分達だけではできない経験が出来て

楽しかった」 、 「晋段は使わせてもらえない危ない道具を使
う事により失敗すれば自分も怪我をするし 、 こういう物で
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他人を侶つけてはいけない と いうこ とを子どもたちが11),f

黙のうちに知るのではないか」と い う声も 1}flかれ、 地元の

立川体験交流の会からも「旧立川小学校を似っていただき

ありがとうございます。 静かな集浴に子どもたちの歓声が

こだました 2 日 問、 楽 しい時間を過ごさせていただきまし

た。四季を通しての自然の厳しさ 、 やさしさ 、 いつの日か

また体感しに来てくださ い。」との便りが名fせられた。

今回の体験活動を通 して地元の人たちとの交流と山の

生活体験で山についての理解が深まった。

写真ー4 生店解説を聞きなが ら昆虫採取 （長岡郡大翌町立川）

(3) 森づくり体験と源流を訪ねて

法人高知県山林協会）

（寧業実施団体 ： 社団

平成 1 9年 1 0 月 5 日に香美市物部町にて凶知市立大律小学

校の児蛮を対象に中央東林業事務所及び香美市役所の職員

を指禅員に迎え、総勢 135 名が参加し、 下刈り体験や物部川

の源流を散策しながら森林環坑学習を実施した。

社団法人麻知県山林協会は、平成 15 年度に高知市立大帷

小学校の総合学習と連携し、 「森林の働きと植林体験」 とし

て香美市物部町にある市有の林地にクヌギを植林した。 以降

毎年同校の児童による森林環坑学習を支援し、 自然探りもの保

全と森林の多面的機能の発揮に欠かせない森林施菜を体験

するこ とにより 、 森林や山を守る重要性に理解を深めてきて

いる。今回は 4度目の下刈りを行うことで、 苗木の生育状況

の観察と森づくりの必要性を体験した。 舟入川の猿坑をテー

マと している同校の総合的学習に！阻次、 川の水はどこ からさ

たのか、 物部川の源流を訪ね、 物部川の上流から下流へと続

く水の流れを観察する こ とで、 川や森の環炭を学習。 指森旦

写真一5 下刈り体験（香美市物部町市有林）

である 中央東林業事務所及び香美市役所の職員と森林保全

活動を一紺にすることで、山村との交流をはかり 、リ姐民参加

の森づくりを推進することができた。

(4) 緑股かな森を守ろう一森林環境保全学習ー（寧業実施

団体：高知市立一宮小学校開かれた学校づ く り推進委員会）

平成 19 年 1 0 月 23 日 、邸知市鋭にある鏡水源の森にて 、

励知市立一‘且小学校の児甑と保護者、地域の人々等 1 30 名で

森林環り［保全学背を実施した。
同校の 5年生が前年度より種から育ててきた苗木を、邸知

市の水源地である鏡水源の森の一画に設けられた同校の学

佼林 ［ どんぐりの森」 にltli: IM したつ また 、 謂師を招聘して 1i

前と事後の学科を尖施し、植樹等森林保全に対する関心を深

めた。「森(/)働きは？ 」 としヽう問しヽかけに対して 、 子どもた

ちからは、すぐに 「水を苦える 」「酸素を作る 」 「水をつくる 」

などの回答が返ってきた。「やすらぎもくれるんだよ 」 とい

ぅ， t般にうなずく ー（-どもたち(/)宕もあった。 植樹の際には、

ひとり一つずつ苗木を持ち、日付と名前そして、メッセージ

が、じかれた F作り (/)tLが一緒に立てられたウ 1l/i11 1作業が終わ

った後、間伐材を f:llfll した歩道づくりが行われた。

後 n 、この鋭水源の森での実体験を含めて学告してきたこ

とをまとめ 、 II 月 II 日に邸知市中央公園で1}りかれた 「こう

ち ILI(/）忠み感謝祭J において、森林の役割や大切さを発表し 、

一般県民 ・ 市民に広く知らせる取り組みとなった。

S ・；忠：：・ :::::':,...~ ．●：ク ・

写真ー6
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(5) 学校林に周遊道案内板や四万十川沈下揉を展望する

東屋をつくろう （寧業実施団体 ： 四万十町立米奥小学校PT
A) 

平成 1 9 年 II 月 1 7n 、 祁岡郡四万十町立米奥小学校の学

佼林にて、同校の児蛮と保護者、 地域住民も含め 57 名が参
喝饂舷•,.,,-・一·
祢：

写真ー7 東屈落成式（忘岡郡四万十町米奥）
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加し、周遊道案内板の設骰や東屋の落成式が行われた。 周遊

林道に生えている樹木に名札を付けながら頂上まで登り、完

成した東屋で落成式の後、講師による樹木の実や種について

の学習会が実施された。

事前に、多くの地域ボランティアの協力のもと、勾配の急

な周遊道を上り下りしての東屋の建設や周遊林道の整備が

行われた。児童も東屋の屋根を完成させる作業等に参加する

こ とができた。東屋を設骰した展望所からは、 四万十川唯一

の有形文化財である最古の壱斗表沈下橋及び最新の米奥沈

下橋が同時に一望できる最適の場所にあり、案内板も必要不

可欠であると考え、 5、 6 学年児蛮が固工授業の取り組みと

して描きあげてくれた案内板を 、 登り口県道脇にセメントで

固定した。

学校と地域住民とが協力し合い、 米奥の良さを考える活動

をなった。

2. 2. 2 山の一 日先生派遣寧業

商知県下の保育園、 幼稚園 、 小学校、 中学校などの子ども

たちに、森林環境について知ってもらい、山の大切さ ・ 山へ

の関心を深めてもらうために、間伐体験やクラフ ト等森林学

習を行なう先生を派遣する団体の募集を行った。 19 年度に

実施された活動を地区別に紹介する。
(1 ) 安芸地区 （車業実施団体：あきネイ チャー）

森林環境学習「こんな森を地域で見つけよう」をテーマに、

自然観察やネイチャークラフト 、林業体験、 自然遊びなどを

通し、 次世代を担う子ども達などを対象に、 山に対する関心

を深め、 森林や林業に対する理解を深めてもらうため、 自然

観察指導員や森林の専門家たちによる実践指禅を学校等へ

派造した。

実施内容は次の通りである（表ー1) 。

実庶日 尖厄培所 尖応内容 対象名
さ加

人数

平成19年 安芸本町コミュ
互木染め

あさっ子クラプ
12名I 9月 7 日（金） ニティセンクー 1学年～4学年

平成19年 土居公民館（安 ミッロウで灯りづく あさっ子クラプ
17名? - 10月 2,1 B （水） ；；市） り 1学年～3学年

3 平II 成月2190年日 （火 ) 
佐喜浜小学校 自然罰窪 佐喜浜小学校入木分校

7名
入木分校 ネイチャークラフト 1学年～4字年

平成19年 安；；；第一小字校 ネイチャーゲーム 安；；；；用ー小学校
58名91 12月 9 日（日） 他 木の実リースづくり 2年生

平成19年 赤野公民館（安 惰油づくり
赤町公民粗どようびクラプ

6名5 1 2月 1 5 日（土） ；；市） 1学年～5字年

6 平12成月 1199年B （水） ；；；百保訂所 日然物を使って辺ぶ 云百保百所図'/I. 79名

1 平1 月成1210日年（木） 安云キぶけの森
森辺ぶ

土居保訂所団児 37名
野8巣箱かけ

8 2平月成2祁6日年（火） 安デ市立下山小 森林曰境字活l 安云市立下山小学校
10名

学校 フ ィールドワーク 3~5年生

表ー1 安芸地区山の一 日先生派遺祁業実傾一覧（あきネイチャー）

(2) 中央東地区（①寧業実施団体：社団法人高知県山林協会）

自然観察、 森林学習 、 木エクラフト、ネイチャーゲーム、

間伐体験やしいたけ栽培等の森づくり体験等を通して 、 幼稚

園、保育園、小学校、 中学校等の要望に応じ、山に対する関

心を深め 、 森林や林業に対する理解を深めてもらうため、地

域の森林 ・ 林業の専門家や森林組合、森林 ・ 林業関係等の協

力を得ながら 、 学校林や校庭、 甫喜ヶ峰森林公園等を活用し

て森林変境学習の場を開催した。

実施内容は、 次の通りである（表ー2) 。

実克日 実忘湯所 実忘内容 対＆名
もm

人数

平成19年
高知市神田

木エクラフ I· 神田小放謀後児童ク ラプ
J 7月 27 日（金） （ペン立て作り） 1 ~3年生

93名

平成19年
南田市下末松

ネイチャークラフト 長岡小めだか学蛮クラプ
., - 8月 178 （金） Z名

（森の生さ物作り） 1~3年生

平成19年
森林学芍 ． r.，伐体段 香南市立野市小学校

3 9月 7 日（金） いの町長沢他 パイオエネルギー兄 IOS名

学
•1年生

平成19年
高知市介R

ネイチャークラフ I· 介良小放R後児猛クラプ
4 IO月 1 日（月） （森の生さ物作り） 1~3年生

49名

平成19年 香笑市土佐山田 元林学翌 香市市立野市小学校
5 10月 4 日（木） 町 炭沼固定丑洞定 6年生

37名

平成19年 香央市土佐山田
森林学翌 香南市立野市小学校

6 10月 5 日（金） 町 木エクラフト（リス
6年生

3;名

の巣lil f印り）

森林学翌、 木エクラ 香南市立野市小学校
平成19年 フト｛ツリーハウ
7 10月 2 1 日 (8) 香南市野市町

ス、ペンチ、巣箱作 160名

り）
4年生、保頷名

平成19年 香央市土佐山田
ネイチャークラフ 1、

香南市立野市俣訂団
8 10月 24B （水） 町

（木の実） お名

森林散策 年長児

平成19年 香央市土佐山田 森林字翌 高知市立第四小学校, 10月 25 日（木） 町 閏伐体駐 5年生．
84名

平成19年
森林字ぢ 高知市立9が記小学校

10 II 月 1 日（木） 高知市E邸 ネイチャークラフト 250名

（万lli錢）
3年生

平成19年 香笑市土佐山田
森林字翌、ネイ

高知市立高須小学校
II II 月 2 日（金） 町

チャーゲーム 136名

森林散京 4年生

平成19年
森林学召 香南市立野市小学校

12 " II 月 2日（金） 香用市野市町 木エクラフト（プラ 200名

ンクー作り）
6年生、 保穫者

平成 19年 香南市野市町佐 木エクラフ I· 香南市立佐古保育図
13 I I 月 9 日（金） 古 （ペン立て作り） 年長児

31名

平成 19年
木エクラフト（ペン 南日市立大底保百8i

14 II 月 10 日 南口市大そね
チ、木の尖クラフ

350名
（土）

ト ． Ij物入れ、｀本 全団児．保項名
立て他）

平成19年 香笑市土佐山田 応芥学迂 内田市立久1L田小学校
JS I I 月 30 日（金） 町 間伐体験 5年牛

“名

平成19年 香笑市土佐山田 ；；；枯学翌 高知市立召江而小学校
16 12月 4 日（火） 町 問伐体朕 5年牛

76名

平成19年 註林学甘
長浜小ゆうかり放存後クラ

11 
1 2月 26 日（水）

高知市長浜 プ 40名

ネイチャーゲーム 1~3年生

平成20年
＊エクラフト 高知市立高須幼帷図

18 
1 月 23 日（水）

高知市高項 （ペン立て、木の鉛 96名

；；； 1乍り）
年長児． 保項者

19 
平成20年

市日市大そね ＊エクラフト
南I'll 市立大辰保百図

40名
2月 23 日（土） 年長児、保預者

表ー2 中央東地区山の一日先生派遠ボ菜実傾一覧（社団法人忘知哄

山林協会）

(3) 中央東地区 （②事業実施団体：情報交流館ネッ ト ワー

ク）

学校等に様々な分野の指達者を派遣し、 ふれあいの場を提

供すると共に、自然への関心を麻め 、 山を守り育てることの

大切さ、森林や林業に対する理解、自然と人とのよりよき関

係とは何かに気づいてもらうため、 ①川から森を考える学習、

②環境学習教材D VD及びパワーポイント等を使った学習、

③里山林（学校林）での種々の森林棗坑学習 、 ④人工林での

問伐体験授業、 ⑤ツ リーハウス作り等を通した木や林業 ・ 森

林の学習 、 ⑥各種木工教室での出前授業、 ⑦万華鏡づくりと

自然観察、 ⑧森の散策や自然への誘いの学習 、 ⑨その他の教

室（バードカービング、押 し花など）の以上 9 つのプログラ

ムにて指苺を行った。

実施内容は、 次の通りである（表ー3)。

(4) 中央西地区（寧業実施団体 ： 社団法人高知県山林協会）

自然賎察、 森林学習、木エクラフ ト、 ネイチャーゲーム、

間伐体験やしいたけ栽培等の森づくり体験等を通して 、 幼稚

園、 保育園、小学校、 中学校等の要望に応じ、 山に対する朋
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尖忘日 実応湯所 尖忘内了 揖95名 駐て
人数

平成19年 B代！｀象やその不思 江ノロ小字口
I S月8日 （水） 石知市 議さに閉・L•な卜？たa.t 2J名

6lQ境字刃 放祁t児童ク 9 プ

平成19年 日然にわるものを利 1J]月小字t~
.-, 8月 100 （金） 高知市 ／II し、 その不思類さ 3名

を吊じ現鮒する学刃 第一放R仕児童クぅ I

平成19年 仁淀川町池）11 "11の駅 と m境字
J 8月 12B(B) に況川支汽土9& lil J よさこいチーム『釈t』 ,1st. 

)II他

~I作t5mi··ぃしじ

I 平成 19年 高知市 万京償f~りと万虹憤 切月 ,1ヽ字口第二れ只＆児童
8月22日 （水） 占び．ラワンの積飛 クこノプ 臼名

ばし

平成19年 ウ討川下沢ヨコ JIIから，.；と巧える 野市小字只
s 9月4 日（火）ゼ りIlの駅J と 環境字 31名

刃 3年生

平成19年 の討川下汽ヨコ JI/から森を巧える 野市小字R
6 9月 1 3 日（木） ゼ r)11の釈 1 と !l1境字 30名

刃 3年生

1 平成19年 高知市 々近なけ9―I!<使って 十沿lヽ字佼
9月2 1 日（金） エt~とする クロ，、較玉 IJ名

二只19年 も託川T沢ヨ＝ Jllからやな巧える 褐a,Jヽ字口
. . 9月 26B （水）ゼ りIIの駅j と 1l1境字 32名

百 1年生

, ニ成19年 高ノ森 兄滋にわる高ノ心の 噴か1•字口
10月5 日（金） 0代についてiしぺ{, 5年t 97名

アサギマダラという
口の主近を字刃する

平点19年 ことによって． 口の
10 10月SB （金） 大·;;;,Jヽ字校 生gで、る日Rmt.Jt 大;:;,1ヽ字!7. 1年 I.21.11 払 8

を守’'訂くていくこ
との人切・ピを字刃す
ら

下双19年 もお）II下門ヨコ 川からゞ を~でよら 町而l•T{？
II 10月 5日（金） ゼ 『 }IIの釈l と閃境下 30名

む 3年29且

毘虫とくに渇と償り
Pとする”．アサギ

，ユ戊19年 ... マグラのno全々通
I - ID月 16 日 （火） て央市杖安山 して公の下患滋 さ- . 野市小下口4年29i ug  

生さることのほ撲な
どを体峡的に知る

平成19年 大宮小学校 アサギーグラという 大百小字佼
13 10月•2 日（月） < 北.... 山公r 口の生迂と字刃する Jり、も...— ’nI 心窮2" 4年 1 ,29g

情祁交況!i田山 先人たらの知芭に字
子成19年 ぶ
14 10月3B （月） 竹についての字甘と 高知工91k字生 1(9て，

テラス佑広湯 竹の利用として竹ほ
の作り方指導

アナギマグラという
:-::!'l'tl9年 0のやはを字口し
15 10月29B （月） 呑北町笑良巧 B,.,へーの梵心を高｀ Jヽ 野市9)ヽfP口i年21且 “t 

る事 2"

コ成19年 入立月 q山こど 日然とふれわう トイ
16 II 月 1 日（口 もの斉 Cャーゲーム、ペベ 観含第二•l·'i屯屯：子と・し仝 Jリ名

へえ笛を作ろう

アサ 1 マヽッどいっ
下成19年 口の生はを写召し g
Ii II 月9日 l金） のいら直:1':l,~(墾 Rへの関・i.·i•高のる ”'f;,j.身;:P I年A且 3 1 も

賓.,.. 
の郎/1/の視伝ど＊； ゃ i,i;g,)•字t'?

18 平ぼ19年 嗚目 ,J 字校 川を大切にするた"J11月 11 日 lB) ヽ のむりはみについ一 ¢ェ：嶋 f2.¥', 
”•_ •,9. • Iャニ

19 :;:戌19年 ユ立月只山こど tの天の万年咀づく 濱 0,1ヽ字a
II 月 13日（火）ものこ り 2年士 紅

｀匹Cふ0 アア1てJ7ヲE, 、 9
子成19年 田「←心公匹・ 0の主工を午団し 0
20 II 月 IS日（大） 室ン戸スカイフ（ :1 ":.,;:へ,.;の梵心を高ヽ）る 野市小写校 1年:!ll 31 !', 

"I 工成19年 示立月見山こと・ドの尖を伎った 1ゃ 楕 8小'Fl1
- II 月 21 e (-r,:) Lの森 しろ・ベえJ のXiF 1年牛 25 8 

平成I?年山田小字佼 山田小下R
22 12月W(a) 理科取室 おししろ坦！1尖験 全字年 71f, 

23 平れ19年 香笑市土佐山田 ....0ーコ ・彎ヽい•- .. 佐岡小字口
12月 7 日 （金）町大庄寺 し~ぇ-9- o. ，．』し"”.,. 5_ 、い_ 年_ 生_ 12f 

" :;.t点19年 香妥市土佐山日
_ 1 1: 月 16 日 （日） 町大土芋 m境字3. r.，Lus賎 高知工｀l大字生 S名

5̂ ';!.'4 19年 A立r市賣 ツ缶 ミ―.. ，'づ< " 小字1 年主からバE生 tャの
- I:! 月:?:? 8(＝）センケー ｀―『 1.- SQ 子 5 i f口

2C ，，戌匹年 香笑市わ記町
1月 13B （日） とカ リ 石口布が 内虎千口． r．iiu↓枝 高臼工9, 9,：’Fエ 凸 S

27 平成20年 収立野市賓少年 口境字"· 万蚊復作 “・い0の
2月21 日（木）センクー ,1 文9”内 n団 庄．t，

唸 ユ立m年 - — 憤野中＇ハヌ2月22B （金） 3尺ff中字t:l 111:11.,.'I) :-•Jt 
"E三

表ー3 中央東地区山の一日先生派遺祁菜実傾一覧 （情報交流館ネ ッ

トワーク ）

心を深め、森林や林業に対する理解を深めてもらうため、地

域の森林 ・ 林業の専門家や森林組合、森林 ・ 林業関係等の協

力を得ながら、学校林や校庭等を活用して森林環税学習の届

を備催した。

実施内容は、次の通りである（表ーIl ) 。

文忘 El 文応蝸所 尖応9’1て 対か名
紗加

人数

平成1り年
土佐91i高151町

ゞitF字召 上佐rtf立高閾打ー小字ば
1071', 

I 9月 2 日 (n) ネイチャークシフト 5年生

,- 9平月成1219日年（水） 廿JIImいの町せ 森杯字19 いの町立小）II小字校

北ヽI•I I l しいた 1れが8
Xふ

1 -6年生

3 平10成月11 92 年日 ( 金） 高悶¢佐川町
i<杯字百 高知は立佐JIl高吝字咬

北名
ネイチャーク 9 フト 1年生

平成191P.
土佐ifi 谷地

森杯字甘 上佐rIf立北原,J ヽ谷地分佼
2名4 10月 15 日 (11) こけの学刃 3年生

平成 19年
g川郡仁淀川町

ぷ杯学甘 に浣川町立人·如・勺衣
2も

5 10月3 1 A (i<J 閏伐体験 5年生

平成 19年
6 II 月 14 B (*) 高岡託佐川町 "t<散策

”"r1中央保訂図

年長'/1.
35名

．ヽ て119月1 1195年8 （土） 811"＂＂了町 イ（チャーク 'I フト 高しf r レン ブドクラプ 12名

:;c,-z20年
l:fJIII')いの町

ぷf¢字廿 いの町立八田保百e
2i名

8 1 月 2 1 日（ド） しいた 11:'.名 :~ 5a'II. 

平成20年
6JIImに（ぇ川町

ぷ杯字翌 に内川町立大ぽヽ）・字口, lll258 （金） しいたけtt名
12 f, 

6年’に

平成：og: /J/11茄いの町 ：：：
ネイ プ’ャークソフ 1

いの町立 にlIIへさ地保訂因
15名

10 2n l'AU （火） Ill長沢 4. 5匁児

II 2平月成II2（1日年( r.) HJII昴いの町 ネイ・fャークラフ I·
いの町立ll'Jf侶訂四

11名
5カ'I/.

ユ9t3年 糾II~いの町石 森杯字召 ＼・の町立小川小字口
7名

11 -2月 22 日（金） 北•I ヽJI l にエクラフ I· r．年．た

表ー4 中央西地区山の一日先生派還巧菜実傾一覧 （社団法人忘知県

山林協会）

(5) 嶺北地区 （寧業実施団体 ： NPO法人土佐さめうら観

光協会「道の駅 さめうら 」 ）

山に対する関心を深め、森林や林業に対する理解を深めて

もらうため、地域の学校等に、木工と 11り伐体験や森林や山に

関する環税学習をあわせた体験学習の楊を提供したウ

実施内容は、次の通りである（表 5) 

実!!'a 実ぷ埠片 天出内名 可象名
s'll 
人共

I で1(9成112192年n (11) 上佐m上佐町 ぷ fF字甘 土佐町立ゞヽ 小字び
35名

•!:工敦衣 1, 5, C年生

、， 平成I~年 上佐0上佐町
5芥字刃 .l:佐町立石原小字校

19名
- 11 月 1 日 ( •cl ドエ敦玉 1 ~5年生

コれ19年
長閏＂べ豆町町

シド字刃 べ塁町立大豆91・字口
12t 

3 I I n:‘9 日（月） ＊エ較玄 3. I. 5年生

ぷに午召 ,;; /II H立た111小字口

4 +12.•11t3l9年日 ( 1、J 土佐Cぺ '11 «j
3 1 5年生

29名
て工転宣 ヘ・ JJI rgZ べJIIO字＂

1 2年モ

5 2下1J戌2X7日年(* 1 長瓦m べ豆町
、そド字甘 '：三町立入・ ”'1•字口

17名
下工敦ぶ 1年生

平収2(1年
畏国屈下山町

,．e9にF百 な山町立古9t小字佼
13名

6 2112811 （ド） ドエ敦濱 6年生

表ー5 嶺北地区山の一日先生派遺面菜実傾一覧 (N PO法人土佐さ

めうら観光協会「道の駅 さめうら」）

(6) 須崎地区 （寧業実施団体：津野町森の拠点づくり運営

委員会）

帷野町の森の交流体験施設である r森の楽園」 を核として 、

次代を担う子どもたちに、自然体験教奎 • 森林教室、シイタ

ケ栽培教室、木工教室などの体験を通して、ふれあい、学ぴ、

親しみ、楽しむことにより 森林クi源や自然環税の重要性に対

ナる理解と感心を深めてもらうための 「森の楽園」 セミナー

間催した。
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実施内容は、次の通りである（表ー6)。

実吃B 実吃埠所 尖宛内容 対象名
さ加

人数

工成 19年
高岡郡中土佐町

森の学渚 中土佐町立
4S人

I 11 月 18n （火） 木工紐エ 久礼小学校5年生

り- 平I 月成3200日年(*) 高岡 r3注野町 椎itttル名字刃

浪Jf町立

船戸小字校全児蛍 35人

熊戸幼帷団年長紐

J . 2平月成12s0a年（月） 高岡郡沖野町
惟iiて9．そ学召 津野町立

21人
森の牛翌 中央小学校1年生

平成20年
高岡郡f.n野町 ＊エ臼工

浪野町立
24人

4 2月 19 日（火） 中央小学校4年生

表ー6 須崎地区山の一日先生派遺布菜実傾一覧（津野町森の拠点づ

くり運営委貝会）

(7) 幡多地区（寧業実施団体：社団法人高知県山林協会）

自然観察、森林学習 、 木エクラフト 、 ネイチャーゲーム、

間伐体験やしいたけ抜培等の森づくり体験等を通して 、幼椎

園、保育園、小学校、中学校やPTA 、 放課後児箪クラプを

含む関辿団体等の要望に応じ 、 山に対する関心を深め、森林

や林業に対する理解を深めてもらうため、地域の森林 ・ 林業

の再門家や森林組合、森林・林業関係者等の協力を得ながら、

学校林や校庭、自然公園等を活用して森林環坑学習の場を開

催したっ

実施内容は、次の通りである（表ー7)。

天庄日 ヌ忘喝所 実名内吝 対佐吝
~Ill 

人数

’” 土佐冶水市立

I 平I I成月 219日年（金） 士生，円水市大咬 ネイチャークラフト ほ間小学校1年生 11 名

ネイチ1・ーゲー 1.

., ::,成 19年
/1\3町出口

；；；杯字召 Illin町立
17名

- II 月 19 日（月） 一•田の名 'L作り 三溝91名北む． 1年生

J " 工II 成月~1 9O 年E ( 火 ) 四万ャfF£IJ屯
心ド字召 四万十市立

17名
.t• （チャーゲーム 利岡小写口全校や

ユ立 19年
四万4•市具同

示9に字召 四万↓市立
87 l', , 'I'.! 月'.!OB (T-

不の名礼f乍'’ 且問,Jヽ字校4年生

.’ ヱ1 月成1 X5日i年（火） 召毛市小五夕町
森杯字甘 存毛市立

ゆ名
木エクラフト 小筑＃小字口5,E年仁

斉杯字刃 四万十9ド立

｛、 二1 月成1 27(日1年(-F) コ万十市且同 閏伎ts段 具同小字t:15年生 C9 名

ネ（ チャークラフト

令・勺べ字刃 口万ー市立

＿ヽ 平1 月成:ざ2日旧年（．火） 四万ャHj双さ しいた1til］打ち体段 双閃ヽIヽ字び 27名

3. 4年生

s 2コ月成1205日年（．金） 四万十市且同
.,StF字百 四万十市立

86名
しいた11駒打ち作伎 具同小学反1年生

表ー7 ¢ii多地区山の一日先生派遺百業実傾一覧 （社団法人忘知県山

林協会）

3. おわりに

私たちには 、盟かな緑と水のある環度を、次の子ども達へ、

更にまた次の子ども達へと引き継いでいく役割がある。その

ためには、森林及び樹木が、水源のかん簑や環境の保全等人

問の健康で文化的な生活を確保する上で欠くことのできな

い役割を果たしているという重要性を認識し、森林の整備及

び緑化の推進への自発的な活動を生かし 、耕極的に取り組み

を進めていかなくてはならない。

こ こ で紹介した事業のように、森林哀境教育を実施し、森
を守り育てていくことを子ども逹に伝える地域住民や森林

ポランティア団体の活動を持続させるための支援をしてい

くことと、この活動を幅広く伝えていくことが当会の役目で

ある，今後とも 、 緑の瑳金活動を行う団体として趣旨を多く
の人に伝え、理解を得るよう働きかけ、 子ども達の未来に緑

豊かな自然を残せるよう努めていく次第である。
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緑の会山の一日先生派逍事業匹補助金実紹報告，tt'’

IO) 梢報交流館ネットワーク、 2007、“社団法人邸知県森と緑

の会山の一 H 先生派造事業投補助金実紹報告占＂

ll) ~PO法人土佐さめうう観光協会「道の駅さめうら」、

2007 、 ‘｀社団法人麻知県森と緑の会山の一日先生派述

事業費補助金実紹報告1It"

12) 津野町森の拠点づくり運営委員会、 2007 、‘｀社団法人私

知県森と緑の会山の一日先生派造事業巽補助金実紹報
LI::. 1t ” 
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［四万十 ・ 流域困学会誌第 7巻第 2 号 1 9-22 2008) 

く研究ノ ー ト ＞

高知県中山間地における潜在的な水生昆虫の種多様性

林紀男+ 稲森隆平** 蛯江美孝ザ斗

Potentials of species diversity about aquatic insects 
appearing in hilly and mountainous area, Kochi 

Norio Hayashi', Ryuhei lnamori", Yoshit、lka E.bie ̂" 

'Nalurnl History Museum and lnslitulc, Chiba, 955-2.-¥oba-cho, Chuo hr、 Chiba.. shi、 Ch iba·ken 260•8682, !ap391 

•• Paculty oi Symbiotic Sy;;tcm ScicncQs、 I'ukusima UnivQrsily, l kanayagawa、 Fuku-，h ima 9u0・129b、 rapnn

”會 l?CSl:a rch (_‘cnll?r for N1alCrial Cycle aI¥li VVaslc N1、1nagcmCIIi、 Nat ional ln:ililul,~ fr,r Environmcnl,1I Studies, ｷ16-:?. 01H)g,1wa. 

Tsukuba-shi、 119araki-Kcn 305-85()6, In pa n 

Abstnct 

The aquatic biota had been inve$tigated for 5 yeM~, 1t newly created artificial shallow pcヽ r1d,; in hilly and 

mountainous area, Kocli.i. [nflluent water to tl1e ponds was supplied from effluent water of domestic wastew.iter 

purification facility. Aquatic plant, such as snbmergents、 em<'erg<'entヽ and emergent surface, were 性‘!anted into the 

ponds. Aquatic plants supplied 1uches to many kinds of aquatic lives such ilS protists, aquatic insects, amplubi,m, 

repti l蕊、 fishe, a.iヽdb止ds,

A total of 5 order,、 20 filinilies、 31species of aquatic animals were recorded including ii species of Odonata. 

such as Mortorlll炉rrion se/enio11, Ceria炉(•919 Inelanuni/tl. 0-:ercion calamorunl 心{anl(）rum , Lestes te(I9[)Orぶis,

indolesres peregiri,ws, Aeschrwphe!ebia,misoptern. Libd/ufo quadrima,·u/>1/<1 、;sahim1i. Deie/ia phaon. 

Sympeけum frぽ1 11ens,Sympetrum iniuscalum ;ind Ortiwtnrm a/bi.,炉'n1111 . The c:0111111011 ch;iraueri．ゞIics oJ'I hes(~ 

dragonnies w (• re habit al as slill wal (~rsicle. The,;e dragonnies used the ponds for breeding ground. The 1hrealenecl 

S戸iesCyb·1 5ter 阻ponicus (Revel : Critical emlc1ngered (CRilA in Koclu Red Data Book) were appeared and 

breeded in t!1e ponds. These phenomena suggesb us tl1c1t there are lots of potenti,tl, for ~.e1lleme 11I of aquatic lives 

by crealing 1he ;inificial shallow pond 

Key words: species diversity. drag()nfly. ;:iqu;:itic plant, pond 、 threatened sp,:eies、 C;,切；；te:·_iaponicus 

要旨

中山閻地域（高知県．土佐町柑川）の水田耕作地区において．；塁業集落排水処理施設からの放流水を｝、工的に

造成した池 （而租 l40m2 / J}＜深 0.5 m, 4 池） に導水し、 ＇i栂成される生物相の横成 ， 変葱を 5 年哨1,cわたり追

跡調究した．， 恒1池は ．才＜生植物植栽浄化法による水質浄化有EO汗屈ii試験区として沈J}＜植物のササバモ ． セキショ

ウモ、浮菜植物のオヒルムシロ、抽水植物のツルヨシなどを実験tl;：Ji陥りの自然塚坑から移植して磁業集落排水

処f嬰施設の処理／！＜を函入した^ lt.J池では、 浮遊 ・ 付泊生物のみならず、ユスリカ・やトンボなど水生昆虫の幼虫や ．

カエルなどi;！砕滋、これらを捕食しに参集するヘビ類・や烏珈.;:．至るまで多様な生物の生息空閤を確保し 、 場の

生物多様性を高める．ヒで大きな役割を果たすことを明らかにすることができた，、

本実験池において確認できた水生毘虫は 5 目 20科 3] 紐であった？ このうち ！、 ンボ類が 1 1 種 （モートンイ

トトンボ、キイトトンボ、 クロイトトンボ、オ ;,i アオイトトンボ、ホソミオッネントンホ、ネアカヨシャンマ、

ョッポシ ！ヽ ンぶ、コフキトンボ．アキアカネ、ノシメトンホ、シ均カラトンホ＼を占め、しヽずれを、 JI.1)＜性穂であり、

実験池造成と共に飛来 し、 全種の繁殖定沿が確認されたし また、裔矢1.. 1県レ・ヽ9 ドデータプ ・，I クにより絶滅危恨 lA

類 (CR) と位附づけられているゲンゴロウの本実験池での繁殖が確認されたJ 高知の中止1紺地域におし、て、溜池

などの1|：水閑琉が乏しい環箋条件の場に恒常的に存在する J.l:1)＜環境を利jii:！することにより潜在的な：l：：水性種

の定泊化が可能であり、水生生物の種多様·造を商められることが確認できたJ

^ 千葉9,．認J:m央栂物館閑J釘科学研究科 〒 260-8682 千葉漿千葉市中央区肖浜町 955-2

｀・ 附島大学理・［学／詳共生システム理T．学類 干 知l.)• 1296 福島県？屈島市金谷III ! 

Vし＾ 独立行政法人国立瑕境研究所祈殺堡社会形成Hおit ． 究策物研究センクー r 305-8506 茨城賑つくば市小野1:1 16 2 
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1 . は じめに

全[]]0)罪 II環森にはかつて盟砧な溜池や湿r+」が存在し

た L かしながら、団場整催串菜による大規様な淵漑設

備d)放設およびU音楽排水体条(/_)賂催によ り湿田の乾II] 化

が急迪に進屈した 湘漑に院 L ては利水権を得た水域か

らホンフ拐水による岱渠配水体系が整備されたこ とに起

囚し、谷池 （谷地 ・ 谷戸） 上流部に築造された溜池に依

存した水系水相は廃れつつある 0)が現状である(•

こうした水（l｛環i如i)変容は、水[t}を生活の場としてさ

たJ}＜生生物にとって大さな試純となる例が数多 く 報告さ

れている;: 200 ! 年d):t．地改良法改定により、股村謡

備屯菜における閑培との直馳．lへ0)配忠が定められ、生態

系に配砲した1塁村整備の収り組みが各種なされ始めてい

る 2,l)J しか しながら、 1既に大幅に裂炭改変されて しまっ

た同坦整備済み地区において、 水辺環榜が•••·1lJ ・・ー・ タに改

停さ~lる見込みはない

ここでは、：．fii池依｛デによる irdii彫体系が廃れたために It

IK瑚i点を追失して久しい中：I暉地域 5) において、水‘£昆

虫d)出現種多様性に及ぼす人工的溜池哀坂剖出の果たす

役割に i？ビした検討を行うこととした

2. 方法

2. 1 実験池の概要

実験池は地域注源循哀技術センタ.... : IE·l称：塁菜渠洛

排水協会 I` O.）生熊系活用型処理程設検討のための実証試

験施設として痰備されたも0)6) てある＾ 位四は、吉野川

后荒0)団l :r』地域となる莉知県七佐町相l11 （北給 33 度

•13 分 1 9 秒． 東経 1 33 度 3 1 分 55 秒 ： 世界測地系） で

あり 、 粍辺 2km 以；勺に応甜池が 1 カ浙あるのみで1日常

的な！l: 4<環培にぎ． L. し・地区である＾ 本実験ilもは、 1塁菜集

落排水処理施設からd)処埋I}＜を、 水生植物を括用した実

験池に羽入し．実験池に形成される生態系を有効活fi！し

て処理1l<iC,i如'iする窒索 ・ リンのさ らなる除ムを検討 7)

する施設と して韮用された(•

試験 (i、と000 年 か ら 2004 年の 5 年固にわたっ

て稼俊J した 実恥池は ． 幅 7m 長さ 20m 深さ SOrm

0.） 反Ii 形杓＇！ため池 4 枯とし． 苗j池には．オヒルムシ

ロ：PommosL•ton nn tans)、セキショウモ (Vdliisnen.a

gi8•I n1c心 ． ササパモ (l’ct.lmogcton dent，Ims)．ツルヨシ

f J'hr、l~mitぷ iapmuc心など複数り）植物を植栽した。 なお、

柏栽に用いた')<牛植物は、全て実験池周辺水域からの移

様であ；）、種甜伝消報の投乱が・巧怠される他地域からの

移植は行わなし ‘よう配匝 8• した

2.2 生物調査方法

実稔池に見られるIk．宅昆虫頚をタモ網を用いて捕獲し

詞定した＂ また、 iI屈来するトンポ類をはじめとした水生

尼虫は捕虫網寺を指いて拘切捕役し｀栖J定に供した 種

d)過宕は、 i:IIITI ( 1059)”、 r 11田く 1962) 10)、枝 (I U7G砂、

林 ( 1 98 1 ) '？）、 I ll 合 ( 1 985) 11) 、 石 rn ほか \ l !J88炉、森 ・ 北山

( 1 99:3曹、杉村i tか ( 1 999)り）によった

調内は、 ｛社秋はおよそ 2 迎に 1 国、夏冬は 3 - 4 週

に 1 固の~i度としたし

3 . 結果および考察

造成した実験池にて確認された 1/＜生昆虫拍ば表 1 iご．

示す 5 目 20科 3 1 f屯であった<. 1ヒ水環楼である池治では、

..般にクガメ．タイコウチ、ミス、カマキリ．ミズムシな

どに代表される半が国、ゲンゴロウ．ガムシなどに代表

される鞘翅LI、ヤ．すの仲間と して知られる鯖蛉目など0)

仲間が多い 1 7) こと が知 られてし、ふ本実験池においても、

これらの袖が優占的に出現するこ とが確認できたV

Lした、利知県レッドデータ ブソク（動物紺 ）I~・により

絶滅危惧 IA 類 (CI{) と {tii’1づけられているゲンゴロ ウ

(Cybistcr }ヽl / 'I<ヽnlCub'dJI戊出をt裟池稼6屈10) 5 カ年に

わたり確認することができ、 2 年目以降は幼虫の生息も

粗続的に観察され、ゲンゴロウが本実験池において繁殖

してしることが確認され迄本種はオモダカなどの水生

植物の植物体内部に産卵し繁殖することが知られている

仲湖であ 7ゞ 、 実験池にはオモダカ類か宅息していなし、た

め緊分］は困誰か、ピ召えられたが、実験池に新たに植裁し

たオヒルムシロ もしくは‘．ソルヨシを淡茂の基夜として活

用している IJi能性が示咬され7バ本実験池の南東約 1km

に位訳すな[;1辺唯一のJl:JI<．咲坑であるオとルムシロの俊

占化した1悶業用ため池にもゲンゴロウが碇認できたこと

から、このため池からの飛米し定治した僻l（本群であろと

考えられ私ゲン：fロ ウが産卵互質としてどの水牛植物

を活用しているのかについてば禾確認である また 、 ゲ

ンゴロウは {j機汚i蒻には府造が窃し、ものの頻繁に和濁汗

しをするため、その場所を確保する必投があるこ とが知

られているn 実験池ではツ）因ヨ シの杭版を行ったため、

ゲンゴロウが容易に甲蹄T· しに上れる踪渡が賂ったこと

も定がtに大きく布り·したものと与えられる。 また、タイ

コウチ （切C'C'Otrcph心 jaF‘nensis} ,J) ．幼虫も成虫と共に

5.,j年述紙で確説できたことから本尖験池において繁顎

していることが明らかてあるつ れ．000 年には、実験池で

死亡した状態のタイコ ウチの幼出が投数採集された こ

れは、タイコウチの幼虫は泳ぎが不褐手であり水深 ］ ~ 

2cm の浅いjサ所がないと生育困難であるから涵死したも

のと推定された。 しかしながら、 200 ) 年からはこうし

た涵死幼虫が全く確認されておらず、 尖験池ではツ）レヨ

シの株部が生長して大さな株立り状熊となったこと 、 お

よびツルヨシの側｛，U枝が伸長してタイコウチが上陸可能

な部分が大幅に増大したこ となどが大さな役割を果たし

たも0) と考えられる（

的蛉目の仲間に行目すると、実験池において成休 ・ ヤ

ゴともそれぞれ 1 1 種認められ いずれのトンボも本実

験池内て緊緑ft していることが確認できているc 具体的に
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表 1 災験池で確認された水生昆虫

斧窃百

::1 カゲロウ 吋

フタハカ りな•)

キ紐目
·7 ツ元 ム・ン科

マツモ ムン

ミ ズ！ぶノ科

コ ミズ1.，.、ノ

々イコウ がi

々 イコ ·う キ

ミ入カマキリ

コ ：ナ ・イ ムン科

ォナつ オイ L. ; 
;•メ ン l; f4

.i•メ ンオ．

シマア ＜ ンホ

コ ； \ ：． i.ふ•4
コ ； ＜ンム：•ノ

け枝詞
cfン：9 m,ク 14

ゲンコロウ

ミ ズ7．マシ科
ミ入・スマシ

，，iムシ科

ヒ メ •)j• L ． シ

-j・カ ド ロムシ fl 
ナカ ド r.~ ムシ

':. ラ・タ ;:[.:J ;j •_. ti 
し9 :,, • ヒ E マ,..,,:ウ 々 :'l・； ム

；、ムン科

3．イ ヨ ネ 9・， イ J 、ム：、

トソうニ・ ＇ウムン科

ニビ‘ ’ウ ムシ•しへな．i）‘安

蛸蛉目
ィ・ トト ノホt| 

モ・・. ; ; •, （卜 1 シ’ポ

ぇ' ·:・ ~ I ー ン ポ

クワ イ｝・トン·.,,

··,• ←t イトトンポ科

オオ アオ ヽ｛ ｝ ， ト ンホ

ナソミ • i• ． ・ネン ト ンボ

ヤンマ14

ネアカ ヨ ソヤンマ

心 ポ科
ヨ ＂， ；；；ント； •示

コフキトンポ

ァぇ：•アカシ、

ノシメ ト ンポ

シ寸カラ ト； ・ポ

双姥当
一` I. ス・； 力科

ウス・イロユ人 リカ

i・カ ムノ・・・1．スリカ

メ 1 グ：：：二．、リ ・；；

,.,.IJ : ·)澤

.t, I : 、ク： ＋；サンポ

Cioんn,:j,plerum

.\'olan~叫I tnguti.4; 

D;piJnyrhus mronばu.,

L,1心o:,urh"s :Jpcnc>nいS

RJIl.1 :ra um（でirr

恥piony,,h 11s m.,_vor 

Aqu31'ius p.I如it:191

Aイetrt)C'ors I9ISIno 

JIソOCOrISexcl31:1,1t,on,s 

Cyb,stcr ;:r,x>n 、こ:,.<

こyrm ur.1 /Jド‘mrus

5 !crn .,1.9F'h:IS rIlhrC.S 

1•1ctcro ccrus mn('SIr31叩

Euと•n.1ふ1入 IJIJ/1/ぷ•o！仕，

Do;9.ICJa pro“ '““ 

N.ln .,rhye s sp. 

枷rton3gn:）n Sヽ"emon

,-...... ｷ-ｷｷｷｷｷ...., ._., ;•、Jsr;c;1 ;91ゞ••t;t uru; ; 9 
... 
9. '，パ1,,n,:.， 1.9919rum(.al,lmorIIm

Lcsl ~s lemp:,n,/i, 

lndn/este.s rec,'i;1rin:,s 

A心chncヽ pilcl如aJnISOp:era 

L；畑iil:I,i qむdr』IIXICui2t2,）ぶ1加：ぶ

[' ~1~/1.1 phJ,)n 

Sym('<'lrum fmquens 

SynI/X'9rum 11lfuscaIIInl 

,)r:hc:rum.1/b;styrum 

9ご/11mnomus k11en.'1S 

rmp:ulぷ：erus :IKamuSl 

枷,mc~nふpospa:09hl:9rIS 

'lip~/:: arnc> 

出現したトンボを挙げると、イトトンボ科では、

トンイト ト ンポ (Mm·:onagric、n s.:>lenion) 、 キイトトン

ポ (Ccriagrion nIChnurum) I,I 「J -{卜トン ;j{ (C 
‘ ’ 

,. ( 、 (Cercion
ヽ

．ンボ科ではC.,fom o n,m cal .,Inomm) 0:., 3 種．アオイト;..
オオアオイトト ンボ (L.:>sr<'.- t.:>mpvr:iiis） 、 ホ•ノミオ ‘•I ネ

ントンボ (Indolc;tcs }x, mgir inus) 9) 2 種、 ヤ ンマ科では

ネアカヨシャンマ（八c-s.:hrwphch,bin.-,nisoptcra)] ~V.. ト
ンボ科ではョッホシトン ボ (L;L,eiluld qundrim、lculata

asahina,)、コフキ｝•ンボ (Deiclia phaon) ．アキア カ

ネ (.S-.vrnpetrum (r吋uens)、ノシメトンボ (Sympetrum

in fusc:atu n:) ，シオカラトン；；Jミ (Orthetrum,i/bistyrum) の

5 種の蜻蛉目で合活 11 種であり、全てが止I紹生水城に

生息する岬乱 hl） であった。 このうち沈水植物や浮築植

物に産卵するクロイ ト トンボ、袖水植物に産卵するホ‘ノ

ミオツネントンボなどは 2000 年から出現しており、植

物組締内を産卵場所にするトンボである 1乳 これらの

；｀ンボの出現は、本実験池の設仰こともなう凡＜生植物の

出現により飛来 ・ 定沿が再能となった仲罪であると推定

できる。 新たな咲坑削！れによる先駆的定行種があること

が報告されていると〇）が、本実験池では、述拒湘始年に

すぐに定常的に ］ 1 種が飛来し、成体の揺多様性に喝す

る経年変化は認めうれなかったこ• 'アキアカネなど泥0)

岸辺に産卵する仲堪］は当初成1本のみの生息確認．であり、

200 1 年までは幼虫（ヤゴ）が確認できなかっ た。 しか

し 3 年目となる 20(）芯年からはヤゴの生育も認められたi

これは本実験池の周囲が人工．構迩物で被われ上壌が媒iii

していなし＼ことから、周辺の水［］·1 ' 河図などで繁殖した

ものが飛来してきたものの；j翌酎殺所が見し、たせず尖験池

では繁外炉でぎなかった ものと考えられる，•， 2002 年から

は、 モートンイトトンボd)繁術が認め已れた．V ・モートン

イトトンボは｛、滞i品地の地面に注卵する iヽンボ 21 2~1 であ

り．本実験池U)ように周匪が人工構造物て被われ土壌が

露出していない生息地には定沿 · 緊殆が困雖であると考

えられてし 、忍実験池流入水DI則(/)ガ＜深の浅t ，部分で緊

殆したもd)、あるし 、ほ迷入種 2:：＇ と考え られたが、 ;'.'.003

年に実験池馬辺上壌の湿地とな っ た部分に眸卵している

ことが確認できに実験池(/)ように剖出された止水環境

においても池周辺饂も••• トンイトトンボが1甜卯可能とな

るような湿地部分を維持することが可能であれば、同種

を安定的に定粒せしめることが可能となるも0) と考えら

れ生また、 ホソミオッネントンボ0)ように阿年羽化し、

羽化i直後に周辺の旗林部に飛び去る芭性；ヽうの仲間にと っ

ては、池による ；.1::,1<裟諏穎）削出のみならず、判辺0)樹林

環炭が必須の要件であることが知られている 1!11 ,) ；これら

0埠実は，人工的な池造成により生物種多様性を裔める

ことを考惑する場合 2,1) には，池そのものだけではなく、

周辺環境との調和およびi.iji続性を頂視すべきであること

を示唆するものである （

4. まとめ

中山閤地の謀山村には． •サ設に河／ 1|などの流 IK環炭

ば盟’蔽に存在するも 0ヽ 0．ヽ ．；上水環境に乏しい均合が多

ぃマ 水田や謀地灌漑，屯のため¥1りがそd)任を果たす場合も

多いが、水田ば年1廿）を前じて浪水されてし 、る改炭てはな

し 、 さらに加尉糾iiiが進み乾．田化が推進されてし，る記犬

では． 1）く生昆虫I・こ と・っ て水田およびそク')J.9:！縁部の；塁村環
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：如ょ・兵 ·,1如立て世代交代を頑：ねる場として(J),t窮質

を知ヴ．）如． 、7. 0:）ためアキアカネのように水1!iflt作

J)｝荷期に光令佑邁させた生活I思を有する”'稲以外にとヽン

てば、水田も！l•水環培として安(to)地とは占えないのが

祐｝汽である 近年の固場約伽）進展に伴い乾田化、 4＜路

d)焼燥化がよ：すよす進行しており、 J知丑のまわりに数多

＜仔（I: してし・た福った探啜やため池などが消失しつつめ

る こうしたi駐葬環陪¢)喪矢は、タガメなど I!＜［祭の智っ

た啜f如I)必・〈落ち葉り）ドてだ料をする昆虫類d)牛活の場を

郭いこうした生活史を有する毘虫穎0)ほとんどが姿を

消してしよっているd)が現状である＾

本喰，斎f．におl‘て ． ためtIgo刃翡成がJ}＜生昆出に JI-.i)＜梨炭

として恨息空措1を剖出し．場のi科(•J：力に応じた佗物種の

誘因効果を発揮することが検証できた。高知はトンボに

関する知見か故多く災も‘i 2迂9) され トンホに関する叫文

d)関心 •理解＇，＂が深し、地域性を白する側面があろ 今後、

； ・ ンボをはじめど．した各種の水牛．昆虫の潜在的な種多様

性を活かし、 I)＜辺閑i彰哨生地吠を有機的に結び付いて！よ

域的なわ芯系（ぼ全ができる様に配咆した；悶付森橙構安が

課題と考えられる

（原秘受付 2008 年 4 月 25 日）

（原秘受理 2008 年 6 月 23 日）
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地下水法序説

松本充郎＊

Introduction to Ground Water Law 

Mitsuo Matsumoto* 

Faculty of Humanities & Economics, Kochi University 

Abstract 

Groundwater is a vital water resource for residents of islands where there are no rivers. TI1e Nansei Islands has been 

undergoing the overdrafl of groundwater ai1d are now lacing its pollution, thus measures to improve tlus situation 

needs to be implemented. Si.rice groundwater can physically bc aじcesscd only by lando\＼り1ers, regulation of 

groundwater raises U1e question whether local governments (especially municipalities) have the authority to regulutc 

groundwater exiraction and its pollution through ordinances. ｷ111is report tries to answer the question above, afler 

analyzing how groundwater naturally exists and the socictal relationship among groundwater appropriators and afler 

じharacterizingthe right of an O¥vner of overlying land to use ground watcr as usufmctu町 right. Tlus repo1i states that 

the regulation of groundwater overdral1 docs not ncccssarily mean thc taking or landownership, but just limiting the 

exercise of it, U1Us じoncludesUiat not only risk regulations (pollution control and prevention of land subsidence) but 

pcnnit system of ground water extraction can be introduじeelthrough ordinances if it is proved that the regulations is 

necessary and there is no less restrictive alternatives 

Key words: groundwater, property rights, regulation U1rough ordii1ru1ce 

1. はじめに

日本列島の陸地は 、 北海道・本州 ・ 四国 ・ 九州とそれ以外

の数多くの島々からなる。 今のと こ ろ全国的に降雨には恵ま

れているが、それぞれの地域にとっての水賓源の賦存屈や賦

存形態には大きな差がある。

筆者は、沖縄県宮古島市および鹿児島県与論町の水？i源間

題と それに関わる法制度を調究する機会に恵まれた。現在、

南西諸，烏は、日循生活や生産活動に必要な水資源を地下水に

依存している。 このうち 、 宮古島市では、地下水の利用 ・ fi:

理全般に関する 「地下水保護管理条例」を制定した。 この条

例は、 1965 年に制定されて以来、数度の改正を経て 40 年以

上にわたって存続してきた。また、 牒業用水確保のために地

下ダムを建設し、 ソフト ・ ハードの両而にわたり独自の地下

水利用システムを発展させてきた l )2) 3) 。

もともと、低島地域には河川ができないため地下水への依

存度が莉く 、地下水の汲み上げ庄力は高い（水屈秤理の必要

性。だからこそ地下水保渡管理条例が制定された）。しかし 、

近年、宮古島市は、次のような理由から独自に築き上げてき

＊茄知大学人文学部 〒780·8520 靡知市陪町 2·5·1

た地下水法制の見直しを迫られている。 第 1 に、低島地域で

は 、 生活糊と北水域が重複しているため、地下水の水質が生

活圏の影帯を受けやすく 、 宮古島では硝酸性窒素による汚染

が問題となっている。 宮古島では、サト ウキピ栽培と畜産業

が主たる産業である。 サトウキビ栽培の1探に肥料が投入され

るが、吸収されなかった栄簑分（主に窒素分）は地下水汚染

を引き起こナと指摘されている） ） 。 窒素汚染は、 主に乳幼児

にメタヘモグロビン lfIL症と呼ばれる健康被害をもたらす可

能性がある（水釘管理の必要性） 。宮古島市は水例保全を目的

として「水道水源保全条例」 を制定するなどの対応をとって

いる（水道水源保護条例は、水砧保全も目的とすることがあ

る。 紀伊長島町水追水源保護条例事件、後掲 2.4.3 ・ 註 6) 。

第 2 に 、 宮古島市が島外から転入した病院の排水に麻談度の

塩化物イオンが含まれていることを公表したところ 、 2006

年には風評被害について国家賠位訴訟が提起されるに至っ

た（社会の変化）。 第 3 に、 1998 年以来、南西諸島において

サンゴ礁の白化現象が問題となっている。 白化の直接の原因

は、いうまでもなく海水温の上昇である。

しかし 、 同レベルの水温上昇に曝されても、白化する箇所
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とそうでない箇所がある。 海水温上昇に対する感度の違いは、

地下水を通じて陸域の人間の活動に起因する物’質によって

もたらされた可能性も示唆されている))0 

そこで、本秘では、上記のような問姪状況を端緒としつつ、

国法レベルでの地下水法の内容 ・性格と条例による地下水管

理について、次のような9阻序で考察する。 日本において、「地

下水への権利」 はどのような性格を持つと考えられており 、

条例によってその内容を変更したり権利行使を規制したり

できるか（第 2 邸） 。 最後に、本秘で検討した内容を要約し、

今後の課題を指摘する（第 3 洋）。

なお、温泉は、 基本的には本秘の射程外である。 また、本

文中に記載できなかった裁判例は文中では「註」 とし、祁知

大学 SOUしs 上(hitp:／/souls.CC.Kochi-u.ac.ipI?&rf=117 1)に

脚注として掲載したっ これらの点について予めお断りしてお

く 。

2 日本における地下水と法

2.1 日本における地下水査源の賦存形態と利用体系

以下では、地下水の利用 ・ 管理に関わると思われる範囲で

水浴源の賦存形態について記述する。 まず、地表に降った水

は、河川等を通じた流出 ・ 太陽光による蒸発と植物による蒸

散をあわせた蒸発散 ・ 地下没透に分かれる。 地下に浸透した

水は土壌水と地下水になるい(67·69 頁。 特に 3.12 式を参照）。

次に 、 地下水は、砂礫などで梱成された術水府の中にあり 、

透水性の低い基盤岩があるところではその上に存在する水

である。 地下水は、加圧翔との位附渕係によって、さらに加

圧酌より上にある不圧地下水（自由地下水）と下にある被圧

地下水とに大別されるが））（184 頁。 不圧地下水は浅附地下

水に ・ 被圧地下水は深荊地下水に概ね対応している）、いず

れも地表水と比べると非’，常にゆっくりではあるが動いてい

る（河川の流速は秒速数十センチメートルから数メートルで

あるのに対し、地下水は流速の早いところでも年間 300m強

である）） （26 ·28 頁 ． 57·61 頁）。 武田軍治氏は、地下水を止

水（投潤水 ・ 停流水）と流水に分け、支配可能性のある止水

は土地の梢成物であるが（汲み上げられた水や溝渠箸によっ

て専用された水はその敷地の定祈物l民法 86 条］として所有
権の客体［対象］ となる）、支配可能性のない流水は私的所有

権の客体とならないとするい(3· 14 頁）。 確かに、「社会通念

上」流速の速いものと遅いものを区別するという考え方もあ

りうるがり(24 頁 ［雄川発言l) 、現在の自然科学を前提とする

限り、止水と流水はカテゴリカルに峻別できるものではない

)) （186 頁）。 本松の関心との閑係では、地下水が土地の境界

をまたいで流動しているということと、地下水の流速が支配

可能性の程度と揚水の許容1i1に差をもたらすことが韮要で

ある。

本土や邸品等の山がある地域では、蒸発散鈷が少ない楊合

には河川が主な水源となることが多い。 これらの地域では、

地表水と不圧地下水との閑係が重要である。 河川法上、河川

区域内の不圧地下水と河川区域外の不圧地下水の両方を伏

流水といい、河川管理者の流水占用許可（河川法 23 条）が必

要である））（162 頁） ． ））（25 ｷ 135 頁）。 これに対して、低島

地域では、河川が形成されないために地下水が主な水源とな

ることが多い。 海岸近くで井戸から拗水する楊合、井戸水位

が海面下になると 、井戸の中に塩水が上昇してくる。また、

被圧帯水陪から過剰に揚水されると地盤沈下が起こりやす

ぃ））（188 頁）。

地下水の資源としての価値は、次のような点にある。 地下

水は、 温度が比較的安定しているほか、従来は安価で水筑も

よい水資源であったことから、用途別に見ると生活 ・ 1袋業 ・

工業 ・ その他に利用されてきた。 また、地下水を含む楷水附

は、地下水圧によって地盤を維持するとともに、地下ダムと

しての機能を持つ。 しかし、近年、地域によっては、 J煤業起

源の汚染（硝酸性窒素汚染） ・ 工業起源の汚染（トリクロロエチ

レン等） ・ 塩水化が進行し質的な劣化が見られる。 また、従

前から過剰な揚水による地下水の枯渇や地盤沈下は問題と

なってきたが、土地利用形態の変化による流入蘇の滅少が問

題化している地域もある： l ） 。

水資源の利用 ・ 管理体系は 、 地層 ・ 降水祇等の自然的条件 ・

法だけではなく 、 技術体系によって大きく左右される。 地下

水の利用体系の変化は、次のような技術革新によってもたら

された。 すなわち、「かつては、技術の未発達から地下水の

採取批も微々たるものであったが、大正期に深井戸の掘削機

が、昭和 30 年代に水中モーターポンプが導入されてから地

下水の利用飛が飛躍的に増加した」！り (223 頁） ・ 』 3) （395

頁も同旨）。 後述する宮古島では、地下ダムが建設されたこ

とによって 、 1謀業用水の利用可能性が飛躍的に向上した。 こ

れに対して 、 本土では、 地下水の開発圧力が一度は邸まった

が、地盤沈下が生じたため 、 ダム建設による地表水の間発に

シフトした。さらに、 近年ではボーリング技術の向上によっ

て、温泉の過剰な楊水が問題となりつつある l)) （ll0- 1 1 1 頁）。

次節では、地下水の利用 ・ 管理に関わる範囲で、財産権に

ついて記述する。

2.2 日本法における財産権

日本国憲法は、財産権を保瞬するとともに(29 条 ］ 項）、

財産権の内容は公共の福祉に適合するように法律で定める

こと（同条 2 項） 、 さらに 、 私有財産は正当な補伯の下に収用

されうることを明文で認めている（同条 3 項） l)) (316•322 頁）。

そして、民法は、権利全般に関する通則を四いた上で (l 条

各号［公共の福祉 ・ 信義則 ・ 権利濫用］）、財産権の種類とし

て物権 ・ ｛印権等について規定し、物権法の原則として「物権

法定主義」を採用する (175 条）。 ここで、物権法定主義と

は、 「物権は民法その他の法律で定められるものに限る」と

いう原則であり l) >(22 頁）、次のような根拠をもっとされる。

すなわち、歴史的に見ると、封建的な負担を除去し自由な所

有権を創出することによって初めて 、所有物の自由な処分が

可能になった。 この点につき、 「民法施行法 35 条は·・・ 民法

施行前から認められていた物権の多くが 『自由な所有権』 の

流通という近代法の理想からすると望ましくないために、民

法では地上権、地役権、永小作権、入会権、担保物権に照理

し、これらにあてはまらない旧恨上の ［民法成立前からある

恨習上の松本が付加］物権を、民法施行後は物権として認め

ないことを宣言し」、民法典の起草者や初期の学説もそのよ

うな立場であったとされる l) >(48 頁）。 また、機能的に見る

と、財産制度が単純である方が 、 情報費用や取引費用を削渋

できる上に公示も容易である。

しかし、物権法定主義を厳格に解釈すると、財産権は民法
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やそれ以外の制定法が定めるもの（所有権 ・ 用益物権 ・ 占有

権や知的財産権など）に限られるという こ とになり 、 恨習上

の物権 (tl't習上の入会権 ・ 水利権［温泉権を含む］・ 漁業権）

が認められるかどうかが問題となる。 この点につき 、 現在の

学説は、 公示方法が存在し所有権の利用や処分の妨げになら

ない限り 、 慣習上の物権を認めるべきであると考えており 、

判例もある協合には1lt習上の物権を肯定している')) ． （24

頁）＇））。取引の安全を害さない限り法定されていない物権を

認めない理由に乏しく 、 1it習上の物権 （ ここ では恨習上の水

利権）は、 法の適用に閲する通則法 3 （ 旧法例 2) 条を介し

て 、 公序良俗に反しない限 り許容されると考えるべきである。

2.3 土地所有権の内容・物理的範囲 ・ 制限と地下水の位匝

づけ

2.3. 1 土地所有権の内容・物理的範囲・制限の概念的区別

所有権は物権であり、民法 206 条以下において法定され

ている。まず、 所有権の 「内容」とは「自由に目的物を使用 ・

収益 ・ 処分すること」（民法 206 条） 、 物理的範囲とは土地

所有権の上下における範囲（民法 207 条。 後掲 2.3.2 参照）

をいう。 また 、 「制限」とは、権利の内容そのものを縮激す

る規定（鉱業法等。 次節参照） ・ 権利行使の競合等を調整す

る規定 (1 条 3 項l権利濫用］・ 209 条以下［相憐閾係］や 709

条以下［不法行為］） ・ 社会的必要性から加えた規制の全てを

指す。 そして、所有権の内容 ・ 「物理的範囲」は、 「法令」に

よって「制限」される (206 条 ・ 207 条。 なお 、 「法令」に

条例を含むかどうかは後掲 2.3.3 参照）。そして、所有権の

内容及び範囲を実現するため、 明文の規定はないが所有権の

性格から妨害排除請求権が認められる （形式的には 202 条(/)

勿論解釈から苺く）。

ここで、 「内容」 の問題は「物理的範囲」の問阻に論理的

に先行し、 「物理的範囲」の問趙は「制限」の問題に論理的

に先行するが 、 これらの区別は相対的なものである'))（一方

で、 「物理的制限」と「制約」の区別が不明確であることの

一例として大深度地下の公共的利用に関する特別措骰法l以

下 「大深度地下法」 ］を挙げ(51 頁］、 他方で、隣接する不動

産相互の関係（相隣関係）を「制限」の う ちの 「内在的制約J

に分類する (52 ·53 頁］。 これに対して、地下水を上下の範囲

の中で扱い(183· 184 頁）、相隣関係を物理的範囲に分類する

説もある '))(184 頁以下）。また、 「内容」 と 「制限」の区別

も、所有権の制限の程度が著しい場合には内容を実倒的に無

にすることもありうるから相対的なものである（憲法 29 条 2

項にいう［公共の福祉」 ・ 内在的制約論と民法 206 条 ・ 207

条にいう「法令の制限」の関係 ・ 29 条 3 項の補伯との関係

につき'))を参照）。

以下では、 これらの区別には留意しつつ、 道具概念として

有益である限りでこれらの区別に基づいて・記述を進める。

2.3.2 土地所有権の物理的範囲・制限と地下水の法的位睦

づけ ・ 性格 '))(79·1 20 頁 ・ 147·1 92 頁）2))

既に述ぺたとおり、土地所有権の物理的範囲について、民

法は f土地の所有権は、法令の制限内において 、 その土地の

上下に及ぶ」とし (207 条） 、 所有者を異にして土地が隣接

する場合について権利関係を調節する規定をおく (209 条以

下） 。 本秘のI尉心からは 、 次の 3 点が問題となる。 ①当該地

域における地下水の利用 ・ 管理をめぐる社会的 ・ 自然的閾係

をどのように理解し 、 ②①の関係を法的にどのように理解 ・

梢成し（特に土地所有権との関係が問題となる）、③地下水の

利用 ・ 管理l•関係を法的に制限する場合にいかなる法形式を用

いることができいかなる制限を行えるか。

まず、①地下水の利用 ・ 管理をめぐる社会的 ・ 自然的関係

について検討する。 2·1 で見たとお り 、 地下水は物理的に見

ると土地の梱成物であるが、土地の境界を越えて移動する。

地下水を利用するためには、 地下水が地上で自咬している場

合を除き地表から垂直に井戸を掘って揚水する必要がある。

また、地下水は土地の様界を越えて（大雑把に言うと）水平方

向に移動するが、地下水が上流で涵捉（補充） され下流で利用

される楊合には管理主体と利用主体にずれが生ずる。 このこ

とから、社会的I関係は 、 当該帯水庖の揚水口の土地所有権等

の権原（所有権や貨借権などある法律行為 ・ 事実行為を正当

化する原因）に基づく支配 ・ 当該帯水附の利用者による共同

的利用 '''(82·85 頁） • それらに必ずしも遠元しきれない管理

によって規定されるという構造を持つといえよう（競合性

［①• 1 ］。 旧恨により地下水への権利が成立している場合もあ

るから [2.2] 、 「共同的利用 ・ 管理」 の内容については注意を

要する。米国南カリフォルニアでの地下水汲み上げ競争につ

き”)第 4 章を参照）。 また、水源における工場排水や施肥

などによって地下水の水倒が低下したり 、揚水品が補充批を

上回ることによって地盤が沈下したりする（外部不経済①

·2)。 さらに、地下水は補充される速度が緩慢な四源である

から 、 広域的に、揚水飛が補充飛を上回る場合にはやがて枯

褐する疫源であり（広域的競合性［①•3]） 、 水源におけるエ楊

排水や施肥などによって地下水の水質が低下したり、水圧(/)

低下によって地盤沈下が発生したり 、海岸近くでは塩水化が

進んだりする可能性もある（広域的外部不経済 ［①•4]）。

地下水法において、競合性とは 、 水衷源の有限性(safo

yield安全楊水品）を前提とした概念である（調整原理として 、

地表水や地下水における prior appropriation ［古田俊先l·

rP11sonnble use doc! rine における reasonableness · 宮古島

市地下水保護管理条例 2 条 3 項が規定するかんばつ時にお

ける生活用水俵先の原則などがある）·, そして 、 外部不経済

は、水囲·地盤沈下など品以外の外部への負の影噛を指す概

念である。 さらに、広域性は、 民事的救済の有効性を限界付

け ・ 行政規制や多数の当事者問の協定の有効性を示す基準で

ある（広域化すると当事者の数も増え 、 行為と結果の因果l及l

係の認定が困難になる）。 旧慨が成立している楊合もそうで

ない場合も、問姐の煩型化（①•l. ①-2 . ①•3 · ①•4) とそれ

ぞれの問題への制度的対応が求められる （恨習によって利

川 ・ 管理Jレールが生成してお り • それについて公示方法が存

在する島合には、「地下水への権利」は土地所有権から独立

し対抗力を Viii えた旧肌上の権利と して成立していると考え

られる）。

( •1 競合性 狭い範囲に限って地下水位の低下や地盤

沈下が起きており、これらが所有権行使の範囲内で起きてい

る楊合、（旧恨の成立いかんにかかわらず）上記の二重構造は

存在する。 そして 、 幣水附に接する土地所有権者（ないし土

地に対して何らかの権原をもつ者）以外の者が地下水にアク

セスすることは、通常ありえない（鉱物の採掘［鉱業法 2 1 条］

や区分地上権［民法 269 条の 2]に基づいて地下鉄のトンネル
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工事等を行う際など横穴を掘る場合、地下水脈とぶつかり地

下水利用権を投古する ことはありうるが、ここでの検討対象

からは外す）。 ここで問坦となるのは、土地に対する権原を

持つもの同士による地下水利用の競合である。

現実に拍1iが発生した掲合ないし損害発生が見込まれる

場合には、法的救済の方法が問題となる。 論理的には、所有

権に基づく妨害排除請求権の行使、 権利濫用の法理に基づく

妨忠排除請求権の否定、 権利濫用の法理 ・ 相隣聞係の精神 ・

不法行為に基づく拍宙賠（伐請求権の行使が可能である。裁判

所は、土地所有権の絶対性を前提とした判決（大判 1905 · 12 ·

20 民録 ll 冊 l702 頁。 註 ］）を克服し、権利濫用の法理に基

づいて判断するようになり（大判 1938 年 6 月 28 日新間 4301

号 ］ 2 頁o iit2。 これと逆の裁判例も約 2週間後に出ていた）、

さらに、地下水の共同毀源としての性格を認めた上で、不法

行為に基づく損杏賠（伐請求を認めるに到った（松山地裁宇和

島支部判決 [966 年 6 月 22 日判時 461 号 50 頁註 3。 裁判
例全体の動向につき l) ［220•232 頁］ ． !Z) ' !))[183•184 頁］ ・

Z)) []22• ] 28 頁］を参照。 権利行使が衝突した場合の、米国

における調幣方法については l 3) を参照[41.J·417 頁l。 米国

の地下水利用権の調挫ルールを 5 つの類型に分けてモデル

的に検討する。 日本の裁判例は、 5 つの類型のうち Rule of 

Capt ure［揚水間始時期の先後とは無関係に取水した者勝ち。

安全楊水tしも考廊しないlに近く 、 学説の中には Correlative

Right.s［安全揚水飛を士地面租に比例的に分配］に近い考え
方をとるものもある 1) ） 。 本税の主たる関心は、 「法令の制限」

として条例によって地下水の利用を制限できるかどうかと

いう点にあるから 、 本格的な検討は別稿に該る）。

①•3 広域的競合性 ・ ①•4 広域的外部不経済複数の発生

源からの排水によって水牲の低下が起きている場合や広域

的に地下水位の低下や地盤沈下が起きている場合には、権利

濫用の法理 ・ 相隣関係の精神 ・ 不法行為等を持ち出すだけで

は問題は解決しない（後掲 2.4 を参照）。 この場合には、地下

水の利用を何らかの手段で制限（規制）するほか、地下水を栢

極的に涵柑するための施策を講ずる必要が出てくる。

② 次に、①•J（競合性）の関係を法的に理解 ・ 構成するた

め、地下水にアクセスするための権原（仮に「地下水への権

利」 と呼ぶ）の法的性格をごく簡単に論じ、 補足的に地下水

は土地所有権の内容ないし物理的範囲に含まれるかどうか

に触れる。

まず、「地下水への権利」 の法的性格については、私水説

（ 「地下水への権利」は土地所有権に含まれるとする説。 初

期の裁判例はこの説を採った。 例えば、 前掲大判 1905 ·12 ·

20 民録 11 輯 1702 頁）と公水説（この中には国有説 ・ 公有

説［国以外の公共団体の所有］ ・ 無主物説が含まれる）が対立

してきた。 私水説によると、地下水が A の所有する土地の

中を流れているときは A が所有し、 B の土地の下を流れて

いるときは B が所有すると考えることになるが、 A · B いず

れの行為もないまま所有権取得が瞬時に行われたり慈思表

示なしに所有権が移転したりするとは考えにくい。本稿では 、

地下水には誰の所有権も成立せず、 土地所有者の「屯用権」

（他者を排除して用益する権利）等の「利用権」が成立しうる

と考える（地下水が A の所有する土地の中を流れており専用

権が成立しているときは A が B 等の他者を排除して揚水ナ

る権利をイ丁し 、 B の土地の下を流れているときは逆の関係が

成立する。

なお、地表水については、 河川法が適用 ・ 準用されない河

川において、一般的には、法令等により専用権が成立する場

合と沿岸の土地所有者の需要に応じて平等な使用権が成立

する届合があるが、個別に恨習の調査が必要であるとされる

I)) (J 91 頁）。 これに対して、地下水は、 専用権＾、和の利用権

に基づいて取水され樋管や容器の中に取り込まれてはじめ

て所有権の対象となるり (ll·24 頁）。取水されるまで無主物

であるから公水といえなくはないが、成立するのは用益権だ

から公水説 ・ 私水説いずれの呼び方もミスリーディングであ

る。

また、地下水の利用は、 土地所有権の物理的範囲の間題に

深く伐lわるが、土地の使用 ・ 収益 ・ 処分の問姐であるから 、

土地所有権の内容の問題として論じたほうが良いように思

われる（土地所有権の物理的範囲について、民法の通説は、

土地所有権は「利益の存する限度」で空中および地中に及ぶ

と解すべきであるとする'))（181 頁） ・ 29)(234 頁）。 しかし、

「利益の存する限度」 は、地下水の問題に絞ってもボーリン

グ ・ 楊水等の技術水準によって異なる。 また、士地所有権は

地下水脈の下に及ぶのかどうかは自明ではない。 さらに、地

下水は水平方向にも移動するから 1甘隣関係の問題でもあり

うる。 結局 、 「利益の存する限度」という基準は、①・］競合

性 ・ ①・2 外部不経済 ・ ①•3 広域的競合性 ・ ①•4 広域的外部

不経済のいずれの楊合にも明確な解釈指針とはなりえない）

次節では、①の問迎群全体への対処を念頻において③ 「制

限J について論ずる。

2.4 地下水利用権の制限ー法律と条例一

2.4.1 土地所有権・地下水利用権の法律による制限に関する

立法例

③地下水の利用 ・ 管理関係を法的に制限する届合にいかな

る法形式を用いることができ ・ いかなる制限を行えるか。 こ

こでは、既存の法律(/)規定 ・ 逐条解説 ・ 立法過程における議

論を瞥見することにより 、地下水の法律上の位骰づけを確認

する（条例による財産権制限をめぐる志法上の問題について

は、議論の便宜上 2.4.2 以下で疏論する）。

まず、土地所有権の制限に関する立法例として、土地の樅

成物である鉱物に対する支配権能を土地所有権から除外し

て国に帰屈させ、国が独占的に与える鉱業権によってのみ採

掘しうるとした鉱業法がある 2) ） っ 土地所有権を制限する 「法

令」 として｀民法が 269 条の 2 において用益物権として地

下又は空間を目的とする地上権について規定するほか（区分

地上権） 、 物理的範囲（地下）にかかわる「法令」として大深

度地下の公共的利用に関する特別措岡法がある（大深度地下

利用法） 。

次に、地表水の水利権について定めた立法例として 、 河川

法 (23 条。 一定の伏流水を含み、河川法が逝／TI . i町用され

ない河川については将通河川条例［註 4]を制定することがあ

ることは既に述べた）があり 、地下水の水利権について定め

た法律として、温泉法 ・ 工業用水法 ・ 建物用地下水の採取(/)

規制に関する法律（ピル用水法）がある。 さらに 、 水吸を管

理する目的 ・ 機能を持つ法律として、水質汚濁防止法 12 条

の 3 や土壌汚染対策法等がある。

IF!河川法が、 「河川並びにその敷地若しくは流水は利権(I)
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目的となることを得ない」としていたのに対して（旧法 3

条）、現在の河川法は、 「河川の流水は、私権の目的とならな

い」 (2 条 2 項）としただけで河川及び敷地については私権

排除の規定を設けていない。 この規定は、流水を 「国有J と

したものと考えることも不可能ではないが、国家の領域支配

には屈するが私的所有権の対象とならないということを述

ペものと考えるのが妥当である 2) ）（ ] 05 頁）。

工業用水法 ・ ピル用水法の規定は、地下水が土地所有権の

内容であるかどうかという点について直接触れてはし、なし、0

立法史を参照した限りでは、工業用水法制定時には、土地所

布権の内容であるが内在的制約であるとする（第 2,1 回国会

商工委且会第 22 号 ・ 1956 年 3 月 23 日 。 徳永久次政府委且

［通商産業省企業局長 ・ 当時］の発言を参照）。 ピルJIl水法制定

時には、土地所有権の内容であるかどうか碓論が分かれてい

るとの記録がある（第 40 回国会建設委只会第 20 号 ・ 1 962

年 4 月 5 日 。 齋藤常勝政府委員［建設省住宅局長 ・ 当時lは地

下水が 「所有権の対象」 であることを前提として 「規制をし

ていくことになった」とするのに対して、山内一郎政府委只

［建設省河川局長 ・ 当時］は［地下水は公水かという趣旨の例問

に対して］住宅局長のような考え方もあるが学説は分かれて

いると答弁している）。

なお、特定汚染源からの排水について、水’賀汚濁防止法

12 条の 3 は有古物質に該当する物例の地下転送を禁止して

いる。 また、有宮物’真に該当する物質の地下以追によって人

の健康被害が現実に生じ、または生じるおそれがあると認め

られるとき、都道府県知事は地下水の浄化のための措骰をと

ることを命ずることができる(14 条の 3)。 そして、地下水の

水夜は、 土壌の汚染を防止できるかどうかにかかっており 、

既に、土壌汚染対策法 • I謀用地の土壌の汚染防止等に関する

法律（l品用地土壌汚染防止法）が制定されている。

さらに、水道水源の水例に関する国法の規定として、水道

法 43 条に加え、特定水追利水降害の防止のための水道水源

水域の水質の保全に関する特別措四法（水道水源特別措附

法）及び水道原水水例保全事業の実施の促進に関する法律

（水道原水事業法）がある（いわゆる水道水源二法）。 また 、 廃

棄物処理施設の排水の水囲は、廃棄物の処理及びi村掃に関す

る法t厭廃掃法）が定める処理方法(6 条の 2 第 2 項 • 第 3 項）

と業者の規制(7 条 ・ 15 条） ・ 保管方法(15 条(/) 2 , 産業廃策

物処理施設の描造や維持管理の方法）によ って、影牌を受け

うる。 これらに関する検討は別秘に版る。

2.4.2 財産権の内容の変更や財産権行使の規制は条例によ

って行えるか

一般に、財産権（所有権）の「内容」 の変更や財産権行使

の規制は、 条例によってもなしうるのだろうか。

この点について、最高裁は明言していないものの、財胚権

は取引の対象となるからその内容は全国一律であるぺきで

あるが 、 行使の制限は（災雹防止目的の楊合には）条例でも

なしうると考えていたと解されている（奈良県ため池条例市

件判決 •最大判昭和 38 年 6 月 26 日刑集 17 巻 5 号 52 1 頁）。

しかし、当時から 、 条例も民主的基盤を持つ法源であり、公

安条例等により精神的自由権の規制も可能であると解され

ていることとのパランスから、財産権の行使についての規制

は可能であるとの批判があった 2 》 ) （6·1 0 頁） ・ 9 ) ） (46•49

頁）（なお、本件条例を財産権の内容の制限と見て、法律でな

ければ制限できないとする説もあった,)））。 また、近年、 本

判決の射程距離につき、 「『危険な土地利用の規制という消極

目的の条例』に関する判断というように抑制的に考える必要

性はなく、 「問題とされる現象に局所的地域的特性があり、

良好な環瑳の確保という自治体の政策目的の観点からの必

要性があり、かつ、 規制基準も明確で比例原則にかなったも

のであるならば、結果的に七地利用を条例で規制する こと に

なっても（補（伐の間題は別にして、）憲法上の問題は生 じな

い」 とする説もある 2) ）（20 頁， 拍失補li'i論としてはともか

く 、 条例論としての先例的(11li ill'［は疑問であるとされる）。 そ

の後 、 最協裁は、同趣旨の法律が存在する届合でも当該法律

の適用対象外の事項につさ条例により規制を行う こ とは可

能であるが 、 法律が財賄権に配曲した規定をおいている場合

には法律が適用ないし準川される可能性を考胞し、法律の上

乗せ規制は許容されないと判示した（裔知市晋通河川等管理

条例事件 •最判 1978 年 1 2 月 2 1 n 民集；32 巻 9 号 1723 頁 ［註

4]）。

これに対して、地方分権改革後の法律と条例の関係につい

て考える際には、徳島市公安条例事件最祁裁判決（最大判

1975 年 9 月 10 日刑集 29 巻 8 り•489 頁）が一般的な指針と

なるとされる（l り（第 J 坪 I 2 t:1) ｷ'1 > (32-33 頁）） 。 すなわ

ち、 『地方分権推進委員会第 1 次紺jl,J:;•』 は 、 法律 と条例の関

係につき 「両者の対象，ji•項と規定文言を対比するのみではな

く 、 それぞれの趣旨、日的、内容、効果を比較し、 両者の間

に矛盾抵触があるかどうかによってこれを決しなければな

らない」 としたっ これらの碓論を踏まえて、 1999 年には地

方自治法が改正された（地方自治法 l 条の 2 第 1 項 •第 2 項 ・

2 条 2 項 ・ 2 条 11 項 • l · l 条 1 項）。 学説も、根拠に違いはあ

るが、結論的には条例による財産権規制を肯定する説が近時

の通説といってよい">(I 68ｷ I 69 頁）。 商知市杓通河川等管

理条例事件の先例的価値についても 、 否定的な見解が多い＇
)) l)) 

ここまでの蹄論を総括すると、次のようにいえよう。前述の

奈良県ため池条例市件判決の先例的価値について蹄論はあ

るが、現在の地方自治法の下で、危険防止目的の警察規制で

ある汚染防止（①•2 外部不経済）や地盤沈下防止（①-4 広域的

外部不経済）を目的として、財産権行使を規制する条例は制

定できるということに異論はない， また、条例によって士地

所有権や地下水利用権を制約しないような地下水涵蓑政策

を実現する こ と（①·3 広域的競合性）にも他の法制度との調

並さえつけば問題はない（具体的な問題として熊本の地下水

問題などがある）。 しかし、 地 F水利用権を直接制限するよ

うな条例（①• 1 競合性 ・①• 3 広域的競合性の制限）については

さらなる検討が必嬰である。

次に 、 条例による地下水利｝II権の内容及び制限に限定して

考察を進める•，

2.4.3 条例による地下水利用権の内容及び制限

既に述べたとおり、地下水は土地の構成物であり 、 地表水
に比べると非‘，府にゆ っ くりとではあるが土地の境界を越え

て流動している (2· 1 ) ．， 本秘では、取水されていない地下水

について所有権ではなく利JII権が成立し、取水されてはじめ

て所有権が成立すると考える(2.:3.2②)。 条例によって揚水を

許可にかからしめるこ と は可能か（③-） 財産権を制限する際

の法形式）、その際に"fii在が必要かど うか（③-2 補個の要否）
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が問題となる。

③•1 財産権を制限する際の法形式 条例による規制が違

志でないためには、規制目的が公共の福祉に合致し、 そのた

めの制約（手段）が合理的であり 、 目的を実現するためにその

手段が必要でなければならない（最大判 1987 年 4 月 22 日民

集 41 巻 3 号 408 頁）。

日本列島の自然的条件には非常に大きな地域差があり、島

嶼部のうち山や川のない低島地域（や本土の熊本地域等）で

は日常的に利用する水貪源の大部分を地下水に依存してい

る。 もし 、 条例による地下水利用権の内容に踏み込んだ条例

を制定できないとすると 、 これらの地域において、健康な生

活を送り経済活動を行うことも困難になるから、目的の公共

性は肯定できる。

そして 、 地下水利用権が土地所有権によって基礎付けられ、

る用益権ではあるが、法律や条例により揚水を許可にかから

せることは、土地所有権の内容を変更することを意味せず、

地下水利用権の行使を制限するにとどまる（前掲 2.3.2)。 営

い換えると、条例上、地下水の揚水にて許可制を苺入するこ

とと 、 地下水を私的所有権から除外して国や公共団体の所有

権を認める こ とは同じではない。

もっとも、地下水の揚水について（口径規制や届出制では

足りず）許可制苺入の必要性か合理性が、その事案において

証明されなければならない（手段の必要性 ・ 合理性）。 また、

徳島市公安条例事件において判示されたように、その条例が

法律と矛盾しないことが必要である（前掲2.4. 1 および2.4.2)。

これらの点が証明されれば、条例によって揚水を許可にか

からしめることは可能である（なお、地下水汲み上げ制限条

例で、地下水を 「公水」 と規定することを疑問視する説もあ

るが"1 [65 頁］、 「公水」の意味は一義的には定まらない［前

掲 2.3. 2]。 また 、 紀伊長島町水道水源保護条例事件最祁裁判

決は、 廃掃法 ．15 条との抵触について明示的に判断していな

いが、当該条例の適法性を前提に 、 財産権規制としてよりも

営業の自由の規制と しての面を重視している。 最判 2004 年

12 月 24 日 民集 58 巻 9 号 2536 頁 ［註 6]）。

③•2 補佑の要否 補伯は、 財産権への制約が「特別な犠

牲」 を強いるものである協合に必要である。「特別な犠牲」

かどうかは、 a 制約が一般を対象とするものか特定の個人を

対象とするものか、 b 侵害行為が財産権の内在的制約として

受忍すべきものか否かの 2 点を基準として総合的に判断す

べきだとされる”)（246·247 頁）。 b について、奈良県ため池

条例事件判決（前掲 2.4.2)多数意見は、 本件条例は権利濫用

のみを規制しているのであって財産権の内容規制はしてい

ないという見解に立ち 、 補（在は不要であるとする。 しかし、

横田少数意見が指摘するとおり、この議綸は形式的に過ぎる。

公用負担と公用制限を区別し、前者は憲法 • 土地収用法に違

反し条例対象事項ではありえないが、後者は条例対象事項で

あると考えるべきである ”1(124 ·128 頁）。

3. 結びに代えて

木稿では、地下水法制について序論的な考察を行った。 具

体的には、まず、 地下水の自然的賦存形能や地下水の社会的

利用関係を記述した。 次に、「地下水への権利」は土地所有

権によって基礎付けられるが 、 内容的には所有権ではなく利

用権であるとし、 地下水を取水して初めて所有権が成立する

と位置づけた。そして、財産権の内容や制限に関わる条例を

制定する際の一般的問題についてごく簡単に論じ、地下水の

利用 ・ 管理に関する条例において、揚水を許可にかからしめ

ることが可能であると論じた。

なお 、 紙幅の都合で、宮古島市地下水保護管理条例や同水

道水源保護条例などの条例の具体的内容については検討で

きなかったが、今後の課題としたい。
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国境にまたがる帯水層ーガンジス平野から安全な地下水問題を考える

辻和毅＊

Internationally Shared (Transboundary) Aquifer Resources Management 

-Groundwater and human security in the Ganges Delta-

Kazuki Tsuji* 

VECTOR Co.,Ltd., 5-13-2, S山1tiyoshi ,Hakataku, Fukuoka 812-0018 Japan 

Abstract 

霙SCO (United Nations Educational and Scientific, and Cultural Organization) raised the issues or lntcmationally 

Shared (Transbound町） J\qu ili::r R心ources Managcment in 200 l ru1d initiated investigation of thc live sclected case 

study areas in the world. 

This paper deals ¥¥ith U1e Ganges Delta Plam e油:tendi.r1g from West Bengal to Bangladesh, which is one of the most 

cxtcnsivc transboundary aquili::rs in U1c world. The Ganges trru1sboundary aquifers are contained in 出ick alluvial 

sediments suppli凶 fromtwo major rivers, tl1e Ganges and U1e Brrunaputra rivers. Tens or millions people have lived ＼叩h

gro皿dwater,which is extractcd from shallow and d心p¥¥-ells. Arsenic contamination was unvcilcd both in !J1dia in 1980s 

and in Bangladesh in 1990s. Therefore it is urgently required to ensure safe ¥¥ at..:r for basic human security. ｷ111e paper 

smrunarizes geohydrology in close relation to sea-level change in the late Quaternary age, arse,iic contami.rrntion 

scree1ting or drinking wells and prescnt ¥¥'!Iler supply. finally it is proposcd that risk managcment 皿d recharge plan to 

alleviate hazards are contemplated taking on-site advantages of topography and gcohydrology into consideration .. 

Key words: Transbounclary aquifer, Arsenic contamination, Sea-level change, Alternative water source, Risk management 

1. はじめに

1. I トランスバウンダリー帯水陪の問題

ユネスコの IIIP-VIによって問題提起され 「 lntcrna ti ona l l y 

Shared (Transboundary) Aquifer Resources Management 

( I SARM) 」 （ 200 1 ) は、 下記の 5 つの検討項目を掲げ、それ

ぞれの項目について、具体的に検討すぺき内容の概要を述ぺ

ている 3) 。 最終的に、それぞれ 5項日の右に示した作業を指

森し主要な結論をまとめるように提案した。 ここで言う

Transboundary Aquifer （以下 TA Wi としヽう）とは、国度また

はその地下にまたがって分布し、 1月係国間で開発や上下流問

題を巡って争いの種となる楷水翔のことである (Fi g, 1) l) 

l) 科学的一水理地例的な背屎：信頼できる TA 概念モデル

を開発するよう指導をする。

2) 法律的な側而： （TA の地下水を開発する、筆者注）合意

を形成するため、交渉のサ｝の法的な枠組みを指導する。

3) 社会制度的な側而： TA を共同f:：理するため、点任と権

限を持った社会制度を構策するよう指弔：する

4) 社会一経済的な側而 ： 人口、廂業、 1袋業および環税の現

（株）ペクトル〒812-0018 福岡県幅岡市博多区住吉 5 丁目 13-2

況と将来の湘疫（共荷）を把握するよう指導する。

5) 環坑的な側面 ： 生物的な多様性、気候変動、倫理上の水

使用（権）を含む環坑影喘評価を発展させるよう指苺する（こ

れは涵淡域となる降水城や降り方が変わることを想定した

うえで(/)こと と 思われる、咽者注）

!HP は本編の最後の部分において、ケーススタディとして世

界の次の 5 つの TAm地域をあげ、その要約を示している。

1) 東ヨーロッバ：チェコとポーランドにまたがるオドラ

川流域の後氷期平野の幣水附i

2) 北アフリカ：エジプト、リビア、ナャド、 スーダンに

またがるヌ ピア砂岩常水翔

3) 南アメリカ： プラジル、ウルグアイ、パラグアイ 、 ア

ルゼンチンにまたがるグアラニ幣水陪

4 ) 南アフリカ：ボツアナ、ナムビア、南アフリカにまたが

るカラハリ ・ カルー多附幣水炉i

5) 中央ヨーロッパ： ス ロパキア 、 ハンガリーにまたがるス

ロパク ・ アグレナ ッ クカルスト幣水翔
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この 5 つのケースは 1) を除き古い地質時代に固結した

堆閉岩や火成岩に含まれる化石地下水や複雑な流動系をも

つ石灰岩を幣水附とする地域である。 しかもいずれも大陸河

川の内陸地下に分布している0 2004 年にアフリカ編の報告

占が，2006 年にはアジア編（主に中困編）が公表された。

1. 2 ガンジス平野の問題

IIIP の提案，!}は確かに 、 TA 附がかかえる重要な側而を抽出

しており 、 検討されるぺき問いかけである。 しかも 5 つの

1F例が直面している現実を見て分かるように、すぐに解決で

きるような簡単な問題ではない。以下本篇で述ぺるように 、

パングラデシュからインドの西ベンガル州の東部を包括す

るガンジス平野（占くから使い1虹れたこの総称で統一する）

は国税をまたいで地下に世界有数の広大な TA 附を有し、 IIIP

の事例と比ぺて 、 問題はさらに複雑で多様な側面を有してい

る，

2. ガンジス平野と帯水陪の特異な問題点

2. 1 広大な低平地で、洪水問題と不可分である

この平野の地下に溶在する TA 附は、インド東部の西ベン

ガル州からパングラデシュの屯部にまたがって広大な地下

水盆を形成し、南のベンガル洒に流出ナる。 その広さは東西

約 300km、 南北約 350 kInに及び、面積は約 110,000 k耐あ

って、北海道の広さの 1 .3 倍に相当ナる。 世界でも第一級の

広さの TA Ri を有する平野であるとともに、南の海粋域は、

現在も成長する円弧状デルタのなかに多様な生態系を育む

特異な哀税の ＼Vetland として重要である。 インド ・ 西ベン

ガル州と国税をなすシュンドルボンは、豊かな生態系を残し

たマングロープ詳生地術として、 1997 年世界自然迎産に登

録された。

パングラデシュでは、地形的にデルタと氾濫原に分類され

る地城は、国上の南半分に広がってその 72％を占める し

たがって平野の約 50％は標麻 5111 以下と極端に低平で、平

野の,ti緑は感湖デルタ地帯となって、大半が地球温暖化によ

る海而ヒ昇の影聘を受ける (Fig.2)') の

パングラデシュの酋都グッカの標砧は 5111、ガンジス川の

河口から約：3•10 km遡った、インドとの国税に近いラジャシ

ャイでわずか 17m であるウ西ベンガル州では、フグリ川（旧

ガンジス川）の河口より 130 km上流にある西ベンガル州の

州都コルカタは悦莉 6~7m にすぎない。 ちなみにカンジス

川が両国の国党と交わる地点は標莉 22111 、その上流 18 kn)に

あるファラッカ堰も約 22m である (Fig.2)

ガンジス川はこの平野を、遥か西方からインド亜大陸の北

緑を東南流し、パングラデシュの中央で北から流れ出るジャ

ムナ川（上流でプラマプトラ川）と合流する。 合流後さらに

南東流して、最下流で東北のシレットより流れ出るメグナ川

と合流してベンガル湾に注いでいる。

当地域は 6 月から 10 月に南から点越するモンスーン気候

帯に屈し雨期になる。 古くから近代まで、ガンジス川、フグ

リ川 、 ジャムナ川、メグナ川など大河川の氾濫によって大洪

水に見舞われてきた。当平野の年間降水枇は南部から中央部

にかけて 2000~3000mm あり、東北のカシア丘陵にゆくと

5500mm と猛烈な熱帯雨林帯となる。一方西北国税付近に

かけて雨駄は少なくなり、 1500mm 程度である。 たびたび

楼来するサイクローンは、洪水、土石流、堤防松兵などの災

害をもたらす。 11 月～3 月は乾期となる。
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Fig.. 2 Gcomorphologic map of the Ganges plain 

以上に述ぺた地形と気候条件は、当平野は 1ヽ つの大河が頁

流して洪水や河岸没食に対して常にリスクを抱えているこ

と、内陸まで浸入する海水によって地下水やI品業に 1帷威を与

えることなど、国家計画の基本となる、国土の保全に関して

計り知れない負の宿命を柑負っていることを意味する。

パングラデシュは、 毎年ほぽ規則的に国上の 20％が洪水

に襲われ、ピーク時には 60％も冠水する＂。水利管理施設

が乏しいため、安全な生活用水を年間を通して安定して得る

事が困難である。と くに東北部のシレットからメグナ川流域

は標泊jが低く、ガンジス川本流によって河川の流出がlil1？廷さ

れ、数ヶ月 nfl広大な淡水池(BeeI) となって定住生活がでさな

し ‘。

洪水が多く、流失する抽流砂によって、自然河川堤の投兵

が進む一方で、河床に土砂が埋積し河川流路が定まらないこ

とは、舟運の確保と国民の定住地や耕作地の安定といった国

上の保全に大きな不安と兵担を与えている"。

人が水箕源を利月jするためには、 過剰でもなく、不足もな
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＜適度に「調整」された水祇であることが一番望ましい。当

平野ではその点調挫機能を持った社会基盤の整備がほとん

どできていない。

2007 年 8 月と II 月に 2度発生した大洪水とサイクローン

災害はまだ記憶に新しい。競測史上最大級のサイクローンの

直撃で、 2000 万人が披災したと いう 。

2. 2 急増する展業人口が生活用水を地下水に依存し、灌漑

用水の揚水と競合する

平野の地下を梢成する TA 陪は第三紀から第四紀に屈する

未固結ないし弱固結の厚い堆租物に含まれる透水性の麻い

礫翔や砂囲である。あいだにシルト附、粘土阿、ビート1科な

ど難透水性の地翔を挟み、 その層厚は南部の沈降域で中新世

の地囲まででも 3000m 以上になる））， l)。全般に北に粗粒な

地陪が薄く分布し、南に行くほど細粒な地陪が原くなる。

ガンジス川より北部は地’賀構造が陥起帯となり、更新世の

陥起段丘が東西方向に広がっている。段丘はその後の地質時

代、北に東西に連なるヒマラヤ山脈の隆起に伴って、南側の

前緑丘陵から山麓扇状地堆租物が大批に吐き出され、大小

10 個ほどの南北に細長い段丘群に開析され分断された

(Fig. 2) 。

このように、ガンジス川より北は粒度の粗い土壌に被われ、

帯水層は薄く地下水位が深いため、牒業に最適な土地とはい

えない。 このことは、ガンジス平野は北に降った雨水が、地

下に浸透して地下水を涵蓑し、南方に流動して循環する梢水

附構造を基本としていることを示している (ri g. 2 、 ri g . 3) 。

ガンジス川の南は事情が迎う 。 有力な幣水翔が平野の南半

分に広がる。ここにはパングラデシュの総人 口 1 38 百万人

(2003 、 2025 年には 181 百万人と推計） l ）のうち 、 約 30%

の約 4200 万人、西ベンガル州には約 8020 万人が住んでいる

l l 。 肥沃な土壌であるので、水利施設さえ整えば、稲作、ジ

ュー ト、 野菜、養魚などのJ品水産業に適した土地で、大半の

国民が従事している。集落の多くは氾濫原に散在する微麻地

で、水はけのよい自然提防のうえにある。 ここにガンジス川

を境にしてパングラデシュ国内に「北に低く、南に祁い」経

済格差が存在する大きな素因があると思われる。

Hrnalaya Diagram呻icGeohydrological Section of Ganges Plain 

Morsoo, 

ｷ ｷｷ (,anges rr,er 
`..... 
Terrace I drilled well 言↓芯て..Ii`．竺．．竺dplaIn BayofBm 
`＼｀：喜9と叶之·-~ •一••¢_．．4•---:!~:i．ゞ ｀ ｀唸·g·\ ．

Notto scae 

三~~;、三；；翌、ー：釦SU:：〗
Fif!.3 Diagrammatic Cross Section o「GangesPlain(A-A'on Fig.2) 

西ベンガル州の州都コルカタ（昔のカルカッタ）は、 1 690

年東インド会社がフグリ川の左岸（東岸）の幅 2~5 km 、 長

さ 5 kmほどの自然堤防の上に街を築いたのが始まりである）

以来フグリ川の下流にダイアモンド港をかかえ、交易地と

して東インドを代表する都市となって栄え、現在は首都圏で

1322 万人、中央 141 区で 458 万人が住み、イ ンドで最も人

口密度の麻い（中央部で 2.4 万人／km '）都市である））。

バングラデシュでは、 1960 年初めから地下水灌漑が始ま

り 、 1971 年のバキスタンから分離独立後、地下水による生

活用水の開発が続き 1980 年代に急速に伸びた 1 ) ）。 最初は政

府が深井戸を奨励し、融狡もしたが、世界銀行が 1980 年代

後半から中小規模単位の自立支援政策へ転換したため、 安価

な浅井戸による小規模泄漑に移った。 他に低楊程ポンプ（渦

巻きポンプ ？ ）も禅入された。 1997 年現在、地下水湘漑而

租は 380 万 ha で、その 60％を浅井戸が占める 1) ）。ちなみ

に日本の耕地面秩は約 470 万 ha である。

~ILGRDC (Ministry of Local Government, Rural 

Development & Co-operatives) は、 2004 年に灌漑用の井戸

水にもヒ素汚染の兆候があり 、牒業や家畜など食物連頷に影

菩を及ぽしていると認めており 、 楊水抑制の傾向にある））。

また、 稲作は水を多用するため、小麦やジャガイモヘの転作

を指森している＂

2. 3 ヒ素汚染地下水に関わる安全な水問題

バングラデシュでは 197 1 年、 バキスタンから分離独立後、

地下水が安全で手軽な飲用水源として 、 ユニセフなど国際協

力もあって大々的に開発され、 現在まで使用されている。特

に多くの人口を抱えた1謀村地域の水源となっている。

こうして大規模に地下水の使用が始まったが、 20 年たっ

て地下水に人間の健康に有忠な水骰基辿（両国とも 50µ g／八

ll'110 は 1 0µ g/）を越えるヒ素が 、 含まれる こ とが判明した。

しかもヒ素は自然起源であって、回避し処理できる隣害で

はなかった。長年にわたってヒ素が体内に菩籾したこ とに起

因すると思われる皮陪ガンの症状が報告されたのは、 西ベン

ガル州で 1983 年のことであった））。 パングラデシュで DPIIE

により北西部の数本の井戸から麻濃度のヒ素が発見された

のは 1993 年のことである '1) 。 両者は約 260 km離れたJ品村で

あるが、この問 1 0 年という長い時間が経過している。

インドの西ベンガル州とパングラデシュは、国災を接し帯

水陪を共有しながら 、 ヒ素に起因する健庫降害が人間生活に

不可欠な地下水から発見されたことについて、お互いに迅速

に桔報を交換しあったとは言えないようだ。インドではヒ素

中礎病症がコルカタに近い南 24 パルガナス県で最初に発見

され、同じ症状の患者が多いことが徐々に判明した。 バング

ラデシュでは地下水に祁談度のヒ素が発見された北西部の

ナワプガンジ県サダールで翌 1994 年中甜患者が発見された。

このようにヒ索問題が人の命にかかわる緊念課賄であっ

たにもかかわらず、 隣国での発見まで IO 年の時問が流れて

いる。 ガンジス平野の TA 附問題は、 国税を越えて流動する

地下水が抱えるリスクを早念に回避し、 「安全な水を緊急に

確保して被災者を少なくするにはどうすべきか」 という課題

を問いかけてしヽる。

当平野では、 TA Jinに依存する I謀業人口が大半で、 しかも

急増していること、さらに不幸なことに汚染した地下水無し

には生活できない人口が多いことを考えると、当地域は世界
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でも最も深刻な地下水問題、とくに安全な水の確保という問

題を抱えた地域であると言う こ とができる。 しかもその汚染

の規模や、健康被害は調査が進むにつれて依然として拡大し

ている。

現在ようやく両国において井戸の汚染のスクリーニング

が終わり、その実態がほぽ判明した段階である。ヒ素の飲用

水質の健庫基準である 50ｵ g/ ) 以上の地下水を飲用とする

ヒ素汚染の危険にさらされている人たちは、現在までに判明

しているだけで、バングラデシュで約 1200 万人（推計＝全

国人口 1 40 百万人＊全人口のうち南部居住者 30%＊汚染率

29%）、西ベンガル州で約 1200 万人である（推計＝束部 9 県

の居住者 50. 4 百万人 ＊ 汚染率 24%) ））。バングラデシュで

は現在 38 , 000 人(/)中迦患者がいるといわれている（朝日新

聞、 2006) 。 西ベンガルは予察的な数字だが 96,000 人である。

現在、地下水の汚染度の翡い地域から徐々に汚染水源の浄

化や代秤水源の設置など、安全な飲用水へ転換する対策が

実行され始めている。 バングラデシュ政府は、 最近の報告で

燐村地域では 59％の、都市地域では 7 1％の給水施設は整備さ

れたと述べているが 12) 、 限られた予箕や、施設の維持管理

を続けてゆく地元の事惜（財政不足や貧弱な組織）を考礁す

ると 、 今後早急に改善すべき点は多く、安全な水を確保する

までまだ途は遠い。

2. 4 人口の都市への集中

2 1 世紀は世界的に人口が都市に集中する時代であると推

測されている”)。 その兆候はすでに 20 世紀の末に始まって

いた。 バングラデシュでは 2005 年現在 3300 万人の都市人口

は 20 1 5 年に 4700 万人、 2025 年には 7000 万人と倍増すると

予測されている＇ 2) 。 l謀村人口は 1 億人と横ばいと予想され

ている。一方、コルカタは現在でも人口密度が世界有数であ

るが、 2000 年に 1 550 万人であり 、 20 1 5 年には 2140 万人に

なると予測されている '3) 0 コルカタの給水計画はかなり具

体性を有しているが、 ダッカを始めとするバングラデシュの

都市部の給水計画について、具体的な数字は見当たらなかっ

たし•O

3. 地下水のヒ素汚染の実態

3. 1 西ペンガル

20 世紀の後半になって、国際機関の協力もあって両国で

は手軽で安全な水資源として地下水が、井戸掘削によって盛

んに開発され、その後主として生活用水に長い間使われた。

それらは 50m から 150m 前後の深さが大半で、地下水位は浅

く手押しポンプで楊水できた。 ただし平野の南端から沿岸部

は海水浸入があるため、 300m を越す深い井戸が掘られた。

その後乾期の1謀業灌漑用に J OOm~300m以上の深い口径

I 00,run 以上の井戸が掘られ、ポンプ楊水されている。 都市近

郊には工業用の井戸もある。

インドで最初に地下水のヒ素汚染が発見されたのは、 1976

年インド北部パンジャプ小1i 、 パティアラ州 、 ヒマチャル ・ プ

ラデシュ州である。手動ポンプや手掘り井戸で得られる飲用

の地下水をサンプル調査した結果であった））。

インドの西ベンガル小191 では 1 983 年、 サハ医師によって南

24 バルガナス州で皮陪病患者が発見されたことに始まる。

これは地下水のヒ素汚染が広く知られた最初である。それ

以来、多くの村でそれ以前にもヒ素汚染患者がいたことが報

告されたが、組織的に診察されることはなかった。 Garai ら

は西ベンガルで、 最初にヒ素の迦性を科学雑誌に発表し、そ

のなかで、角膜の腫瘍や、診察が遅れた場合は肝臓に隙害が

及ぶことを笞告した。

1988 年にジャダププール大学の SOES (The School of 

Environment Studies) がヒ素研究に参加した））。 その結果

は多くの科学雑誌に公表された）ぢなかでもジャダププール

大学のチャクロボティ教授は同問題の国際会謡を主催する

など主禅的役和1を果たした。 1 995 年日本の即0 アジアヒ素

ネットワーク (AAN) の川原一之が初めて 、 コルカタでの国

際会議に出席した I)) 。

コルカタで生活用水の地下水に健康基準水囲を越えるヒ

素が発見されたのは 、 1980 年である。 その後 、 SOES による

調究は続けられている。 西ベンガル小1•I は 1 9 の県からなり、

人口約 80. 2 百万人で、面栢は 89. 1 931<！面である。 34 1 プロッ

ク（バングラデシュの upazi la . 郡に相当？）に 37,9 1 0 の村

がある。 そのなかで 19 県の 24 1 プロック (70 . 7%) 、 7823

村 (20. 6%）の調査を終えた。調査したなかで I l l プロック

（全体の 32.6%）の 341 7 村（全体の 9. 0%）で 50ti g/ ） を

越える汚染があることが、 2005 年現在判明している (Fj g.4)

)) 。 この数字にコルカタは含まれていないが、あとで述ぺる。

Fi g.4 はパングラデシュの BA\11\'SP （後述）の結果と SOES

の結果を単純に国税を接して合成したものである。したがっ

て、色区分の基準が違っているので注意を要する。 前者はヒ

素浪度基準値を超過した郡単位の割合で示してあり、後者は

ヒ素の淡度区分で示してある。

3. 2 コルカタ

コルカタは 18 世紀の東インド会社時代から、 20 世紀初頭

の英領インド時代まで、インド練治の中心都市として栄えた

1) 。 戦略上防御に有利であったこ とと 、 周りに比べて標商の

邸い自然堤防であったことから街が発展した。 最初手掘りの

井戸が掘られ、池や川の水が使用されたが 、 細菌と塩水のた

め生活用水として十分に使えるものではなかった。

コルカタに初めて地下水を目的とした井戸が 、 掘削された

のは 1838 年で、 William 砦（現在でもフグリ川の東岸にあ

る）の兵員）l1であった。 幸い約 52m の深さで淡水の地下水に

遭遇し使用された。その後人口の増加や、ジュート工場の進

出で井戸の掘削は増えたが、需要を賄うことは出来なかった。

英国政府が 1 9 世紀なかば直轄綻治へ乗り出し 、 早くも

1870 年には市街地の約 30 kru上流に位置するフグリ川の束岸

脇に Pal ta 浄水垢を建設した。 その後随時施設を増設し、主

に市の北に配水した）） 。 しかし新規に発展したコルカタの南

部はバルタ浄水楊から遠いため長い間取り残され、井戸を依

然として使っていた。 1 982 年南部に GardenReach i争水楊が

完成し、市の大部分に配水できるようになった J)) 0 

地下水では公共用の深井戸が 235 本、 家庭用の小口径の井

戸が 7350 本あるとされる。 このほかに個人用 、 工場、 集合

住宅用の井戸があり、数は把握されていないが、全体で約
1 4 万耐／ 日の拗水がなされている｝）。 コルカタ地域では、最

近まで地下水が使用された南部にヒ素被害が報告された。 現

在地下水に対する依存度は 8.8％で低いが 、 実態はもっと多

いのであろう。

それは最近急激に地下水位が低下している地区によく示
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されている。 1985 年の調究では、 1 956 年に比ぺ地下水位が

全体に低下しており、とくにコルカタ南部でその傾向が強く、

その降下h団は 3 . 84m から 9. 75m におよんでいる） I o

コルカタでは中心部から南部にかけて手押 しポンプによ

る浅い地下水の利用が多 く 、ヒ 素に よって汚染されている

(Fig. 5) ）） 。 50 J.L g/）以上が 80％を越す地域が、 地下水利

用が依然として多い南部と 、川沿いで塩水浸入のため井戸水

に依存する割合が麻い と思われるフグ リ川沿岸に集中して

いる。 低い地域は Garden Heach 等の地表水の上水が配水さ

れている区域であろう 。
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Fig.5 Arsenic Contamination in Central part of Kolkata City (Part of 

Kolkata in l'ig.4, by SOES) 

3. 3 パングラデシュ

バングラデシュでは DPIIE (Department of Pub] ic lleal th 

Engineering) がインドとの国境に近い北西部のナワプガン

ジで 199:3年に最初に数本の井戸の地下水からヒ素汚染を報

告し、 患者も報告された。 その結果は 1995 年ジャダプフ‘―

ル大学のセミ ナーで報告された。 その後 、 DPII E を始めとす

る政府が動き 出 し 、 国際機関や各国の OD/\ 、 NPO も加わった。

しか し、 1996 年の半ばまでさえ 、 ヒ 素の全国的な汚染や

被舎の規模は明らかにされていなかった。 BGS （英国地殴調

査所）の調査が始まったのは 1998 年 1 月で、 ］999 年 1 月

に速報値が公表され、 最終報告が出たのは 200J 年 2 月であ

る。

かなりおおがかりな調査で科学的な結果が公表された！ ））＇

チッタゴン丘陵を除く全国 3534 木の井戸を調杏し 、 3 ヶ所

を選別し詳細な調杏を した。 その結果は 150111 以浅の井戸

のうち、 27％が基準を越えていた。

次 い でヒ素汚染調査は 、 BA~IWSP (Bang J adesh Arsenic 

~Ii t.igat ion Water Supply Projec t) に引 き継がれ全国統一

して系統的に行なわれた。 これは政府、 地方政府、 01)A や Nl'O

が地域を分担して、 1998 年より 2006 年まで 9 年を要した

壮大なプロジェク トである。 当初は World Bank により始め

られ、 2003 年政府に移管され、 援助国の 01)A や 即0 に引き

維がれた。

各団体で郡 (upaziJ a) 単位に担当を分け 、 データは DPIIE

O) NMI IC (Na ti onal Arsenic Mitigation Information 

Cent er) に集租されデータベース化された＇ ））。 水供給、 保

健と／謀業(/) 3 つある部門なかで水供給部門は、 国の南半分

を中心に、 約 490 万本の生活用井戸を主に野外分析器によ

って地下水のヒ素の化学分析を実施し設度を測定した。

最終的に、全国で約 800 万本あるといわれる井戸(/) 62%

を個別分析した。その結果、 全体の 29％の井戸で、 50ti g/ 

）の基準値を越すこ と が分かったゥ それを郡単位の芯ll合で固

化 したものが 、 Fig.4 のバングラデシュ側である ' )) 。 この

29％と しヽ う ‘,•Iill合は BGS が出した結果の 27％とさほど変わら

ない。 これは 、 BGS の調査対象の母集団が BMIWSP の約 1400

分の 1 の少なさであったにもかかわらず、割合がさほど変わ

らないのは 、 バングラデシュ全体の汚染の割合を示唆する数

字としてかなり重要である。

郡単位で 60％以上の井戸が基準値を越す地域は、 非‘，常に

顕著な分布を示す (Fig. 6 ) 9) ） 。 その地域は、 パングラデシ

ュの南半分を約 100~ 120 kmの幅をもって 、 西の国炭線から

西南西ー東北東の走向で東の国境まで措状に辿なる。 その長

さは約 2,10 kmである。ただし、 その帯は途中 2 ヶ所でほぽ

南北方向にh訟0 kIIIほどの低談度幣 (20％以下）で途切れる。

また、 陳味深いこと に 、 分布の北限は標邸 35-4mの等恥

線に並行する。 これは約 6000cal yr BPO/;l,渭神友正（直）頃の最

大海進時の標祁とほぼ並行する l ) ）。

南限がはぼ I. 5mであるのは、 塩水浸入があるため、 以南

には浅い井戸は存在せず、 300mほどの井戸で淡水を利用 し

て し‘るためである。

他の地域は、測定密度も低いこともあって 、 60%を越すよ

うな麻濃度の郡は、 メグナ川上流のシレ ットおよび、ガンジ

ス川の国悦付近のみであ る】 ）） 。

汚染した地下水が含まれる帯水囲の深さは、 井戸の深度と

ヒ索の浪度の分布から推定するこ とが出来る (Fig. 7)''> ., 

BGS の調究も 、 麻i翡度の ヒ 素を含む地下水は、 深さ 1 50m ま

での井戸に集中し 、 その浜度も平均 100µgが で 、 i裂いもの

は 1 00011 g/) を越える。 とくに 、 深度 20~ ! 00m の井戸に、

I 00,1 g/）を越える井戸が集中する 1) ） 。 深さ 1 50m を越える井

戸には基準値を上回る井戸は少ない。 1 50m を越すような深

い井戸が少ないこ と 、帯水阿に設骰したス クリーンの前後の

外周が彩に閉塞されているかな ど井戸の仕上が り の問題は
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あるが 、 ! OOm 以浅の井戸にヒ素が多いことは明らかである。
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4. 地下水のヒ素汚染と第四紀末の海水準変動

4. 1 地下水ヒ槃汚染の実悲

Fi g.'1 はパングラデシュの BAMl\"SP によって潤究された分

布図と 、 SOES によって得られた西ペンガル州の結果を単純

に接紐させた図である。西ベンガル州は分析した手動ポンプ

のサンプル昆数は 140. 1 50本とパングラデシュの 2. 9％に悩

たず、圧倒的に少ないので細かい傾向を一既に語ることは出

来ない。

西ペンガル州では、 汚染の度合いを県単位で色分けし、 1 9

県を 3 つに分類した)), 1 番目は非常に汚染されている）卜戸

水で、 300// g/）のヒ素浪度が見られるものである。 フグリ川

とガンジス川の分岐から 、 下流束作にある 9 県に分布する。

135. 555 個のサンプルの 49. 7％が 1 011 gが以上、 2'1. 7％が 50

µg/ ） 以上を示した 2 番目は中位に汚染されている井戸水

で、 2923 本の井戸を調ぺた。 大半が 50// g/) 以下で、 少数が

50~10011 g/) で、 50µ g / ) 以上は 0. 2％にすぎない 10011 

gが を越える i裂度はない。 西ベンガル州の最北の 5 県に分布

する> 3 番目の地域は、 1 672 個のサンプルは全て 3µ g / ） 以

下である。非汚染の範囲に入る 1 0µ g/）以下かヒ索無 しとし

てよい地域で、フグリ川の西J；団の 5 県に見られる

以上のことからパングラデシュ 中央部を 、 50 11 gが以 I:(/）

と素汚染率が 60％を越す割合の郡が分布する梢状地域が、

約 100kIn面で東西に続く ｛項向は、西ベンガル州のフグリ 川束

岸地域にまで連続し、西岸と 北側には続かないと占う こ とが

できる。パングラデシュの帯状の分布が 2 ヶ所で分断される

ことは既に述ぺた。 これはヒ索の濃集と地下水への溶脱を考

えるとき、重要なヒン ト を与えてくれるが、後に述べる 以

上がガンジス川平野全体のヒ索汚染地下水の分布の概要で

ある

4. 2 ヒ素汚染の実態を第四紀海水準からみる

ガンジス平野の TA 附のヒ索問題を考える時、 最も重要で

密接に関係するのは、 当平野の第四紀における地形と地残栖

造発達史である”。 そ(/)なかでも 、 その末期に発生した世界

的な海水準の変動である。 第四紀末期の全地球的な寒冷化

（最終氷期）のため海水準は、今から 22. 000 年前後から低

下（海退）が加辿し 、 約 18. 000 年～ 1 9,000 年に極限に達し

たとされる その海水準は、 現在より約 120m 前後低かった

とされ、その証拠は世界的に多く残っている”)0

ペンガル湾の沖合いには、 西側に深さが 200m におよぶ明

瞭な海底谷が陸側より沖合いまで追跡でき 、 一方東側には

50m 以深におよぶ比校的緩い海底谷がある (Fi g. 6) ， この 2

つの海底谷は最終氷期の海退時に下刻されたガンジス平野

の河川に続くと考えられる。

西側の海底谷は 、 ジャムナ川の橋梁基礎のポーリング

( 1 974) の際、発見された砂礫層に続くと思われなこれは

ジャムナ川上流のチャタール川との分かれの直下からガン

ジス川との合流点まで約 1 35km にわたって、地下 70~ 100m

に存(Eする砂礫Wi である 2 I) 。 地牲年代は砂礫灼のさらに

20m 下で発見された木片の放射性炭素の年代 (28. 320 年前）

から推測した。 この砂礫約が堆枡する 1口河谷は南のクルナに

述紐し22) 、最近クルナの東南 Bagerhat で実施されたポーリ

ング（深度 90m) で 60m 以深に河成の砂団が肛＜仔在し 、 深

度 55m の木片から 92 !9cu l yr BP の年代が得られたり）。

これらの堆租物は「古ジャムナ川」の下流を形成して 、ペン

ガル洒の海庇谷に述続していた谷を埋没したと推測されるウ

なぜなら大きな河川が上流になければ明瞭な海底谷はでき

ない 東は現在のガンジス川の絞く古い河谷の跡であろう 1
)) 

その後、地球の温暖化に伴い、海水準は上昇（海進）し 、

下刻された谷筋は上流からの堆梢物により埋没されていっ

た。 約 1 0. 000 年前から現在まで、 その変動の様子は、 海底

泥中に残された悔作を指標する植物（マングロープなど）の

占花粉分折によって、細かく濶ぺられている 1) ） ． 99) ， 9) ） ,'

その結果け、変動の速さは変わりながらも、現在の海水準に

向かって海進が続さ、途中 2 1可ほど顕 汗な上外の倅滞期があ

る。 これは東京洲の結果と同じである。 停滞期は長いときは

1000 年ほど続く 。その歴贔は現在の海水準より 一70m と 40 

~-50m 前後である 0)) 0 

この海水準の停滞期には、 デルタは発達せずに 、 遊水地や

後1国地、 三日月湖には妖や卜如煩、 マングロープなどの拙物

が繁茂し、枯れてはその場に埋もれてゆ< , 海岸には洒Ji!:流

によって砂丘やラグーン（泥湖）の潮間術が発達ナる＇ この

哀殷はやがて有機物を地中にJ.すじ込め厚い有機物附（ピー

ト）となる 有機物はパクテリアによって酸素を硝代し、還

元状態になる。

第四紀更新世 k期から完新世にかけて、ガンジス平野を形
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作ったデルタの発達は、平野の西北端から始まった (Fi g.2) 

り， 1) ） 。 ガンジス川の西端を流れるフグリ川は、固い岩盤で

できた古生代の花向岩類とその東端を緑取る更新世の段丘

堆積物を避けるように 、 束南に扇状に広がっていった。 それ

は氾濫原と自然堤防や後背湿地を作り 、 河川流路の浸食と変

化を繰り返しながら、三日月湖跡を残してゆくという、一連

の地形発達史を繰り返した”• 1) ） 。

ヒマラヤ山脈の隆起による堆栢物の供給の増加と、デルタ域

の沈降が相まって、ガンジス川は氾濫原と自然堤防の扇形の

列を作り 、 フグリ川が作った古いデルタを迂回し埋没させ、

流路を東遷させながら 、 束にデルタを広げ、ガンジス平野を

埋租する一方で帯水枢iを形成した。 こうして 「古ジャムナ川」

は第四紀更新世末期から第阻紀の早い時期にジャムナ、ガン

ジス両河川から大枇の堆和物を供給されて埋没し、 流路が絶

たれて海底谷が明瞭な形で残ったと考えられる。

一方 、 東のガンジス川は現在まで堆栢物を海底に運んだ結

果、谷筋が埋没し不明瞭になったと推測される。

5 . ヒ素の化学的な性笠と地下水中の挙動

ヒ素 (As) は硫砒鉄鉱 (FeAsS) や黄鉄鉱 (FeSりを起

源とする酸化した土粒子に含まれ、他に熱水や火山咬気起源

がある。 水の中では賜イオンとして挙動せず、酸素と親和力

が強いため、結合してオキソアニオンとして学動する。 ヒ素

には4 つの同位体があり、礎性の強い十 3 価のヒ素は亜ヒ酸

(IP Asりを作って、共電荷の物質とは結合しない。 吉村 ・

赤井2) ）によれば「ヒ素のオキソアニオンは Fc 、 Mn 、 f\1 な

どの酸化物 ・ 水酸化物等の表面に吸沿されて、沈殿したり 、

水中に懸濁している。表而に吸，{f されるため比表而栢が大き

い、つまり小さい物役の方が吸将率が大きい。 （中略）鉄酸

化物 ・水酸化物はヒ素を吸沿している最も重要な鉱物である。

ピート陪に澄集することも知られている 」 とある。

また、同著では、 「地下水ヒ素汚染のメカニズムとして、

ヒ素の溶解度は小さいので、即地下水がヒ索に汚染されると

は限らず、 溶け出すそれなりのきっかけ、誘因が必要である。

（中略）それらとして、酸化還元環税の変化、 pll の変化一

アルカリ化、塩分濃度の変化、肥料ーとくに燐酸の影堀、そ

の他の化学物’質の影帯、 富栄養化、地下水位と地下水の流動

速度」をあげそれぞれ論点を整理している。

次に彼らは簡潔にヒ素汚染をもたらす地’尻環様を述べて

いる。 これは、 次のように整理できる。 パングラデシュにお

ける海水準の変動とヒ素汚染した井戸の分布については、辻

(2006 C) に述べたので、 繰り返さないが、諏要なことは

①祁いヒ素分布地域の北限と 、地倒的に推定される最終海進

の標莉とほぽ一致する、②最終海進中に海水準の倅滞期がバ

ングラデシュにも認められ、 有機物質が多く含まれる。 ③ヒ

素の麻楼度帯は 2 ヶ所汚染率が 20％以下の低汚染術によっ

て南北に分断される、④その 2 つの分1訴帯は最終氷期の埋

没谷の方向にほぽ一致する、 ⑤パ リンド台地や、西ベンガル

州のフグリ川西岸にヒ索汚染は見られない、⑥ここは更新世

の段丘堆苗物や、 その後の山艇扇状地で透水性の良い祖粒な

堆積物が分布し、地下水流動がよい梢水附である 1 )) ⑥の

観察は吉村 ・ 赤井の記述と一致している。 即ち酸化俎位条件

下の地域である。

6. 安全な地下水の確保ヘーヒ素汚染低減化の試案

パングラデシュの過去の洪水に上る冠水域の記録をみる

と 、 洪水はクルナからジェソール、さらに西側の国税までの

南北に広い卵型の地域にはおよばず、冠水しなかったことが

分かる。 (Fig8)') ） 。 地形図では西ベンガル州のフグリ川束

岸に広がる古いデルタにほぽ相当する (Fig.2)') 。 当地域

は周りに比ぺ標麻が麻い訳ではないから 、 これは恐らく支流

網の上流がガンジス川本流と分断されており、洪水が浸水し

ない地形によると考えられる。

この卵型の無冠水域の乗緑は、ほぽ「古ジャムナ川jの流路に

当る。 この流路は旧河川谷であるから 、 地下に透水性の良い

砂や礫の多い地翔が堆梢して海に連続していることは十分

予想される。 上記のヒ索の化学的性’政を考應すると 、 ①以前

は周りと同じようにヒ素は祁濃度であったかもしれないが 、

流動性の良い地下水によって洗い出された結果、 ヒ素汚染率

が 20％以下の低い地域になった。 ②粗粒堆和物が多いため 、

もともと海進時にヒ素が浪集しなかった。 と 2 つの考え方

ができる。 恐らく②の可能性が研く、低浪度率の分断帯が旧

流路に近い要因はここにあると思われる。

tヽ,＼ . 1I • 叩．ふ～へ・ : 
ぷ•、 •.·. •• l 
•、 、... .., 、ヽ＞••.‘ ’

贄 " ,̀I, 0 -,.．．.、．．.. 、• . 
9ヽ· •••. ・＾鴫 . ' ¥" 

ヽ鰊=••--...--バー------•-...吝̂ “‘ :..,._ .ヽ ”~ ". ・ .ヽ な,. nｷ .• 

Fig.8 Flood 心TcctcdArca in 197-1 and 1998 

したがって、洪水が冠水した＇ドが無いクルナの西を 、 自然

の右岸堤とし、古クルナ川の直上に沿って洪水を海水する排

水路を開削すれば、 ヒ索を含まない雨水を地下水の人工涵疫

の水源として、水骰改曲と洪水の放水路を兼ねた蒋水路（い

わば古ジャムナ川の復活案）が出来るのではないかと思われ

る (Fig.6 の、点線）。

その長さは、 ジャムナ川との合流点から南海J叡の河口まで

約 150 kmである。 勾配は 6/15,000 (l/2,500) と極めて緩い。

これは必ずしも直椋形にする必要はない。 自然地形（後秤涅

地、三日月湖、自然提防、古砂丘、ラグーン跡）を生かしう

まく接続させてゆけば、工1料も安くなると思われる。 また、

独立して自然地形として各地に残る低地を、人工涵投の皿池

として利用できる。 もちろんこれから始める各ユニオンごと

の代替施設の建設咲や維持代との経済比較検討が必要であ

る。湿地帯の生態系への影将はもちろん配ff、せねばならない

が、安全な人の水を確保することも考えねばならない。
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7 . 現在の水道供給の状況

7. 1 コルカタ市の給水

フグリ川の右岸（西岸）には水理地質で述べたように古い

更新世の段丘が分布し、ヒ素を含む地翔は分布しない。 西ベ

ンガルのコルカタでは市街地の 30 km北のフグリ川から取水

する Pa1 ta 施設（現在インディラ · ガンディと改名）が 1870

年に 、 配水を 2.3 万 m3/Fl から始め、 ヒ素が都市部で問題に

なることは無かった。 2007 年には 98.4 万 m '/n に拡張の予

定である (Tal>lcl )'') 。 都市が南に発達するにつれて 、 Garden

Reach に新たに浄水施設が作られた， しかし、 9災村地術に

は手が回らず、フグリ川の左i# （康比）に沿う股村で 1 00m

より浅し、井戸に 50µ g/) を超すi翡度の拙い地 F水が産出し、

ヒ素被むが発生した Table ! にある地 F水利用率は 8.8％と

低いが、最近法令顛守を促す下記のような広報が行なわれた。

西ペンガル州は当初は大統領の裁可 1況項で、 2005 年に

¥¥'est Bengal Ground ¥¥'a ter Resources Act を制定した， 市

と州内で違法な地下水揚水が後を絶たないため、水管理委員

会に地下水涵投と保全のキャンペーンを立ち上げ、市民に換

起を促すよう指示した (The SI a I csinan.2007 年 3 月 7 日） 。

伝統的な雨水利用や節水と、新規(/)井戸掘削に許可が必要な

ことを改めて指示した。 市の中心部では地下水位が 9m から

16m も降下した。 これは急速な都心部の1Jil発が彩喋してい

る。

Tablet Water Source ofKolkata \Vatcrworks(•IOOOm3/day) 

ガンジス Jll （表流水）

左岸（東岸） ・ コルカタ 右 岸（西岸） ・ ハウラー

パルタ
ガーデン /I•うナガル ・

/\・ドマプりール セうムがール
リーチ カマール／1ティ

730 270 l:36 180 90 

1.136 270 

1.406 (91.2%) 

地下水

地区井戸 私用井戸

90 •15 

135 (8.8%) 

1,5-1] (100%) 

洪村から都市への人口の流入やパングラデシュからの難

民（現在特別に水道料は無料となっている）など最近急激に

人口が増加している。 市中心部の人口密度は、 2.4 万人加u'

で、デリーやムンバイを抜いている (Tablc2)'') 。

Tablc2 ¥Vatcn"orks ~nd water demand forccasl in Kolkala ~Jc1ropoli1a11 

District 

人口 盤要歪（ ＊ 1000m3/ 日 ）

年
コルカタ コルカタ自治体（百万人）
都市堕 の配分

2000 15.50 2,034 675 

2015 21.40 2.565 696 

給水に関する他の問題点として、自然条件では、市の東部

に塩沢地が広がること、南は感潮域に面すること、熱帯特有

の細菌などである。 社会条件としては、不適切で老朽化した

配水システム、人による盗水や消火栓の劣化による漏水など

有収率の低さがあり、掘水は 26•3％にもなる） l o

見逃せない問題として、未処理水の水供給が 34 万 m'/日

もあることである。 これは、フグリ川からポンプアップされ、

主幹線のパイプで配水される水で、カンリックガット 、 ワッ

トガンジにある。 これらの水は火1t 、 道路梢掃、 トイレ等に

使用され、 貧困附には家庭｝ll水と して使われている。 1960

年代のコレラ流行の原因となり、以後塩索滅菌され、 1963

年から病気は妓った。 外には使い古したパイプとタンク 、 ス

ラム街や道路には壊れた水道栓がある。 配水管は 1 日に 6-7

時間通水され、他は空にするため、位裂から公害物質が浸入

したり、配水管の周りの上の塩分濃度が邸く、腐食も問題で

ある。 しかし、 コルカタの水道関係者から水道のヒ素汚染の

話を開くことは無かった。

最後に、コルカタの給水問題として、ガンジス川のファラ

ッカ堰は避けて通れないだろう この聡は 1975 年国炭から

約 18kIn上流の本流に造られたZ) ） J 6 世紀まで本流であっ

たいうフグリ川に両国の協定により、決められた水屈を分水

しているという 。 インド側では、途中のムシダパッドにある

石炭火力発屯所（認可発屯容りし•2 1 0 万 KIi'）に使用する 、 フ

グリ川に埋和した掃流砂を流出させ、船蓮航路を確保する、

コルカタの水毀源を確保するという；3 つの目的がある。

これに対し、パングラデシュ側から水i.i源の減少によって

／謀業と人の生活が杓かされる、塩水の遡上によって1謀作被害

が広がる 、 予告なしの放流で洪水が発生するなどクレームが

ついている。 1996 年 l2 月 「ガンジス川協定」によって両

国の分水抗は一応決着したとされている 'l l 0 

7. 2 西ベンガル州

当地における給水は、水理地質とヒ素汚染の項で述べたよ

うに、村落は地下水によって行なわれているっ その水依につ

いては分からないが、 75.6 百万人が 501/日の生活用水を使

用した場合、 約 378 万 m 』1日の地下水が楊水されている。

7. 3 バングラデシュ

パングラデシュでは生活m水の 97％を地下水に依存して

いる。 政府はヒ素の水牧基準 (50/I g/1) を越える生活井戸

の汚染率が 80％を越えている 800 村（全体で 85-10 村ある

うちの 9.4%）を Emergency Response Villages として倭先

的に対策に乗り出すことにしたが、必ずしも適当な代替水源

がある訳ではない。 その具体的な指針が＼ILGROC によって

2004 年 3 月に出された 「Na tional Pol icy for Arsenic 

Mitigation 2004 & Implementation Plan for Arsenic 

Mitigation in Bangladesh」である ））。 こ こには基本政策か

ら 、 適地の選定、工法、代杵水源の設計図にいたる細かいこ

とが記してある。 今まで ODA や NGO によって実施された
事例は多い> l l 0 

援助組織や地元市恰により、規模は異なるが ． l タンクの

建設井は、 代替の浅井戸の掘削を含め、 25~30 万円である

が、 その 90％は援助するが、残り 10％は地元負担とするっ

地何的な条件で、濾過材である砂利は 1 タンク当り 6200 円

と害ll莉である。 砂も北から運搬する。

住民の自立を促すため、維持管理？tは地元に任せ、 その負
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担とする。 水質にもよるが、年に 1 ~2 回は砂と涯を洗浄す

る必要がある。 給水計両は一人 5)In とし 、 l タンク当り 1.5

~2 .0m ' とするため、給水人nは平均 300~-100 人（水源に

より 150~200 人もある）であな生活圏から 500m 以内に

1 つの共同栓があることが望ましいヒ索汚染のない深井戸

から直接給水するのが、一番安全で安いので、地元のドンキ

ーエ法で 300m を目指している。 2005 年 11 月 までに汚染

地に 2 1.005 基の代替水源が建設されたl) ） 。

このほかに特殊な例として、 JICA と AAN は三日月湖の水

源 (Baor) 使った規模の大きな地域水道パイフシステムの試

みを行なったい）

代替水源で一番の間姐は、建設を受け人れる組織(/)単位を

どうするか、維持管理をうまく運営する組織として存続して

ゆくかにかかっている。 代杵府源の成功の蜘は、最初の計両

から住民参加型にすること、井戸ごとの利用者組合の結成と

団結をうまく維続させることであるという 2) ）， J) ） 水源と

並行して、 n 常生活の食1tにおける栄投指達も行なわれてい

る。 月に 1 度 NPO などにより水質検＿ftが行なわれてし‘る，

8. 結論：ガンジス平野の TA 尼に潜むリスク

8. 1 生活用水がヒ素汚染され、健康を害するリスク

一般にリスクの被宙規模や発生確率が大きな場合、 その低

祓対策は安全対策や有む要因の低敲に向かう"） 当平野の

均合リスクの原因は保険のさかない自然起源であり、避けて

逃れられる問題ではない。 そこに定住し生括する人が帯水附

に対し地下水位を低下させ揚水して始めて地下水を得る。 そ

の作用をおよぽす限り 、 その反作用をこうむることになる。

こういう発生確率も被古規模も大きなリスクでは、被古のこ

うむり方を最小限にする工夫を出来る限り早く探しだし、リ

スクを地道に取り除いてゆくより他に方法はないと思われ

る。

8.2 地下水のヒ素汚染の発生機構の解明と対症に関する

情報交換不足のリスク

人は異変の発生を認識したとき、まず事項を整理・分析し 、

個人や組織の範囲（政府や国）で対処できるか否かを判断す

るものである。このとき限られた人的i令i源や情報拭のなかで、

異常性の評価がその後のリスク低肢(/)度合いを大きく左右

する。 その場で偶然に発生したことで、田令の地方の奇病と

いう症例と評価すれば、 一時的なー地方(/)異変として埋没す

る。

したがって、他者の目に付かないように秘密裏にことを股

いI隠し、公表を避けるのが常である。 それが少し良心的な科

学者の世界であれば、混乱や誤解を避けるため、再現性や確

証を得るため、さらに実歌や調究を続けたあとに、再度判断

の岐路に立つだろう 。 しかし多くは内I~合の世界で処理されが

ちである。 国が追えばその墜はなおさら邸くなるであろう 。

今回の場合、イ ンドで、北部パンジャプ州などを除き、西

ベンガル州で、ヒ素汚染患打が報作されたのは 1 983 年であ

る。 パングラデシュで発見され問題化したのは、 1 993 年で

ある。 10 年の月日が経っている。 専門学術雑誌での発表は

別にして 、 両国で佑報交換(/)均がもたれた(/)は、 1 995 年コ

ルカタの国際会議が最初であろう

この長く経過した時間の間に、もっと ＇社く対策が沿じられ

ていれば命を救われた人や、症状の悪化を防げた人が沢山い

たこ とを想像するには、十分な時の流れであろう 。

これに関連するが、ダ ッカの近くに住む 50 代の原告

(Sur radhar 氏）が BGS の上部組織である NERC(Natur.1 I 

Environment Research Counc i l)を被告として訴えた損害賠

依請求の訴菰li件 (200- 1 ) がある”)。最終的に英国の Ilousc

of Lords （最裔裁判所にあたる）は 2006 年被告に不作為の

過失は無かったと請求を棄却した。 この訴訟は原告がそれま

で池の水で賄っていた飲用水を、 BGS に雁われた専門家がヒ

素の検究をしなかった井戸に変えたため、健康被害を受けた

というのが発端である。情報伝達の不Viiiに対する非難と将来

同様の訴訟の対象になる可能性を示唆していると思われる。

8. 3 地下水のヒ素汚染が食物連鎖におよぷリスク

バングラデシュでは深井戸を掘削し、他期にirli漑して稲作

している。 稲は比校的ヒ索に強いと苫われているが、最近残

留ヒ素が見つかった。 稲作ばパングラデシュの 50％以上の

人が従事する基幹賄業である0 Nat iona] Pol icy 2004 では

ヒ素汚染を七壌や家俗についても行なうよう指示した。 この

問題はこれからどう J投1)りするか全く予測がつかない。

8. 4 リスクを低減する対策・指針と人間の知恵

異常や異変を見逃さずに、予測されるリスクを将辿的な原

理 ・ 原則までさかの1てって分折し、評価する）］は、第 1 に

その人が屈する固や組織が決めたリスク対応方針や行動指

針によるだろう直接に異変に逍遇した楊合、人が異変を［見

逃さない」 判断を下すことや、最悪のシナリオを想定するカ

は、リスク対応に対する教有や科学的専門性、それに経験や

人脈に由来する人間的な総合）］とも苗うべき「人間の知忠」

によるところが大きいと思われる。ガンジス平野の楊合には、

病理的な症状の判断と汚染地 F水の器となる水理描造や、原

因物囲であるヒ必に対する広範な知識や桔報収集力を結集

して将来のシナリオセシミュレーションする力が一番基本

になると思オれる。

Table3 ~lain poli~y and guideline on water resources. Bangladesh 

Y~ar Policy and Plan 

1992 National Environm~ntal Policy 

1994 National Forest!)'Policy 

1996 National En~rgy Policy 

1998 Na11011al Fisheries Poli じy

1998 National Policy for Safi: \Vat~r Supply & Sanit:111011 

1999 National Agricultural l'ohcy 

1999 Industrial Policy 

1999 National Water Policy 

2004 
Na11011al Policy lor /¥Jｷsenic i¥litigation 2004 & 

Implementation Plan for Arsenic 1-htrgation in Bangladesh 

2004 NalJOnal Water Management Plan(Approvcd by the Council) 

2005 
Sector Development Pro郡ammc. Water and Samtation 

s~.:lor in Banglatksh. Vol.1.1-!ain Report 

2005 
Pro Poor Str:ucgy For Water and Sanitation Sector 

in Bangladesh 

最後にこの世界でも最も困難な TAR可問題に取り組むバン

グラデシュ政府が発表した最近の政策や指針を表としてま
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とめた (Tablc3) 。 この中に彼らの英知は十分心き込まれて

おり、内容は評価できる。 この中で一番重要でかつ緊也の政

策と思われる 「National Water Management Plan 2004」の冒頭

の Executive Sununruy の一成に、‘'最近のヒ素の発見によっ

て 、 J謀村地域の人々へ安全な水を供給した過去の成功は、も

とに戻ってしまった＂という悲痛な叫ぴがある

r安全な水」 の供給はいかにこれらのポリシーに則り、迅速

に地方末端までの組織力をきちんと構築して実行するかに

かかっている。 それは TA 附の地下水に依存する人々の命に

直結した緊急の課題である

Fig.i は科学的にはと素汚染を表した分布図であるが、約

2400 万人の人々が現在も災古の渦中にあって、人の健原 ・

生命におよぶ災店が極めて邸い確弔であることを示した

「H匹rd Map, として理解すべき図である。

パングラデシュの National Policy for Arsenic Mitigation 

200-1 は 、 地下水を国家の水源とし、 Groundwater Act を制

定する必要性をはっきりと述べているしかし今も地下水や

水道水源に関する法律は無く、 Pol icy と Water Guideline 

があるのみで、地下水行理に一番基本的な法的措位が凶き去

りにされている。地下水の法的位骰付けは国の財産権、水に

関係する恨行水利権、環税保全などの関係法と大きな係わり

をもっているこれから検討されるであろう地下水法の内容

とともに今後の課題としたい。 一方、西ペンガル州には •n1e

Wcst Bengal Ground Water Resources /\cl が 2005 年に制定さ

れているが 、 実効を伴っていないことは既に述ぺた。
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［四万十 ・ 流域圏学会誌第 7巻第 2 号 41-45 2008 ] 

＜報告＞

H20 年度第8回四万十・流域圏学会総会報告

高知県森林総合センター・情報交流館

平成 20 年 5 月 31 日

AM11 :20-12:00 

総務委員会

（記）

平成 19 年度事業報告

平成 19 年度財務報告

平成 20 年度財務計画

平成 20 年度事業計画

＜添付、パワーポイントのコピー参照＞
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H20年度第8回四万十・流域圏学会総会

上知県森林総合センター・情報交流館

平成20年5月 3 1 日

AMll:20-12:00 

総会報告資料

総務委員会

平成19年度総務委員会報告

し（平成19年5月 1 日～平成20年3月 31 日 ）

●平成19年度事業計回の執行管理

●「四万十活性化小委員会」、四万十かいどうブロジェクトの執行
⇒四万十活性化委員会の立ち上げ体制を確立

●流域圏交流

不知火海・球磨川流域圏学会との連携協力

し
平成19年度表彰委員会報告
（平成19年5月 1 日～平成20年3月 31 日 ）

•努力賞（小・中・高等学校）の設立準鑽 ⇒＜感謝状＞

•功労賞と奨励賞の設立準償
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し
平成19年度事業報告
（平成19年5月 1 日～平成20年3月31 日）

●成19年5月 13日
不知火海・球磨川淀這圏学会 •第二回総会・研究免孜会への参加 ＜辻． 村上＞

● 平成19年5月26 日

算7回四万十·歪域圏学会鯰会・研究発表会の開催
●平成19年 5月27日
• 四万十・流域圏学会（貫7回） ユースセッションフィールド・ツアー
ｷ •ホタ／Hが牛9する自， 環墳のII胄 （閏国市奈箆JII)
• 対象ヽJヽ中，，，生 （俣II看および大会om名も参加した）
• r四万十活性化小委員会」、四万十かいどうプロジェクトの擢遺
● 流域圏交流ブログラムの展開

● 平圧/9年 6片15日四万十・流域圏学会誌第6巻第2号発行
● 平厄／9年 12ガ15日四万十・流域l!li字芸店第1巻第9号発行 ~(H20.3.3 I) 

〇 平底20年 6丹15日 四万十·況域l!IJ学食誌舅1巻舅2号発行く予定＞

平成19年度編集・出版委員会報告
上＿竺i成19年5月 1 日～平成20年3月 31 日 ）

0平戌99年6月15日四万十-~冨層学念鈷第6巻第2号発行

●平成19年12月 15日四万十・蕊域圏学会誌第7巻第1号発行⇒ (H20.3 .31)

〇平成20年 6月 15日四万十・流域圏学会誌第7巻第2号発行く予定）

● ISBN取得 ⇒ q農緩鰈題＞

蕊域圏学会誌への統合化計國イニシアティブの検討

上
平成19年度企画委員会報告
（平成19年5月 1 日～平成20年3月 31 日 ）

●平成19年5月 13日
流域圏交流ブログラムの展開
（不知火海 ・球磨川流域圏学会•第2回総会・研究発表会の支桟
参加と流域交流）

●平成19年 5月 27 日

四万十・流域圏学会（第7回）ユースセッションフィールド・ツアー
• ●ホタルが生息する自然環境の観察 （南国市奈路JIl)
•対象：小中学生（保護者および大会参加者も参加した）



• 
平成19年度財務報告（収入）

平成19年5月 1 日～平成20年3月 31 日

1 ． 一般会計・収入の部（認括表）
｀，ー・ 1 9 9 

上9 一般平会計成・平室1成出9の99年部年C5紐度月ぽ9 B財壼~l 務報告（支出）平成20年3月 31 日

（単位 ： 円 ）
科目 予算額 実行韻 比較 科目 予算額 実行額 比較

...4と·<— 800000 385000 -415,000 研究発表会 120/JOO 32.869 -87.131 

キの他会費

゜ ゜ ゜
一般会計 500.000 386.615 ー113.385

渭肋金

゜ ゜ ゜肋成金

゜ ゜ ゜
会印JI嗣費費壽 420、000 337950 -82.950 

゜ ゜ ゜寄付金

゜ ゜ ゜
酎•

゜ ゜ ゜鍵収入 2.000 1.223 -777 通信費 60,000 39,700 -20.300 

仮受金

゜ ゜ ゜
事務費 10,000 7,420 -2 580 

当期収入合計 802.000 386.223 -415,777 讀• 10.000 2.445 -7.555 

前期繰越金 1.101.209 1.101.209 

゜
当期支出合計 620.000 419.484 -200.516 

収入合計 1.903.209 1.487,432 -415,777 次n繰越金 1283209 1.067.948 -215.261 
支出合計 1,903:J.09 1.487.432 -415.777 

（● 円
予重● 貫". 比 II

Jmooo 199000 •ooo 
"9000 

゜゚,000 

゜
-,ooo 上

平成20年度財務計画 （収入）
平成20年4月 1 日～平成21 年3月 318

120000 ”“• • 9 131 
9ヽ,,000 161369 -90131 

（●0 円）

9重• 貫行● 比 較

----l"＾w口µ\W,『O立l ¥-UL  rつJ

科目 Hl9収入額 H20予算額 比較
学会年会費 385.000 760.000 375,000 

'”'” ”299 -50991 
100000 “2 50 -919” . 

゜ ゜
その他の納入金等

゜ ゜ ゜捐助金

゜ ゜ ゜10000 t 0,5 99 599 助成金

゜
239.000 239,000 

902” ”290 

゜,0000 れ,. ーIUOO

10000 62590 -1'10 

寄付金

゜ ゜ ゜鑓収入 1.223 2.000 111 
“uoo 60,000 

゜゜ ゜ ゜5000 1590 ·3 ヽ 10

仮受金

゜ ゜ ゜当間収入合計 386.223 1.001,000 614,777 
5000 1000 ...OOO 

29'” 0 ~21150 
？ヽ9000 161』69 -10131 

前問繰越金 1,101.209 1.067.948 -33 261 

収入合計 1.487.432 2,068.948 581.516 

"＂3 円）

上一般平会計成平支2成出02の0年部年4（認度月括9 B財覆～） 平務成計21年画3月 3（9支日出 ）
（攣位： 円 ）

科目 H19支出額 H20予算額 比較

研究発表会 32.869 303250 270.381 
一般会計 386.615 500.000 113,385 
印刷費 （字会鯰） 337.050 420/JOO 82.950 
会11費纂

゜ ゜ ゜旅費

゜ ゜ ゜

1,  
・ 研究覺薮会 平

成れ湛5月31 日

・フィールド ・ツアー I 
1 平成m年6月 1 B I 

It Ill 
1:9000 90SOOO -2、OOO

゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜゜
9000 ,ooo 

39869 匹250 2903‘’ 
161 ,869 ヽ109SO 299“" 

（●位円）

H19支出饂 H90予翼● ll. .. 
99299 '”'” 1 21‘ " 
“2SO 120.OOO 51 950 

゜
9OOOO ぶ）000

.~1' 0519 90 750 10111 
209” &0000 ""” 通信費 39.700 60/JOO 20.300 

事務費 7.420 10,000 2.580 ゜ ゜
D 

200 10000 .、OO

10910 
遠費 2.445 10.000 7.555 99000 

当期支出合計 419.484 803250 383.766 
40500 
ヽ ヽ 10

次期繰越金 1.067.948 1265 698 197.750 I 000 、 OOO 3000 

支出合計 1.487.432 2.068.946 581.516 ゜
90000 ”OOO 

161.S、!I “ °,9” 9ヽ8381 
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上ー一
•正会員

会員状況
平成20年5月 30日現在

102 名

4 名•学生会員

•賛助会員 4 団体 1 （財）リパ一つロント整傭センター
株式会社四国｀力中村支店

中村閉工会鑓所

林野庁四国森林管遵局四万十川
森林環墳保全ふれあいセンター

四万十 ・ 流域圏学会役員リスト （平成20年5月 ）

し-
会長

I 今井嘉" I 高知；；字名鸞散慢 I ll填化字 l 県内 1
副会長

「 濯誓惰文 西日本14字技術研究所・所長 河川工学 県内

宅閲一之 裏知県巳史民俗沢料鱈鱈長 民俗字 県内

” 北饉正司 1 墓”大祖瑾字邸較Ii | l1填化字 1 県内
大累哀闘 大犀ltii事務所・所長く祈任償慣＞ 地填計繭字 県内

H20年度委員会構成

上総務委員会 委貝長村上雅博
委員：各委員長十代表幹事

財務委員会 委員長襦永秦久

表彰委貝会 委員長松田 絨祐
編集・出版委員会 委員長橋尾直和

企画委員会 委員長石川妙子

四万十活性化委員会委員長 瀬戸口忠臣

代表幹事

●各委員長く代表幹事を兼務＞

●代表幹事 ・理事代表（西内燦夫、搭元康文、山絹慎一）

●高知累文化環境部環境共生課（四万十川・酒流担当）

〇鯰務委員会•特任；遵事会担当犠佐（高知県文化環墳彗）
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上[-20年度役員 改正
•干多高明（財）土木技術研究センター審絹役

副会長踪を退任、退会

• 邑岡和昭（高知県環境研究センター総合環境科長）

監事ほを退任

• 陶山正憲（静岡大学名誉教授）

H19年死亡につき自勁除籍＜釘冥襦申し上げます＞

四万十 ・ 流域圏学会役貝 リスト （平成20年5月）
理事
池田鑢 東大零置纏鳩域零馨•II U会システム

石III 妙子 ＊生生llllill寅軍 王物竿

江凛綸鰐 安蚤市立清水ヶ丘中零ビ ・校長 艦冑竿

大年昂a 裏知大零●零纏歓授 防災エ零

覆本正夭 こうらミュージアムネットワーク会長 艮“零
鼻谷●ま 九州大零工字饂亀“II填エ零94徽隕 土木工零

漏戸口乞臣 JFEエンジニアリング（樟）●閏 土ネエ零

百内 寡夫 NPO匹万十LLF汲填住艮ネットワーク·ltft 直II零

讀電●柏 裏知女子大零文化学饉0隕 言11零· 万冨零

1111! ●乙 冨知lilll大零曇檀 It済零

帽＊曇久 1!iB亭れ零aIiill!天所1111..!I 覆填化零

11元●ヌ 真知大零●零纏OII 匹露碩零

霞外

鼻内

員内

鼻内

l`l閂n ll外

霞91

貫内

霞内

鼻内

JI内

松田●祐 裏知大零名鸞籠隈 水文字・濱Illエ字 鼻内

松本● 稟口大零・枚田鳳立大零名鸞OIll 応肩王愈91零 鼻外

言嶋利鴻 冨知員曜●（賣京•II所因旦） ヨ191•C災エネ I ll外
村上●鴻 裏知工U大零フロンティアエ零0重歓II 水貴量•II壇エネ

山崎慎一 裏知工●●彎●門字校慶ロシステム工零,~111｀鬱II 霞生工零

平成20年度事業計画

● ヰ成20年5月 31 日
第8回四万十・流域圏字会総会・研究発表会の開僅

● 平成20年 6月 1 日
• 四万十・況填圏学会（寛8回） ユースセッション フィールド・ツアー

霧内

I tin 

ｷ •布絹II Iおよび翼汽填の自然井の自桝． ＂甕会（社）冨”露豆と“の委より肋広）
• 対拿 Jヽヽ ・中・裏校生 （保謹名および大会参m名も可）
● 「四万十活性化委員会Jと四万十かいどうブロジェクトの捜追
● 況域圏交流ブログラムの展開⇒歪減11!1学会に向けて
● 他．セミナー・つークショッブ・ 講濱会の協賃

● 四万十・況域圏学全区の発行 （編集・出版委員全紹告による）



上
平成20年度総務委員会計画

（平成20年4月 1 日～平成21年3月 31 日）

•平成20年度事業計国の執行管理

<H.20～四万十活性化委員会を含む＞

・芸填圏交流⇒流填圏学会の設立に向けての準鑽活勁

•その他、総合事務局としての役割

担当：
•総務委員長：村上雅博・理事、（兼代表幹事）

•総務委員会・委員：代表幹事、理事、他（外部有謀者）

•特任；理事会担当補佐
（高知累文化11墳郷11墳共生課四万十川 ・ 澪溢担当）

平成20年度表彰委員会委員会計画
上成20年4月 1 日～平成21年3月 31 日）
•努力賞（小・中・高疇学校）の執行 ⇒（感割状）

•功労賞と奨励賞の執行

•名誉会員の設立準鯛<H21年総会にむけて起案＞

担：

•表彰委貝長：松田絨祐・理事（代表幹事を兼任）

•表彰委員： 代表幹事＋理事（小・中・高校代表）

平成20年度四万十活性化委員会計画
上成20年4月 1 日～平成21 年3月 31 日）

•四万十かいどうブロジェクトの推進

•森・川・海を連携する流域圏活動の強化

（特に、海について： H21年度研究発表会のテーマ）

担当：
•四万十活性化委貝長：瀬戸口忠臣・理事（兼代表幹事）

•四万十活性化委員会 ・委貝： 代表幹事＋（外部有羹者）
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平成20年度編集・出版委員会計画
上成20年4月 1 日～平成21 年3月 31 日）

•投稿規程と投稿要領（フォーマット）の改定

く新たに文系フ型フォーマットを配慮＞

•学会誌新発刊スケジュール(6月、 12月の2回体制）

（第7巻2号をH20年6月に発行予定）

（第8巻1号をH20年12月に発行予定）

担当 ：
•編集・出版委員長：摂尾直和・理事、（兼代表幹事）

•編集・出版委員会・委員 ： 理事、会員 、 他（外部有謀者）

上
平成20年度企画委員会計画
（平成20年4月 1 日～平成21年3月 31 日）

•ユースセッションと大学（学生）との環境教百・連携ブログラム

•森・）11•海を連携するユースセッションの活勤強化

（特に、海について ： H21年度研究発表会のテーマ）

担当 ：

•企回委貝長：石川妙子・理事（兼代表幹事）

•企回委員会・委員 ： 代表幹事、＋理事（小・中・高校代表）

平成21年度第9回総会・研究発表会の日程
し平成21年5月 30-31 日（土日 ）

•平成21年5月 29日（金）
理事会（石知累文化環境部環填共生諜四万十川・清淀担当）

•平成21年5月 30日 （土）
第9回総会・研究発表会
（因立高知高事専門学校、大会実行委仕長：山崎慎一）

•企國セッション： “海と流域圏”

•平成21年5月 31 日（日）
第8回ユースセッション ・ツアー

檜舷IIIと海（土佐湾）



［四万十 ・ 流域圏学会誌第 7巻第 2 号 11 7-50 2008] 

く報告＞

生まれ変わる四万十活性化小委員会 ～今後の活動方針～

瀬戸ロ

1. はじめに

四万十活性化小委員会は平成 1 7年 1 ]月、四万十 ・ 流域

圏学会の総務委員会の下部組織としてP且声を上げた。 fii来 、

学会の立場から日本風屎街逍事業の幡多版「四万十かいど

う」を支援してきた。また、 当流域圏学会が毎年主催する研

究発表会の中に 、 企画セッション「四万十かいどう」という

新たなプログラムを組み込んでいただき 、議論をコーディネ

ートしてきたところである。

さて、この度の総会において、我々小委只会の、足掛け 4

年間にわたる活動が会員の皆様に評価され、小委員会から正

規の委員会に格上げされるところとなった。大変名岱なこと

である。これを機会に今後の委員会の活動方針について改め

て検討してみた。

2 . 四万十活性化小委貝会のこれまでの歩み

2. 1 小委員会立上げの動機

四万十活性化小委員会を立ち上げた動機は 3 つある。 郷土

愛と公共事業批判、 それに国土交通省O B の再度の第一腺復

帰、この 3 つである。

まず郷土愛についてであるが、幡多がこの度、国土交通省

の新規施策「日本風最街道事業」のモデル地区に選定された

ことから、現地では早速、 「四万十かいどう推進協設会」（会

長 村上雅博喬知工科大学教授）が組織され、新たな道づく

りに取り組むこととなったつ「かいどう」には、街道、 海道、

回り道、快適な道路など様々な意味が込められている。 我々

国土交通省のOB は土木公共事業にかけては類稀なる ni門

家媒団である。「氷年執った杵柄（きねづか）を生かしてこ

の新しい道づくりに参加し、散々お世話になった幡多の中村、

宿毛に一宿一飯の恩返しが出来ないものだろうか？ 」と考え

た。 これが動機のひとつである。

次に公共事業批判。最近では公共投府の地域へ及ぼす経済

波及効果は大分薄れたとして、財政再建の御旗の下、公共事

業挫は年々削減されてきている。 さらには、［公共事業は無

駄だ、 公害の元凶だ」としてまるで恋者扱いにされる始末で

ある。 しかし、社会資本整備がまだまだ立ち遅れている幡多、

麻知においては、この様な議論は決して当て嵌らないっ この

誤った批判を払拭するには、我々 OB はどうすればいいの

か？ 何か有効な手立てがないものだろうか？ こう考え

たことが 2 つ目の動機である。

最後にOB の再度の第一線復帰について。 最近、国土交通

省のOB会の名簿を拝見していて 、職業襴が空白になってい

るOBが次第々々に増えてきているのに気が付く ウ 特に、地

忠臣＊

方の事務所OB会でその似向が強い。 私が建設省（国土交通

省の前身）に入り立ての頃、現楊の第一線で溌刺（はつらつ）

として指揮を執っておられた大先輩が 、 「今は無職j と いう

のは実に寂しい。 まだ股錬（かくしゃく）としておられる。

折角の人材が埋もれてしまっていて 、 社会的にも大きな損失

である。 健庫で、志の裔いOB が、 それぞれの地域において

社会に貢献する方途が何かないものだろうか？ OB の受

けllll. として何か就労の勘が考えられないものだろうか？

こう思い悩んだことが 3 つ目の動機である。

2. 2 活動の経緯

平成］ 7 年度は冒頭で述べたとおり、国土交通省のOB ら

と語らい四万十活性化小委旦会を立ち上げた。当面は、 「四

万十かいどう」を舞台に我々の熱い思いを五箇年計画で実践

することとした。平成 ］ 8 年度は、 日本風漿街道の理念を 「文

化を育む道づくり 」と して循探の帷に骰き換えたところであ

る。 ハードとソフトは一述のものであることを証明した租り

であるウ 平成 1 9 年度は、 「四万十かいどう」以外の、 「花 ・

人 ・ 土佐であい1専」 や 「特別文化地区指定」など商知県下で

進行する事業について 、 その進捗状況を学び、 我々会員相互

の間で梢報の共有化を図ったところである。平成 2 0年度は、

ハードとソフトをつなぐ紐幣（ちゅうたい）としては「四万

十川条例」であることを探り当て 、 その精神を学ぶこととし

ている。

3 時代とともに進化する国土行政

以上の小委員会の活動は、委貝艮の私が国土交通省のOB

であることから必然的に、国土行政の動きと軌を一にするも

のであった。 ここで翻って 、 国土行政は今後どのように展開

していきそうか、今後の方向について考えてみたい。

3. 1 地域と二人三脚の国土行政

平成 9 年の河川法の改定で今後、川づくりを進めていくに

あたっては 、 広く流域想談会の意見を聞いた上で整備計画を

定めることとなった。 流域懇談会には、 市民団体、行政、地

元企業の三者が同じテープルに着き 、 学識経験者の専門的な

見解を拝聴しながら、維続的に謡見や情報の交換を行い、 緩

やかな合意形成を囮ることが謳われている。

また、道路行政においてはこの度、上述の「日本風尿街道j

と称する事業に取り組むことになった。 これは、これ迄の 、

ややもすれば単に人や物を運ぶだけの機能一辺倒であった

道路計画を方向転換し、行政と地域の人々が主体となって 、

その地域固有の自然や歴史、文化、 風尿などを生かした道づ

くりを押し進めるものである。

さらに、国土交通省の各地方整{1iii局は 、 管内の地方大学と

更に連携、 協力を深めるぺく包括的な'itむを取り交わし、 「安

* JF Eエンジニアリング（株） 〒 !00-0005 東京都千代田区丸の内 1 - 1 -2
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全、安心」 「歴史、 文化」 「 自然、 環境」「経済の活性化」 「技

術間発」 などの各分野で、人事交流、研究協力、委員会活動

などを進める こ ととなった。

この様に道州制、地方分権、国土形成計画などの諮論の店

まりの中で、社会資本整備の手法も、国主禅から国、県、市

の行政と地域の人々 、 企業、 大学との二人三脚へと大きく踏

み出すこととなったのである。

3. 2 戦後体制の総決簑

2 1 世紀の初頭に至って、競愕 （きょうがく）すべき二つ

の事件が明るみに出た。一つは談合事件、 もう一つは道路予

算の無駄硝いである。 この二つの事件の徹底究明は、戦後の

裔度経済成長期の社会の仕組みを消算し、産官学の健全な朕l

係柄築あるいは新たな地方分権型社会への移行に弾みをつ

け 、 「地域と二人三脚の国土行政」 をさらに後押しするもの

と考えられる。

（イ）談合事件

談合事件が摘発されるにつれ、企業の問ではコンプライア

ンス（法令の遵守）はもとより 、企業の社会的真任 (CSR 、

Corporate Social Respons ibility の略）が声祁に叫ばれる

ようになった。 企業は法令、 法規を守りながら、その使命で

ある 「事業収益の増大」 を図ると同時に、社是として「企業

の社会的責任」を掲げると ころが多くなった。 雪印や船場吉

兆の例を持ち出すまでもなく、企業は地域社会に受け入れら

れてこそ、その存続が認められることに気が付き出したから

である。 企業は従来にも増して地域社会の動向に注目し、地

域社会に貢献しようとするマインドが芽生え始めたところ

である。 今後は、 官と産との関係が一新されるとともに、地

域のレベルに応じて企業の社会的進出が見られることだろ

う 。

（口）道路予符の無駄辿い

道路特定財源の一般財源化を巡る諮論の中で、マ ッサージ

チェアとかミュージカルとか帰宅の際のビール付きタクシ

ーとか、 税金の無駄遣いがマスコミに大きく取り上げられ、

道路行政のあり方が社会の批判に晒された。 国土交通省はこ

の反省から 、イ ベントまがいの行き過ぎた地域活動や業団体

の会合への出席を差し控え、また公益法人や学術団体との持

たれ合いを是正するなど、時代にマッチした産官学民の健全

な秩序の構築に乗り出 したと こ ろである。

4. 地域おこしの大本は人づくり

4. 1 天の時、地の利、人の和

以上概観したとおり 、 時代は問違いなく 、 新たな産官学民

の関係梢築、地方への権限委誤、道州制への移行などに向か

って奔流のごとく突き進むものと思われる。 2 1 世紀初頭に

は建設省、運輸省が大同合併して巨大官庁 「国土交通省」が

誕生し、 「地域と二人三脚で歩む国土行政」の茄が切って落

とされたところである。

僻遠の地である幡多、高知にとっては正に 、 天の時を得た

感じである。 ただ、 道路特定財源の一般財源化、 あるいは公

共事業抑制の大合唱の下で、 悲願の 「四国八の字ハイウェイ 」

は今後とも、足踏み状態が続くことにな り かねない。 日本最

後の消流、 四国のチペッ トなどと雄大な自然、 豊かな風土を

売り物にして全国にアッヒ°ールしても、ネットワークが完成

されず、思うように観光交流が活発化しなければ幡多、高知

の経済の活性化は党束ない。 幡多、商知は依然として周回遅

れのト ップランナーに甘んじ、地の利を生かすことなく出遅

れて しまう こ とになる。

地の利を生かすことが出来ないのならど うすべきか？

答えは一つ、人の和を立ち上げるこ とである。 古い格首に 「天

の時は地の利に如かず、 地の利は人の和に如かず」 と い う ウ

地域おこしの大本は、「いかに俊秀な人材を育てるか」「いか

に人と人のネットワークを築き上げるか」に掛かっていると

言えよう 。

4.2 当学会設立の粗神に立ち返る

流域圏学会誌のプレピュー号の巻頭言で、宇多庇明氏は

「流域囲学会に寄せる思い」と題して、人材育成のあり方を

熱く説いていらっしゃる。先ず、 「『5度経済成長期において、

現実の空間、学問体系それぞれが細切れに縦割りにされ、人

は専門分野の中だけで物事を考える癖がついてしまった。 そ

の結果、地域全体を俯II敢する視点に欠けるとともに、異分野

間での相互理解が出来なくなってきている」と現状を分析さ

れている。 確かに、細切れの 、 限定的な狭い世界では正解で

あっても、全体を通して観てみるとそれが意外と 、しつくり

しない解であったりすることはよく経験するところである。

彼は続けて、 「 この忌々しき事態を救うには、 地域全体の

ことに関心がある人々を教育し、 全体の知識レベルを向上さ

せる楊が必要である。 当流域圏学会こそがその教育の楊を担

い、全体を俯II敢し、概括できる人材の育成を計るぺきである 」

と述べておられる。

我が小委員会のこれまでを振り返ってみると、森羅万象を

仮に天、地、 人と 3 つに区分した場合 、 天と地の部分に注力

し、人に対する配態が欠けていたのではないか、 と思う 。 地

域おこしの大本が人づくりであるなら、我々はもっと人に滸

目し、 宇多氏の卓抜した意見に沿った人材育成に邁進すべき

である。宇多氏の意見こそが 2 1 世紀型の人材育成の要諦で

はなかろうかと思う 。 我々四万十活性化委員会は、当学会設

立の精神に立ち返って今後、後進の育成に励むべきだと決意

を新たにしたところである。

5. おわ りに

四万十 ・ 流域圏学会のサステナビリィティを希求するなら 、

その基礎にある人づくり 、 後進の指禅教育、 人と人とのネッ

トワークづくりに今以上に傾注することが必要である。 国土

交通省のある大先輩が過って 、 「海外ではドクターよりプロ

フェッサーの方が社会的な評価は森い。後進の教育育成こそ

が最も崇高なボランティア活動だ」 とアドバイスしてくれた

ことを思い出す。

我々四万十活性化委員会は今後、最も崇店なボランティア

活動に血道を上げる就悟であるが 、 物事が複雑に絡み合い、

カオスの状態にある現代社会にあって果たして、どれだけ実

効が上がるものか、甚だ心もとない限りである。 当流域囲学

会の役員、 会員の皆様には、倍旧のご指蒋、ご支援、ご鞭撻

を切にお願いする次第である。
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街並が形成される

郊外の風屎が痰出される

その時代と地域にマッチ

した道づくり、川づくり、

港づくり、町づくり

世代が交替する

文化が伝承される

（地域文化史）

文化を育む道づくり

人々の感性に，訴える

新しい物の見かたや社会的風潮、

ライフスタイルが生まれる

地域の言栄（方言）に和

地名、民話、風批画、

始まる（人づくり）
ファッション

が醗成される
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お知らせ

四万十・流域圏学会投稿規程 （原稿書式フォーマット）変更について

四万 I · ・ 流域閥学会 ・ 編集 ・ 出版委員会

第 1 巻第 1 号から第 7 巻第 2 号に至るまで， 原松 ，1 1:式フォーマットは， 2 段糾横，ftさスクイルで投秘，し

ていただきましたが，第 8 巻第 1 号からば ］ 段組横，ftきスタイルに変更いたします(/)で， 学会員の皆さ

まには，是非とも ご協｝Jいただきたいと存じます

変更理由は，自然科学系の学会員の皆さまには大変馬IIl染みのあるスタイルではありますが，人文科学

系の学会員の皆さまには，あまり馬Iii染み(/)ないスタイルとなっております。 これまで， ’ 2 段糾スタイルで

論文を提出するには，抵抗がある 、 というご謡見 b何件か＇岱せられました。

さらには， 2 段組横，！Fきスタイルですと，学会誌の編集に FIl{］がかかり ， かえって糾集ミスを招く結果

になります スビーディーに学会誌の紺集に取りかかるためにも， 1 段糸llスタイルに変更させてし、ただ＜

ことを，ご理解いただきたく存じます

なお，新執喰要項は，本誌の 60 頁 62 貞に記載しておりますが，このサンフルも 1] 然科学系(/)論文を

採用しております 人文科学系の論文で投稿ふれる場合ば． 英文タイトル ・ ＇疑旨がなくても投fi託L とさ

せてしヽただきま九

今後とも， 四万十 ・ 流域1割学会誌 を充実させて参りたし、と｛｛・じまナ。 学会員(/)皆さまからのご投秘を

お待ちしております．9

以上の件，何卒ご理解の程，よるしくお別い印し 1-- ： f ます
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四万十・流域圏学会会則I
朗貞lj ： 平咸1 9年5ガ26 /3から施行

第 1 章総則
（名称）
第 1 条本会は、四万十・流域圏学会 (Japan Society of Shimanto Policy and 
Integrated River Basin Management) と称する。

（目的） . 

第 2条 本会は、四万十川及び全国の流域圏を対象に、総合的 ・ 学際的調査研究及び学民
産官連携による実践的取り組みを展開し、もって流域圏を単位とした自然重視の
学際的な地域文化づくりの横断的な推進に資することを目的とする。

（事務局）
第 3 条本会は、事務局を当分の間、高知工科大学社会システム工学科 村上研究室に置

（事業）
第 4 条 本会は、第 2条の目的を達成するために次の事業を行う。

( 1 ) 講演会、研究発表会等の開催。
(2) 学会誌、ニューズレター及びその他の刊行物の発行。
(3) 四万十川流域における先駆モデル研究。
(4) 四万十川流域と他流域との交流及び住民団体 ・ 研究者など多様な主体の交流を

通じたネッ ト ワークづくり
(5) 前各号のほか、本会の目的を達成するために必要な事業

第 2章会員に関する事項
（会員）
第 5 条 本会の会員は四万十・流域圏学に関心を持ち、本会の趣旨に校同するものとし、

正会員、学生会員、団体会員及び準会員をもって構成する。その他の会員につい
ては、理事会で決定する。

(1) 正会員 会野年額 5,000円を納める者。
(2) 学生会員 大学学部学生・大学院学生 ・ 研究生で会跨年額 2,500円を納める者。
(3) 賛助会員 企業 ・ 団体で賛助会跨（年額30,000円以上）を納める者。
(4) 準会員（ジュニア会員） 小学生 ・ 中学生 ・ 高校生。 会挫は徴収しない。

（会員の権利）
第 6 条 正会員は、以下の権利を有する。 なお、理事会の承認によって、 学生会員、賛助

会員及び準会員にも権利を付与することができる。
(1) 調査研究成果を学会誌その他の刊行物または研究発表会において発表すること 。
(2) 本会が主催する研究発表会、講演会及び総会等に参加すること 。
(3) 本会の定期刊行物の無料配布を受けること。

（会喪）
第 7条 会員は、第 5 条に定める年会持を前納しなければならない。
2 既納の会喪は、いかなる理由があっても返還しない。

（会員の入会）
第 8条 会員になろうとするものは、入会申込書を提出し、理事会の承認を受けなければ

ならない。

（会員の退会）
第 9 条 退会しようとする ものは、退会届を提出しなければな らない。 この場合、未納の

の会喪があると き は、完納しなければならない。

-53-



2 理事会は、長期にわたって連絡のとれない会員を退会させる こ とができる。

第 3 章組織に関する事項
（役員）
第10条本会には次の役員を置く。

(1) 理事 2 5 名以内、うち会長 1 名、副会長 3名以内とする。
(2) 監事 2 名。

（役員の選任）
第11条 理事及び監事は正会員の互選により、総会で決定する。
2 会長は、 理事のうちから互選する。
3 副会長は、理事のうちから会長が指名する。
4 理事及び監事は、相互に兼ねることができない。

（役員の任期）
第12条役員の任期は2年とし、再任を妨げない。
2 役員は任期満了となっても、後任者への事務引継ぎを終了するまでその職務を
行う。

第13条 役員に欠員の生じたときは、後任を選任する。ただし、理事会でその必要がな
いと認めたときは、この限りでない。
2 補選された者の任期は、前任者の残任期間とする。

（役員の任務）
第14条 役員の任務は次のとおりとする。

(1) 会長は、会務を総括し、本会を代表する。
(2) 副会長は、 会長を補佐し、 会長に事故あるときはその職務を代行する。
(3) 理事は、理事会を構成し、本会の運営に関する重要事項を審議する。
(4) 監事は、本会の会計を監査する。

（総会）
第15条 総会は正会員をもって構成し、本会の最高決議機関として会の意志と方針を決

定する。

（総会の開催）
第16条 通常総会は、毎年 1 回開催する。
第17条 臨時総会は次の場合に開催する。

( 1 ) 会長又は理事会が必要と認めたとき
(2) 正会員の 3分の 1 以上の者から請求があったとき

第18条総会は、会長が招集し、議長となる。
第19条 総会の招集については、開催の 2週間前までに、日時、 場所及び会議に付議す

べき事項を適当な方法によって会員に通知しなければならない。
第20条 総会は、正会員の 5 分の 1 以上の出席がなければ成立しない。 ただし総会に出

席できない正会員で、第 1 9 条によって通知された事項の議決を他の出席会員
に委任した者及び書面によって議決に参加した者は出席者とみなす。

（総会の議決）
第21条 総会の議決は出席者の過半数の同意による。可否同数のときは、議長の決する

ところによる。
第22条総会では、次の事項を議決する。

( 1 ) 前年度の事業報告及び収支決算
(2) 当該年度の事業計画及び予算案
(3) その他理事会が必要と認めた事項

（理事会）
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第23条 理事会は、必要に応じて会長が招集する。
2 会長は、理事の過半数から請求があったときは、理事会を招集しなければなら

ない。
3 理事会の議決は、出席者の過半数の同意をもって決定する。可否同数のときは、
会長の決するところによる。
4 本会の運営を円滑に行うため、理事の中から代表幹事を選任 し、 幹事会を開く

ことができる。

（委員会）
第24条 本会は、 必要に応じ委員会を組織することができる。 委員会の規約は、 別に定

める。
2 各委員会は、理事会に委員会の活動状況について適宜報告し、 また 、 本会の運
営上特に必要であるとして理事会から諮問された事項について、 答申しなけれ
ばならない。
3 会長は、理事会の推薦を受け理事の中から委員長を任命する。
4 会長は、理事会の推薦を受け正会員の中から若干名を委員に任命する。

（支部及び部会）
第25条 本会は、必要に応じ支部及び部会を置くことができる。
2 支部及び部会の設置及び組織については、別に定める。

第 4 章会計に関する事項
（会計）
第26条 本会の経費は、会費・助成金及び寄附金その他の収入をもってあてる。
第27条 本会に、 一般会計のほか必要に応じて特別会計または基金をおくことができる。第
第28条 本会の会計年度は、 4 月 1 日から翌年 3 月 3 1 日までとする。

第 5 章会則の変更及び解散
（会則の改正）
第29条 この会則は、 総会出席者（委任状及び書面による参加を含む）の 3 分の 2 以上

の同意を得なければ、 改正できない。

（会の解散）
第30条 本会は、総会出席者 （委任状及び害面による参加を含む）の 3 分の 2 以上の同

意がなければ、解散することができない。

第 6章その他の事項
（雑則）
第3 1条 この会則に定めるもののほか、学会の運営に関し必要な事項は理事会の議決を

経て別に定める。

附則
1 この会則は、平成 1 3 年 2 月 8 日から施行する。
2 本会の設立初年度の会計年度は、第 2 8 条の規定にかかわらず設立の日より平成 1 4 
年 4月 3 0 日までとする。

附則
1 この会則は、 平成 1 9 年 5 月 2 6 日から施行する

2 平成 1 9 年度の会計年度は、第 2 8 条の規定にかかわらず平成 1 9 年 5 月 1 日から平成

2 0 年 3 月 3 1 日までとする。く第 4 章第 28 条＞
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四万十 ・ 流域圏学会役員体制

会長

今井蔀彦

副会長
l 

宅問一之

福留脩文

四万十・流域圏学会役員リスト
（平成20年度）

高知大学名巻教授

高知県立歴史民俗資料館館長

西日本科学技術研究所所長

監事

戸正司 1 高知大学理学部教授
大原泰輔 大原計画事務所 ・ 所長 く新任候補＞

理事
池田誠 束洋大学国際地域学部教授

石川妙子 水生生物研究家

江渕 倫将 安芸市立情水ヶ丘中学校 ・ 校長

大年邦雄 高知大学典学部教授

坂本正夫 こうちミュージアムネッ ト ワーク会長

島谷幸宏 九州大学工学部地球哀境工学科教授

瀬戸口忠臣 JFEエンジニアリング（株）顧問

西内燦夫 NPO四万十川流域住民ネットワーク ・ 代表

橋尾直和 高知女子大学文化学部教授

福田善乙 高知短期大学教授

福永秦久 西日本科学技術研究所取締役

福元康文 底知大学朕学部教授

松田誠祐 高知大学名脊教授

松本聰 東京大学 ・ 秋田県立大学名脊教授

宮崎利博 高知県理事（東京事務所担当）

村上雅博 高知工科大学フロンティア工学教室教授

山崎恒一 高知工業高等専門学校建設システム工学科助准教授
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四万十・流域圏学会

1会 員募集の御案内I

四万十川及び全国の流域圏を対象に、総合的・学際的調査研究と学民産官連携による実践的な取り

組みを展開する「四万十・流域幽学会」 (Japan Society of Shimanto Policy and Integrated River Manag 

ement)が平成13年2月 8 日に設立されました。

毎年、高知の味自慢の一つである初鰹を御賞味いただけるベストシーズンの、 5月末に総会・研究発表
会と四万十川の現地見学会を予定し、平成19年5月に第7回総会を終え、四万十・流域圏学会誌も第7巻l

号まで刊行することができました。 全国の流域臨と流域ネットワークをつくる方向で、 四万十川から、土佐、
全国、そして世界をみつめて、流域圏をキーワードに新しい学会の活動にふるって御参加下さい。

0学会の基本理念
1)横断的 ・学際的な研究、現場に根ざした実践的な研究、住民と連携した取り組み（学民産官連携活動）

を重視する。
2) 地域の学問から全国の横断的な流域圏のネットワークづくりと世界（国際交流・国際協力）へ向けての

情報発信を行い、実際問題への適用をはかるために、学・官 ・民の研究者・ 技術者 ・地球市民との交
流を促進する。

3) 次世代への展開（サスティナブル・シマント）と次世代をになう人材（若手を含む）の育成を重視する。

お問い合せ先
学会事務局本部 ：高知工科大学フロンティア工学教室村上研究室

〒 782-8502 高知県香美市土佐山田町宮の口 185
TEL:0887-57-2418, FAX:0887-57-24201, E-mail: ~ 

理事会担当事務局：高知県文化環境部環境共生課（河野）
TEL:088-823-9795, FAX:088-823-9283, E-mail: hiroko_kouno@ken4.pref.kochi.jp 

P.S. 

四万十 ・流域圏学会会則抜粋

************************************************************************************** 
第2章会員に関する事項

（会員）

第5条本会の会員は四万十・流域圏学に関心を持ち、本会の趣旨に賛同するものとし、正会員、学生会
員、団体会員及び準会員をもって構成する。その他の会員については、理事会で決定する。

(1)正会員 会費年額 5,000円を納める者。
(2) 学生会員大学学部学生・大学院学生・研究生で会毀年額 2,500円を納める者。

(3) 賛助会員企業・団体で賛助会喪（年額30,000円以上）を納める者。

(4) 準会員（ジュニア会員） 小学生・中学生・高校生。会費は徴収しない。

芸異振込先：

郵便振替 01670-7-3731 四万十・ 流城圏学芸または、銀行口座四国銀行下知支店晋通預盆0387

519四万十・ 流城圏学芸芸計福永秦久
お願い ： 領仮書は発行いたしませんので、振込みの控えを俣存して下さい。
************************************************************************************** 

会喪の使われ方 ：
正会員 ・学生会員の会費は学会誌・ニューズレター•お知らせ等の印刷 ・郵送費等に、賛助会員の会費

は小・中・高校生を対象としたユース（ジュニア）セッションの次世代人材育成プロジェクト活動資金に割り
当てられています。

************************************************************************************** 
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宛先：

〒 782-8502 高知県香美市土佐山田町宮ノロ 185

高知工科大学・フロンティア工学教室 四万十 ・ 流域圏学会 事務局（村上）
Te I: 0887-57-2418. Fax: 0887-57-2420 E-ma i I : murakam i. masah i ro@koch i-tech. ac. jo 

入会申込書⇔ （連絡先等変更届け）
氏名と変更部分のみをお書き下さい

四万十・流域圏学会・会長様

平成年月日

氏名 ：

住所 ：

連絡先住所（ 自宅 . 勤務先 ) 

T 

Tel: Fax: 

Eｷmail: 

会員種別＊ 正会員 学生会員 . 抒助会員 . 準会員

勤務先又は職業

専門分野 生年月日 年月 日

＊会員種別については、 該当するものを0で囲んで下さ い。

備考覧

| 受付承認 ： 平成 年 月
-59-

日



［四万十 ・ 流域圏学会誌 口寧］←| 明朝体 8pl. I 

ロ→小規模河川の流量観測におけるドップラー式超音波流速
センサーの簡易適用法
I およそ 6mm | 
正則＊、村上

第？？巻 第？号 ???-??? 

＜論 文（原著）＞ 4色P::iチック I !pt, l 

吉田 敏文＊←-4MSP ゴチック llpl.I 

I英： タイムズポールド llpl、行問開 13pl | E三〗
A Simple Application of a Velocity Sensor based on the Doppler Effect of Ultrasonic Sound 

Waves for Measurement of Discharge from Small-scale River 

Masanori YOSHIDA* and Toshifumi MURAKAMI* ~ クイムズボールド ¥Opt. ] 
~at ional Agricultural Research Center for Western Region, 2575 Ikanochou, Zentsuji City, Kagawa 765-0053, Japan • 

口三］ I和文．明朝体、英文タイムズ 9pt 行間閑 12pt |Abstract / 
Ahydrometry of small-scale river using a velocity sensor based on the Doppler effect of ultrasonic sound 

waves was discussed. Cross-sectionally averaged stream velocity was estimated from velocity measured by the 

sensor. Then, discharge data including storm runoff were obtained safely and accurately, by the way of 

multiplying the cross-sectionally averaged stream velocity by cross-sectional area of flow estimated from 

water level. 

In addition, the hydrometry using the sensor was revealed to have advantages as follows: 

1) settlement of the sensor in a river is authorized easily, 

2) cost spent on equipment and the settlement is low, 

3) frequent and automatic measurement is available. 

From above results, the hydrometry using the sensor is concluded to be worth utilizing for a long-term 

monitoring system to evaluate discharge and pollution load from small-scale river located on agricultural 

watershed in hilly and mountainous region. • タイムズポールド， 9pt. | r タイムズ， 9p1 1 
Key words : ultrasonic sound wave, the Doppler effect, agricultural watershed, stream velocity, storm runoff 

ロ

タイムズ 8pt 

和文： MSP ゴチック 、 英文 ：タイムズポールド 9pt. 
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K＜本文活字体（見出し： MSP ゴチック、本文：明朝体） ： 9pt、 行間隔 1 3pt, 〉＞1

1 ' はじめに

河川流北の実測データの取得は， 殿業集水域から発生する環境汚濁負荷枇などを箕定する際に欠かせない要素とな

っている I , 2)。しかし， 流枇せき法”や流速計による手計測 1 点法 4)など従来からの方法を用いた場合，高額の工事経

代や河川管理者からの設骰許可が必要なこ と （前者） ，あるいは親測者の現地不在によるデータの断片性や親測者が

洪水に巻き込まれる危険性があること（後者）などの理由から ， 連続的な流拭データを任意河川で簡易に得る こ とは

必ずしも容易ではなかった。このことは，河川管理者等による定期鍛測体制を持たない川幅 l0m 程度の小規模河川（中

山問胎業集水域に多い） においてとりわけ大きな課題であったように思われる。 ·

以上のことから，本センサーがもつ特質を活かすことにより，従来法が抱える問題点のいくつかを克服できる可能

性が考えられた。そこで本研究では， 自動採水装置などとの一体的運用が可能で，入手および取り扱いが容易な上記

センサーを例にとり，現地河川への設個方法や流凪親測法，得られたデータの特徴とその処理法などについて検討を

行ったので報告する。

2 観測地点の概要と調査方法~ 1 MSP ゴチック 9pt

2. 1 観測地点の概要

今回設測を行ったのは， 祁知県四万十川流域内の農業集水城（集水面和 8 1 4ha, 1993~ 1996 年の平均年間降水藉

一
* 近畿中国四1国1足業研究センター似斜地甚盤部

左マージン

〒765-0053

17mm 下辺マージン

香川県善通寺市生野町 2575

23mm] 
-60-



2874mm) を流れる Y 川の末端部である。その河道幅は !Im, 河床最深部から川岸までの祁さは左岸， 右岸とも 3m で

ある。観測地点の選定は， 流路が上 ・ 下流側とも 100m 程度にわたって直線的であること ， 大きな岩礫による狭窄や

屈曲が存在しないこと，河床勾配の急激な変化が認められないことなどを条件に行った。 流れの特徴としては，右

岸側に幅約 2m の砂礫堆があるため流心が河道中央よりやや左岸側に位置すること（平水時）や， 領測地点の下流約

IOOm 地点で合流する H川の水位上昇の影署をうけて， Y 川の水はけがやや滞る傾向がみられること（洪水時）などが

ある。なお本報では，崇雨による流杖の増加が見込まれる 2000 年 5 月から同年 1 0 月にかけての 6 ヶ月間を中心にデ

ータ 2.2 河道横断面形状の測豆

それぞれの区分 i ( i は区分点番号を示す）の幅 d/，その中点の水深 h,，および h、測線上の深さ方向平均流速点の流

速 VP; （下付き涼字 p は手計測の意）を測定した。また，このときの流水横断面禎 AP と断面平均流速 V/ （流水横断
面内流速分布の平均値，上付き添字 m は断面平均の意）は，次式により求めた。

A戸こ凸

／三三
v;=— 
A 
こ砂d,h,
p i~J 

(I) 

(2) 

i 
Fig. 4 は，手計測法によ る 10 回の親測の う ち最大の V；を記録した 2000 年 8 月 1 日 1 2 :00 の V;， vpm，および VS

を，河床横断面形状，深さ方向平均流速点 (X) ， センサー設骰位骰，センサー感知幅（模式的）などとともに示

したものである。河床最深部（水平距離 9m 地点）のセンサー位骰における杓が，それに対応する V；の値にほぼ一

致していることがわかる。

10 回の V；の横断面分布をみると (Fig. 5), V/ の最大値が ， 6 月 6 日を除くすべての日時でセンサー設置位置（水

平距離 9m) を挟む土 Im の範囲内に収まっていることがわかる。これらのことから，河床最深部を目途に定めたセ

ンサー設醤位骰が，杓の測定位爵として妥当なものであったことが確認できる。

このように本銀測地点では，河床最深部と深さ方向平均流速の最大位骰がほぽ一致していたため，

骰決めは容よび流量の測定結果

Fig. 6 (a), (b), (c) に，水位，流水横断面積，センサー設閻位骰流速のそれぞれに関する手計測法全 10 回の測定値と ，

その手計測とほぽ同時に親測されたセンサー法測定値（流水横断而租は推定値）との比較結果を示す。いずれの図も，

センサー法の測定結果が手計測法のそれによく対応しており，センサー法による水位，流水横断面租，流速の測定結

果が妥当なものであることを示している。特に Fig. 6 (c) において杓が V；に一致したことは，凡値が深さ方向平均流

速として信頼できるものであることを襄付けている。 しかし凡値が，センサー設骰位骰の両側 Im 地点の VP'値とは明

タイムズポ ルド． 9且I.

センサーの位

0.8 

(L's
.
E
)
E
s
>
-
E
d
 A

'Al!:>01a> 

p
a
6
e
」
a
>
e
>
＝e
U
O
!
P
0
s
,
s
s
o

」
3

0.6 

0.4 

0.2 

V sm =0.344V s+0.121 V / 

r2=0.938 

Vpm¥ 

v m 
s 

0.0 

0.0 0.5 1.0 1.5 

Sensor velocity -1 
, Vs  (mｷs-') 
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velocity (-) 
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らかに方向平均流速を与えるに過ぎなかったことから， QSを Lの 1姐数として表わすためには， vS と V,"'の関係を明らか

にしておく必要があると考えられた。 そこでまず， 手計測とほぽ同時に餓測された杓と ，その手計測結果をもと に (2)

式で求めた V/の脱係をプロッ ト したのが Fig. 7, 0印である。 その結果，両者のあいだには，ある一意の関係が存

在することが推察された。そこで両者の関係を， L を独立変数とする二次の多項式で近似することにし ， さらに，そ

の式から計算される値を V：と仮定すると，つぎのような経険式を導くことができる ( r2=0. 938) 。

vm 
s = 0.344 V. + 0.121 V s s 

5 . おわり に

2 
(4) 

以上， ドップラー式超音波流速センサーによる河川流址測定法の概要を ， 現地河川への適用事例をも と に述べた。

今後は，本報で紹介 したセンサー法が河川の水質管理や流域環境保全などの方面で広く活用されるこ とを期待し ， セ

ンサー法の精度向上や運用方法の改善に向け検討を進めていく予定である。

謝辞

本研究を実施するにあたり，ご指導をいただいた中央殿業総合研究センターの藤原伸介氏， 森林総合研究所の吉永

秀一郎氏ならぴに関係各位，現地調査でご支援をいただいた麻知県土木事務所と自治体関係の皆様， 畜産草地研究所

の山本 博氏，（株）日科槻パイオスの竹田敏之氏， （株）日進槻械の莉橋好弘氏に深く感謝の意を表します。なお本研

究は， 環境省公害防止研究の一環として行われたことを付記する。

（原積受付 200？年？？月？？日） （原稿受理 200？年？？月？？日）

r叶 MSP ゴチ ッ ク 9pl. I 
引用文献 I <＜ 引用文献活字体 （和文：明朝体、英文：タイムズ）： 7,5pt、行間隔： 12pt, >> | 

l) 黒田久雄 (1997) 非潅漑期農業地区からの NO,-N 日流出負荷祉の検討一流出負荷予測クンクモデルに関する研究 ( Il ) - ．艇土論集， 189,

51-58. 

2) 中笞根英雄，黒田久雄，茂木真司 (1997) 水田潅漑がなされている小集水域の L-Q 式の問屈点と期別区分による改善， 農土論集， 190,

71-76. 

3) 石原藤次郎，森 忠次 (1965) 新版測量学応用編， pp.251-310, 丸善，東京 ．

4) Kuraji K and Kowi t P (2000) Hydro • meteorological research and its application to watershed management for solving local conflict 

over water in Mae Tia watershed, Nonhem Thailand. Proceedings of the Fresh Perspectives on Hydrology and Water Resources in Southeast Asia and 

the Pacific, Christchurch, New Zealand, pp.189-196 
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四万十・流域圏学会誌：原稿の種類と審査分類

種別 頁数の 木:HJiv,.''iし 原秘の
内容 備考

（目次の）I頂番） 上限 体制 集め）］

巻頭言 2 無し 依頼
編集出版委旦会から依頼する。 内容は執喰者

2000 年， No . 6 の実紹から
の自山とする。

原著論文には、 特色ある観測 ・実験・ 調杏の結 現象の考察に関してのオリジ

原著諭文 10 2名 自由 果やその一次的解析結果及び統計 ・数（直実験 ナリティーを重視する。 （現象

結果などを主とする論文も含まれる。 追求型）

研究ノート 4 2名 自由
①新しい研究方法などの紹介 、 ②—r報的辿

報、 ③既知の知見を確認する短報など

水文 •水i勺源学に関する特定の主題について

総説 10 2名 自由 最近の研究成果を広い視点から整理、（立骰づ

けし、 その研究の流れの理解に打するもの

記念寄稿 2 委且長 依頼
稲4辻出版委旦会の判断に基づいて、 寄秘を（衣

同上
頻ナる文',I):。

総会特別講演
依頼 同上10 委且長

寄秘

特別寄秘 20 委且長 依頼 同上 2001 年、 No. l の実絨から

新しい研究 ・技術・ 工法 ・プロジェクトなど、会員 編集委且会が企画 ・依頼する

解説 2名
自由／ にとって有m ・有益となる梢報を分かり易く提供 楊合もある。 これについては内

10 
規あっかいとして 、 投秘要領依頻 するもの。

には記載しなし ‘o

技術 ・調査報告 6 ］ 名 自由
水文 •水；且源分野における技術や調査の報告

で、実用性・有用性を狙んじているもの。

論説・評論 1名 自由
学会関連の全般的総括的問題で広く会iiの参

2 
考となるものなど

討謡・コメント 2 1 名 自由 原著論文に対する討議 ・コメント。

記録 ・報告 適宜 自由
総会、研究発表会 、 表彰などの経過報告、およ

委員長
びシンポジウムなどへの参加報告。

新刊紹介 I 自由 新刊図芯の紹介と芯節の概要を述べる文→占。 2000 年 、 No.6 の実紐から

柑評 1 委員長 自由 図芯の第三者による推瑕文：，恥 200j 年、 No. ］ の実紹から

「Q&A コーナー」 、 「発想のた

編集出版委員会の依頻により特定の内容につ
まご」 、 「若手のページ」などが

その他 適宜 委員長 依頻
いて、特定の著者に執筆を依頼する文曲。

これに該当する。

目次上は、 個別の名前を太字

で記載する。

ム＝とロ 適宜 委員長 自由 学会から会旦への告知事項っ

お知らせ 1 委員長 自由 学会以外から会貝への告知事項，

各委員会報告 適宜 委員長 依頼 委且会、研究グループなどの活動紹介など。

封助会員名第 l 委H艮 依頼

会旦へ紺集の状況を知っていただくため、 ま

編集後記 0.6 委員長 依頼 た、後任の編集担当者の参考とするために、 糾 200 1 年、 No.2 の実紹から

集上で試みた工夫や感じた問題点を述べる。
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編集後記

第 7 巻第 2 号が，遅ればせながらやっと完成しました。 早くからご投稿いただいておりました執

箪者の皆様， 会員の皆様，編集作業が思った以上に長引きまして刊行が遅くなってしまい， 大変

ご迷惑をおかけしました。 本当に申し訳ございませんでした。

今号の内容は，裔知県森林総合センター ・情報交流館において， 今年 5 月に開催された，本

学会第8回学術発表会で招待講演を行っていただいた，本田達彦氏の「地球環境時代の森林の

保全・ 再生」の講涼要旨にはじまり，構渕博彦氏の「四万十川流域の文化的最観選定」 ， 斎藤由

投氏の「森林館環境教育」に関する特別寄稿を掲載しました。

研究ノートとして，林紀男氏 ・稲森隆平氏 ・蛯江美孝氏による高知県の「中山間地における

水生昆虫の種の多様性」に関する論，原著論文として， 松本充郎氏の「地下水法序説」 ， 辻

和毅氏の「国境にまたがる常水阿」に関する論文を掲載しました。 いずれも，地下水問題を考

えさせられる論考でした。

また，「四万十活性化小委員会」が「四万十活性化委員会」として再編成されることを瀬戸

口忠臣氏から報告があり，さらに編集委員長の橋尾からは， 第 8 巻第 1号より原稿害式フォー

マットの横得き一段糾への変更のお知らせをいたしました。

今後も，学会誌の内容を充実させて参りたいと存じます。 皆様のご投稿 ， お待ちしておりますの

で，何卒よろしくお願いいたします。

（橋尾直和）
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四万十・ 流域圏学会 賛助会員

平成 20 年 5 月 31 日現在 ( 4 団体）

●（財）リバーフロント整備センタ ー

●林野庁四国森林管理局四万十川森林環境保全ふれあいセンター

●株式会社四国電力中村支店

●中村商工会議所

四万十 ・ 流域臨学会会則 抜粋第 2章会貝に関する事項 （会員）

第 5 条 本会の会員は四万十・流域圏学に関心を持ち、本会の趣旨に賛同するもの と し、 正会員、 学生

会員、 団体会員及び準会員をもって構成する。 その他の会員については、理事会で決定する。

(1) 正会員 会費年額 5,000円を納める者。

(2) 学生会員大学学部学生 ・大学院学生・研究生で会費年額 2,500円を納める者。

(3) 賛助会員 企業・団体で抒助会費（年額30,000円以上）を納める者。

(4) 準会員（ジュニア会員） 小学生・ 中学生 ・窃校生。会費は徴収しない。

会野の使われ方 ：

正会員 ・学生会員の会跨は学会誌 ・ニューズレター • お知らせ等の印刷・郵送投等に、 賛助会員の会費

は小·中 ・高校生を対象としたユース（ジュニア）セッションの次世代人材育成プロジェクト活
動資金に割 り 当てられています。

ほたる・ カワニナ観察会 ： 奈路小学校 (2007 . 5. 27) 
第 7 回四万十 ・ 流域囮学会 ユースセッ シ ョン ・フィ ール ドツアー

（財）リバーフ ロ ン ト整備センター

〒 102-0082 束京都千代田区一番町 8 一番町 FS ビル 3F

林野庁四国森林管理局四万十川森林環境保全ふれあいセンター

〒786-060 1 高知県四万十市西土佐村江川崎 2105

株式会社四国俎力中村支店

〒787-869 1 商知県四万十市中村大橋通 6 丁目 9-21 安光孝夫

中村商工会議所

〒787-0029 四万十市中村小姓町 46 中村商工会磁所
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